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■ アイヌ文化環境保全対策事業の体制概念図　　　201６（平成2８)年度

平 取 町

調査協力者・機関
（町教育委員会、博物館・歴史館等）

アイヌ文化保全対策室
各作業分野担当チーム（８チーム）

企画総括グループ／情報管理グループ／環境整備グループ

作業管理スタッフ
文化環境保全調査担当学芸員

アイヌ施策推進課
アイヌ施策推進係／イオル整備推進係／

アイヌ文化保全対策係

◆ウコウｸ （=リンク）
人と人、人と情報、情報と情報の

有機的なつながりを重視

◆学習・公開の重視

双方向での創造的な協働 ※ 対策室作業モットー ＝ 【 深める、高める、広める、そしてカタチにする 】
●深める ◇アイヌ文化への理解を深める。 ◇地域とのつながりを深める。

●高める ◇調査員としての資質を高める。 ◇調査・研究の専門性を高める。

●広める ◇視野とネットワークを広める。 ◇成果を地域、社会に広める。

●カタチにする ◇蓄えた知見と技術を地域のためにカタチにする。◇地域・民族の願いと思いにそってカタチにする。

地域住民

北海道民

日本国民

世界の人たち
国土交通省北海道開発局

室蘭開発建設部
沙流川ダム建設事業所

苫小牧河川事務所／二風谷ダム管理所

平取アイヌ協会

北海道アイヌ協会／
平取アイヌ文化保存会／アイヌ語教室／

二風谷民芸組合等の関連団体 調査事務局

協議・調整・連携・協働

◆専門家との協働

専門家としての育成・修練

◆アイヌの人たちを
はじめとする地域住民の

主体的参画

平取ダム地域文化保全対策検討会

◆シミュレーション=
多角的・実証的データを

ふまえた予測と対策案提示
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■ 作業分野別担当チームの編成

主担当 ◎菊地みづき＊1
副担当 ○木村真奈美＊1

黒川賢司 加藤拓夫
主担当 ◎黒川賢司

副担当 ○加藤拓夫 藤川涼子 久保拓史
(2)主担当 ◎加藤拓夫

副担当 ○黒川賢司 及川直美 久保拓史
(3)主担当 ◎貝澤朱美

副担当 ○川奈野弘美 藤川涼子 ※萱野公裕　（２分野全般）
主担当 ◎川奈野弘美

副担当 ○及川直美 

　 藤川涼子 久保拓史
主担当 ◎木村真奈美

副担当 ○及川直美

藤川涼子
主担当 ◎山本　雄

副担当 ○菊地みづき＊2

加藤拓夫＊2　 川奈野弘美 藤川涼子
主担当 ◎及川直美

副担当 ○黒川賢司

川奈野弘美 　久保拓史
主担当 ◎長野　環

副担当 川奈野弘美

○貝澤朱美

黒川賢司 久保拓史
主担当 ◎吉原秀喜

副担当 ○長野　環 山本　雄 木村真奈美

   *3 久保拓史 ※萱野公裕
＊１＊２は、産休・育休に伴う担当代理 *3は、とりまとめの補助 ※臨時職員（6～12月） ◆アイヌ施策推進課課長

■ 運営課題別グループの編成

グループ名　　　　　　　　グループ編成 ／ 担当事項

◇長野 環 ☆黒川賢司  /  加藤拓夫

 

   企画総括 ＋ 保全対策具現化促進 ＋ 渉外

◇木村真奈美  ☆貝澤朱美  /  川奈野弘美  ／  久保拓史 

　 

   情報管理 ＋ 報告書・コンテンツ編集 ＋ データベース管理

◇山本　雄 ☆及川直美  /   藤川涼子　/　※萱野公裕　（菊地みづき）  

　 　 田中真澄

   環境整備 ＋ 文献・ 資材管理 ＋ 庶務 

■ 対策室内職員配置
◇長野　環

　◇木村真奈美  　 及川直美  　◇貝澤耕一

 　　貝澤朱美  　　黒川賢司

　　萱野公裕

　◇山本　雄   　久保拓史  　 加藤拓夫 　 （菊地みづき）

　  　　藤川涼子  　川奈野弘美

◆ アイヌ文化情報センター内　 （〒055-0101平取町二風谷61番地）アイヌ文化保全対策室

■ 対策室作業モットー（室訓） ＝ 深める、高める、広める、そしてカタチにする
8 　アイヌ文化保全対策の実施に向けた調整・整理

5 　アイヌ文化の普及方策に関する調査

6 　栽培実験の継続に関する調査  　◇吉原秀喜

7
　沙流川河道掘削における事前調査
　 　 (１)地域文化保全に関する調査
 　 　(２)河道掘削予定箇所現地調査

3 　生活文化現地調査
企画総括Ｇ

◇貝澤耕一

＜相談員＞
現地作業指導・安全
対策

◇吉原秀喜
<学芸員/室長>

全体総括・調整

◇山本　雄
<学芸員/主事>

情報管理Ｇ

4 　文化景観の保全対策に関する調査 環境整備Ｇ

２
　
      魚類の保全対策に関する調査 ８

アイヌ文化保全対策の実施に
向けた調整・整理

◆佐藤和三

◇貝澤耕一

３
　
     動物の保全対策に関する調査

◇長野　環
 　木村真奈美

６ 栽培実験の継続に関する調査
◇貝澤耕一
　 山本　雄
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1
　生物の生存環境現地調査
　　植物の保全対策に関する調査

７

沙流川河道掘削における
事前調査
　-(1)地域文化保全に関する調査
　-(2)河道掘削予定箇所現地調査

◇木村真奈美
　 山本　雄

生活文化現地調査
◇木村真奈美
　 山本　雄

作業分野　　　　　　　　作業分野名　　　　　　　▼業務Ａ=分野１～５、８　 ▼業務Ｂ＝分野７、８
４

文化景観の保全対策に関する
調査

◇長野　環
　 山本　雄

1 　精神文化保全対策に関する調査 ５
アイヌ文化の普及方策に関する調
査

アイヌ文化環境保全対策事業
2016(平成2８)年度

アイヌ文化保全対策室の作業体制・計画

< 沙流川流域地域文化調査業務 > １～８分野

１ 精神文化保全対策に関する調査
◇長野　環
 　山本　雄

２
     　-１

生物の生存環境現地調査

　植物の保全対策に関する調査

　魚類の保全対策に関する調査

　動物の保全対策に関する調査

◇貝澤耕一
　 山本　雄２

    　-2

２
    　-3

３
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＊○内の数字，記号はページ左の業務項目の番号に対応

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①【現地調査】 現地調査の準備（効果的方法検討など）

町内と北海道内各地における儀礼等の事例調査を含む

②【データベース構築】 公開のシステムとルールを検討

既往データの公開に向けた整理(電子化等)

公開／非公開の仕分けなどの整理作業

③【調査結果とりまとめ】 検討会などにおける報告 報告書作成

検討会または勉強会 ○ ○ ○ ○ ○

事業名 2016(平成28)年度 アイヌ文化環境保全対策事業

業務分野 １‐精神文化保全対策に関する調査 【想定する成果の重点】
★今日的環境のもとで、地域の特性や社会情勢をふまえつつ、関係者の意向にそった精神文化保全のあり
方をさぐり、方向性を見いだし、次世代に継承する基盤を築く。

目的／課題
※１

<注>※１、※２の欄
には、委託契約文書
の記載事項を引用

◆精神文化に係わる保全対象地における工事中モニタリングを実施するとともに調査結果を情
報発信するためデータベースの構築を行う。カムイノミの作法の紹介を伴った形で、伝統的漁
法や川洲畑の実証試験を行う。

業務項目と
内容・方法
※２

①【現地調査】
　精神文化に係わる保全対象地における工事中モニタリングを実施する。また、カムイノミの作
法の紹介を伴った形で、伝統的漁法や川洲畑の実証試験を行う。
②【データベース構築】
　調査結果について、情報発信するためのデータベースの構築を行う。
③【調査結果とりまとめ】
　調査結果をとりまとめ、課題の抽出を行い、次年度以降の調査計画（案）を作成する。

想定する成果
（状況/物品）

＊○内の数字，記号は上の欄に対応

①⇒　Ａ：対象の現況と抽出した課題を関連づけた説明文書／図版
　　　Ｂ：保全対策の提案、設計概念・方針・工程等を明示した文書／図版
②⇒　Ａ：データの取り扱い方（保管・公開・活用）を検討するシステムとルールについての案
　　　Ｂ：既往データの公開に向けた整理(電子化等)と上記システム・ルールに則した準備作業
③⇒　①・②の成果をまとめた報告書：次年度以降の調査計画(案)を含む

年間作業工程
(行程）概要

業務項目

◆調査計画検討

補佐 ◇長野　環 ／ 山本　雄　　　　　［吉原秀喜］　＊１は産休・育休に伴う担当代理

今年度
重点事項

★今日的環境のもとで、地域特性や社会情勢をふまえつつ、関係者の意向にそった精神文化
保全のあり方をさぐり、方向性を見いだし、次世代に継承する基盤を築く。

作業・工程上の
留意事項

◆各分野の今年度重点事項（下欄）と、右に示す「計画基本フロー」に常に留意しながら作業を
進めるようにする。
各担当チームごとに、年間基本計画に基づきより詳細な作業計画・工程案を作成し、進捗状況に応じて
随時見直しを行いながら業務課題を遂行する。
また、各分野担当チーム間の、あるいは各グループ相互の連携・協力に努める。
アイヌ文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動及び町立博物館・
歴史館等関係機関との連携・協力の拡充を図る。

◎主・○副担当 ◎菊地みづき＊１ ○木村真奈美＊１ ／ 黒川賢司　／　加藤拓夫

◆昨年度度までに
把握した意向と抽出した課題の再確認

●昨年度までの課題抽出・整理をふまえた検討
●既存データの内容確認と再検証
●データ公開に向けた作業の進め方の検討

次のＡ～Ｃの、３つの方向で保全対策を促進するため
の現地調査など

●Ａ＝記録による保全
◇聴き取り調査データ（音声記録）
◇写真・動画による映像記録
◇標本やレプリカなど「展示」を通じた記録・保全

●Ｂ＝記憶（心）や祈りの行為による保全
◇儀礼などによる記憶の具現や祈りの行為の

試行または実行
◇記憶、祈りの行為のための、仮想的な

プログラム、その順路（フットパス）の想定

●Ｃ＝祈りの場による保全
◇検討会内や協会支部との協議を踏まえた対象

＜保全対策に向けた意向調査＞とともに
＜データ公開に向けた意向調査＞も必要である。
二つは、同様の作業方法で取り組むことを想定

●方法
◇ヒアリング
◇アンケート
◇ワークショップ
◇その他

●対象
◇グループ

・ヒアリング／アンケート／ワークショップ
◇個人

・アンケート／ヒアリング／ワークショップ
◇Ｈ２７年度の対象

・主に平取アイヌ協会役員
協会会員
平取アイヌ文化保存会役員、会員
その家族など

・地域文化保全対策検討会の委員

食文化や芸能、工芸の今日的継承の課題などとも

●分析、考察

保全対策に向けた意向調査 ＊②

調査結果のとりまとめ

＊④

■１-精神文化保全対策に関する調査の計画基本フロー

調査計画検討

保全対策に向けた現地調査 ＊①

公開データ整理 ＊③-Ａ

公開データ整理 ＊③-Ｂ
データ整理・公開準備

＜調査・保全に向けた作業＞

＜保管･公開・活用に向けた作業＞
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０１◆豊糠試験畑播種前のカムイノミの実施 ０２◆湧水調査（カムイワッカ、ペロ） ０３◆儀礼に関する調査：ウトﾑヌカﾗ（結婚式） ０４◆事例調査：上貫気別シンヌラッパ

０５◆意向調査 ０６◆特別採捕での儀礼（額平川） ０７◆儀礼に関する調査：チノミシﾘへのカムイノミ ０８◆紫雲古津試験畑収穫後のカムイノミの実施

０９◆眺望・祈りの場-2現地協議 １０◆保全対象地の整備（マタギ小屋跡地） １１◆保全対象地の調査・記録 １２◆精神文化に関わる聴き取り調査

１－精神文化保全対策に関する調査　～この分野の作業概況～

Ａ◆＝精神文化に係わる保全対象地における工事中モニタリングを実施するとともに調査結果を情報発信するため
データベースの構築を行う。カムイノミの作法の紹介を伴った形で、伝統的漁法や川洲畑の実証試験を行う。
Ｂ◆＝①【現地調査】 精神文化に係わる保全対象地における工事中モニタリングを実施する。また、カムイノミの作
法の紹介を伴った形で、伝統的漁法や川洲畑の実証試験を行う。
②【データベース構築】 調査結果について、情報発信するためのデータベースの構築を行う。
③【調査結果とりまとめ】 調査結果をとりまとめ、課題の抽出を行い、次年度以降の調査計画（案）を作成する。
Ｃ◆＝★今日的環境のもとで、地域特性や社会情勢をふまえつつ、関係者の意向にそった精神文化保全のあり方を
さぐり、方向性を見いだし、次世代に継承する基盤を築く。

H28年度
A◆＝目的・課題
B◆＝業務項目と

内容・方法
C◆＝今年度
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１ 

精神文化保全対策に関する調査 

   
      
      
      
      
      

                       
 ■目次 【ⅰ】     ②カムイワッカ（神の水）と呼ばれる湧き水の保全対策案について 【28】  
       <ａ>これまで検討された保全対策案 【28】  
 ■概括       <ｂ>カムイワッカ（神の水）と呼ばれる湧き水、ペロ（コナラ）の枯れ木   
 ◎目的／課題、調査方法、年間作業工程、経過、成果、課題 【ⅱ】  近付の湧き水の水量調査について 【30】  
 ◎作業状況―写真による業務説明 【ⅲ】    ③すずらん群生地奥のマタギ小屋跡地の保全対策案について 【33】  
     Ｂ.データベースの構築 【34】  
 ■調査の成果   ア）保全対象地ごとのデータベースの構築 【34】  
  Ａ．保全対策に向けた現地調査 【１】    ①データベースの内容と見方 【34】  
 ア）精神文化に係る平取ダム建設予定地及び周辺の保全対象地 【１】     ②今年度行った作業と今後の作業内容 【35】  
    ①精神文化保全対策の基本的な考え方 【２】   Ｃ.保全対策に向けた聴き取り調査 【36】  
 イ）記録による保全 【３】   ア）精神文化に関わる聴き取り調査 【36】  
 ①精神文化に関わる保全対象地に関する情報一覧 【３】    イ）調査協力者・関係者を対象に行った意向の把握 【37】  
 ②保全対象地における工事中のモニタリング 【５】    ウ）豊糠試験畑・紫雲古津試験畑での儀礼体験に関する感想 【39】  
 ③今年度（Ｈ28年度）行った儀礼に関する調査 【９】  Ｄ．今後の課題 【40】  
 <ａ>平取アイヌ協会青年部主催のウトﾑヌカﾗ（結婚する）に関する    ア）精神文化保全対策に関する調査における課題の整理表 【40】  
    調査 【10】     
     <ｂ>平取アイヌ協会主催の上貫気別シンヌラッパ（先祖供養）に      
     関する調査 【13】  ■関連資料（電子データ版のみに所収）   
 ウ）先祖を思う記憶（心）と祈りの行為による保全 【15】  ○精神文化保全対象地別整理表 【関連資料－①】  
 ①豊糠試験畑播種前、収穫後のカムイノミ（神への祈り） 【15】  ○kamuynomi（カムイノミ所作パンフレット） 【関連資料－②】  
 ②紫雲古津試験畑播種前、収穫後のカムイノミ（神への祈り） 【17】  ○カムイノミ祝詞集Ｈ28 年度版 【関連資料－③】  
 ③魚類の保全対策に関する調査における儀礼 【20】  ○平取アイヌ協会主催：上貫気別におけるシンヌラッパ配布資料 【関連資料－④】  
  ④宿主別チノミシﾘ（我ら祭る所）へのカムイノミ（神への祈り） 【21】  ○平取アイヌ協会青年部主催：ウトﾑヌカﾗ関係資料 【関連資料－⑤】  
   エ）場による保全 【25】  ○平取地域イオル再生事業：アシﾘチェﾌﾟノミ配布資料 【関連資料－⑥】  
 ①眺望・祈りの場-４と眺望・祈りの場-２の保全対策案について 【26】  ○北海道アイヌ協会：北海道大学アイヌ納骨堂におけるイチャルパ 【関連資料－⑦】  
 <ａ>これまで検討された保全対策案 【26】   ○チﾌﾟサンケ実行委員会主催：チﾌﾟサンケ配布資料 【関連資料－⑧】  
  <ｂ>今年度検討された保全対策案 【27】     
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②保全対象地における工事中のモニタリング 

今年度も記録による保全として、精神文化に関わる保全対象地 15 か所の現状を確認するための現地調査を行いました。表中には調査時撮影した写真とともに目視での状況、特記事項等を保全対象地ご

とに整理しました。今年度及びこれまでの保全対象地の記録の詳細については、精神文化保全対象地別整理表にてデータベースとして構築していますので【関連資料－①】を参照してください。 

 

◎保全対象地の現地調査の概要 

地図番号 調査箇所 ５月 30 日 ７月 27 日 

★１ 

チノミシﾘ-１ 

（我ら祭る所） 

 

パセオンカミ 

（位の高い神への祈り） 

保全対象地の現状

 

調査状況

 

保全対象地の現状 

 

調査状況① 

 

調査状況② 

 

調査状況③ 

 

３月上旬～６月下旬まで猛禽類の繁殖期に伴い立ち入り禁止  

のため、宿主別橋から撮影。調査時には工事は行われていな  

かった。 

２-１植物の保全対策に関する調査の現地調査時に記録撮影。記録撮影時には、事前連絡が必要。当日は沙流川ダム建設事業所職 

員同行。チノミシﾘ（右岸）掘削の工程４段目の掘削が行われていた（調査状況①）。工事現場には掘削時の石が山裾に堆積してお 

り（調査状況②）大きめの石が保管されていた（調査状況③）。 

10 月７日 11 月 30 日 

保全対象地の現状 

 

調査状況 

 

保全対象地の現状 

 

調査状況① 

 

調査状況② 

 

調査状況③ 

 

宿主別チノミシﾘへのカムイノミ前日の現地確認時に記録。チノ

ミシﾘの掘削が終了し、法面吹付けが３段目まで完了していた。 

当日は沙流川ダム建設事業所職員同行。チノミシﾘ（右岸）の法面の吹付けが終了していた（調査状況①）。今後は、堤体の高さに 

合わせてチノミシﾘを多少掘削する可能性もあるようだ（調査状況②）。５段目の下の岩盤が崩れそうな状態や調査の際に空けられ 

た穴が数か所目立っていた（調査状況③）。 

記録写真で見るチノミシﾘ-１の改変の様子 

         
2007 年 12 月撮影               2014 年 12 月撮影               2015 年 11 月撮影              2015 年 12 月撮影                2016 年１月撮影        

         
2016 年２月撮影               2016 年７月撮影                2016 年 10 月撮影              2016 年 11 月撮影                2016 年 12 月撮影 
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③今年度（Ｈ28 年度）行った儀礼に関する調査 

保全対策の一環として、聴き取り調査（音声記録）、スチルカメラ、ビデオ撮影による記録作業を実施し、現在行われているアイヌの儀式・儀礼が、どのような形で伝承されてきているのかを検証する 

ために今年度行った調査について一覧として整理しました。次年度以降も引き続き調査等を行い、各地域での儀式のあり方を探りながら平取町で行う儀式の参考に出来るよう調査を深めていきたいと思い

ます。記録のみで参加した儀礼については、当日配布された資料を今後の参考となるよう関連資料に所収しています。 

 

●儀礼に関する調査一覧 

《対策室が主体となって取り組んだ儀礼》 

調査名 日付 祈詞 所作 祭具 供物 舞踊 行為 記憶 場所 報告書 特 色 開催地 写真 ビデオ 

豊糠試験畑での播種前の儀礼 ５月 20 日 ● ● ● ● ― ● ● ● ● 
川洲畑試験地で地域の協力者の指導のもと播種前

に安全と豊作を祈願して行った儀礼 
豊糠試験畑付近の沢沿い ● ● 

紫雲古津試験畑での播種前の儀礼 ５月 20 日 ● ● ● ● ― ● ● ● ● 
川洲畑試験畑試験地で地域の協力者の指導のもと

播種前に安全と豊作を祈願して行った儀礼 
紫雲古津試験畑敷地内 ● ● 

豊糠試験畑での収穫後の儀礼 10 月 14 日 ● ● ● ● ― ● ● ● ● 
川洲畑試験地で地域の協力者の指導のもと収穫後

に収穫の感謝の気持ちを込めた儀礼 
豊糠試験畑付近の沢沿い ● ● 

紫雲古津試験畑での収穫後の儀礼 10 月 14 日 ● ● ● ● ― ● ● ● ● 
川洲畑試験地で地域の協力者の指導のもと収穫後

に行った儀礼 
紫雲古津試験畑敷地内 ● ● 

シペ（シロザケ）の特別採捕での儀礼（額平川） ９月 30 日 ● ● ● ● ― ● ● ● ● 
今年度初めてのシペ（シロザケ）の特別採捕の際、

対策室で取り組んだ儀礼 
沙流川支流貫気別川 ● ● 

シペの特別採捕での儀礼（アベツ川） 10 月４日 ● ● ● ● ― ● ● ● ● シペの特別採捕の際、対策室で取り組んだ儀礼 沙流川支流アベツ川 ● ● 

 

《地元で行われた儀礼に関して調査として協力・記録等で参加した儀礼》 

調査名 日付 祈詞 所作 祭具 供物 舞踊 行為 記憶 場所 報告書 特 色 開催地 写真 ビデオ 

ウトﾑヌカﾗ（結婚する） ８月 20 日 ● ● ● ● ― ● ● ― ● 

チﾌﾟサンケ（舟下ろし祭り）の前日に平取アイヌ協

会青年部主催で行われているアイヌの伝統的な結

婚式で青年部の方々と協働しながら儀式の準備か

ら当日まで参加し、記録 

平取町立二風谷アイヌ文化

博物館ポロチセ 
● ● 

上貫気別におけるシンヌラッパ（先祖供養） ８月 28 日 ● ● ● ● ― ● ● ― ● 
平取アイヌ協会が主体となって今年度初めて行わ

れた儀式を記録 
平取町字旭の山林 ● ● 

宿主別チノミシﾘへのカムイノミ（神への祈り） 10 月 10 日 ● ● ● ● ― ● ● ● ● 
先祖が行っていたカムイノミを子孫が伝承してい

く為の儀礼を準備から当日まで参加し、記録 

額平川と宿主別川の合流

点付近 
● ● 

 

《地元や他地域で行われた儀礼に記録のみで参加した儀礼》 ※関連資料に参加した際の配布資料等を所収 

調査名 日付 祈詞 所作 祭具 供物 舞踊 行為 記憶 場所 報告書 特 色 開催地 写真 ビデオ 

第 33 回 

北海道大学アイヌ納骨堂におけるイチャルパ 
８月５日 ― ● ● ● ● ● ― ● ― 

北海道アイヌ協会関係者及び、大学関係者が参加

し、毎年行っている儀式を記録 
北大校内 ● ● 

第 47 回チﾌﾟサンケ（舟おろしの儀式）：本祭 ８月 21 日 ― ● ● ● ● ● ― ● ― 
チﾌﾟサンケ実行委員会で行われている本祭での儀

礼について記録 
二風谷イオルポロチセ ● ● 

平取地域イオル再生事業 

「アシﾘチェﾌﾟノミ体験交流事業」 
10 月 15 日 ― ● ● ● ― ● ― ● ― 

平取地域イオル再生事業の毎年行っている儀式の

記録 
二風谷オサツ川 ● ● 

 
                                                                      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
北海道大学アイヌ納骨堂におけるイチャルパのようす  イオル再生事業「アシﾘチェﾌﾟノミ体験交流事業」のようす  チﾌﾟサンケ（舟おろしの儀式）：本祭のようす 

祈詞 祈りの言葉を記録する。 

所作 儀礼に関わる所作を記録する。 

祭具 儀礼に必要な祭具を記録する。 

供物 儀礼の際の供物を記録する（振る舞い等も含む）。 

舞踊 マラﾌﾟト（祝宴）での舞踊を記録する。 

行為 儀礼全体の流れを記録する。 

記憶 
かつて行われていた先祖の儀礼行為などを聴き取り 

や文献調査から情報収集する。 

場所 儀礼行為が行われた場所を今後の保全対策に繋げていく。 

報告書 報告書に内容についての記載事項がある儀礼。 

《表中の●に関する凡例》 
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③すずらん群生地奥のマタギ小屋の保全対策について 

   今年度（Ｈ28年度）は、すずらん群生地奥のマタギ小屋跡地の目印となるスス（ヤナギ）が朽ちて倒れていたため、育苗畑２で育苗している苗木５本を跡地に移植しました。保全対象地となるすずらん

群生地奥のマタギ小屋の位置については、Ｐ１を参照してください。 

５月 23 日：現地状況 10 月 24 日：現地状況 11 月 10 日：移植後の状況 移植した苗木について 

   

かつてマタギ小屋があったといわれることから実の生る木本を対

象に５本を選定し、倒れたススを囲むように移植しました。 
〇モマニ（スモモ）＝２本  〇トゥンニ（カシワ）＝１本 

〇シケﾚペニ（キハダ）＝１本 〇ヤﾑニ（クリの木）＝１本 

※移植スペースがあるため、次年度、シケﾚペニを１本移植予定 

移植のようす 

   
 

すずらん群生地奥のマタギ小屋跡地の保全対策については、イヨマンテ（熊送り）が行われていた可能性があるので、その記憶を伝える場としてのあり方を検討となっています。 

                                      すずらん群生地奥のマタギ小屋跡地に関する情報 【平取町 2006 年アイヌ文化環境保全対策調査『総括報告書』第Ⅱ部「調査報告編」】 

・荷負本村の男性Ｅｂさんは、宿主別にもマタギ小屋を持ち、イウォﾛ（生活資源確保の場）にしていた。マタギ小屋は三角小屋で現在のすずらん群生地の奥にあった。【Ｐ179】 

・1954、55（昭和29、30）年頃、この男性のものかは定かではないが、この付近にマタギ小屋があり、イナウチパ（家の外側にある祭壇）があり、キムンカムイ（ヒグマ）の頭等が祀られていたのを目撃したという話もある 

ことから、ここでもイヨマンテが行われていた可能性もある【Ｐ179、194】 

 

                                

                                

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

マタギ小屋周辺の現地状況写真①（2016.１月） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

対策室から提案のマタギ小屋跡地周辺整備イメージ図（案） 

マタギ小屋跡地 

整備イメージ箇所 

町道芽生すずらん線 

マタギ小屋跡地周辺の現地状況 
整備イメージ箇所の駐車スペースの様子 

山側からの景観 

（宿主別川と貫気別山の手前の山が眺望できる） 

整備イメージ箇所の山側の様子 

山側からの景観 

（ピラホラｸ（保全対象地★８）が眺望できる） 

◎視点場の整備 

保全対象地（ピラホラｸ）

や祈りの対象（貫気別山の

手前の山）が見えやすいよ

うに何本か木を伐採し眺望

を確保し、丸太のような座

れる椅子を設置 

◎説明看板 

保全対象地（ピラホラｸ）や祈りの対象（貫気別山の手前の山） 

※聴き取り情報等も記載（造材で入っていた当時の様子等） 

◎説明看板 

マタギ小屋の情報や移植し

た苗木の経緯等を紹介 
◎階段の設置 

土を削って登りやすい 

ように木の階段を設置 

◎説明看板 

マタギ小屋の情報や移植し

た苗木の経緯等を紹介 

※説明内容についての課題 

・当時のことを知っていそうな人に再度聴き取りを行

い情報を整理する（三角小屋の情報、位置の確認） 
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  ②今年度行ったデータベースの構築と今後の作業 

   今年度（Ｈ28年度）データベースに更新した内容や今後の作業について整理しました。 

◎見開き左ページ 

                                                 ●保全対象地写真：右側の写真を今年度の状況写真に変更（毎年更新） 

                                                          ※これまで記録撮影してきた写真を保全対象地ごと年度別に整理しました。 

（今後はデータベースにボタンを付けてリンクさせることを検討） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 ●保全対策に関わる関連事項：保全対策現地ワーキング等現地調査を実施した箇所について 

                                                               内容を追加しました。 

                                                 ●平取ダム地域文化調査業務対応：保全対象地に関して調査した内容について追加しました。 

 

●Ｇ.調査業務関連資料：報告書で記載されている各保全対象地に関する調査等ページ番号で 

見開き右ページ                                                                                    記載していたが今後は報告書のＰＤＦデータを抜粋してフォルダで 

整理する。（今後はデータベースにボタンをつけてリンクさせること 

を検討） 

                                                 整理例）チノミシﾘ-１の場合 

                                                     年度ごとのフォルダを作成   Ｈ27（2015）報告書Ｐ13 のチノミシﾘ掘削にあたって思いを語 

り合い祈りを捧げる集いに関してまとめた資料が入っている等 

 

 

 

 

 

 

 
 

●祈りの場による保全の具体イメージ図（案）-１、２： 

これまで具現化された保全対策や今年度検討された保全対策案について情報を追加しました。 

（年度末までの最新の情報） 

                                                

 

 

 

データベースの構築については、これまで同様、年度ごとに追加情報を整理してデータを構築しています。 
今年度、更新した内容はデータベース上では赤文字で入力しています。ここでは更新した項目は桃色枠に 
示しました。 
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Ｃ．保全対策に向けた聴き取り調査 

 今年度（Ｈ28 年度）も調査協力者、関係者、地域の方々を対象に今後の保全対策の取り組みの参考となるよう聴き取りや意向調査（意見・感想の収集）を実施し、音声記録より内容を整理しました。 

  ア）精神文化に関わる聴き取り調査 

  今年度（Ｈ28 年度）は、精神文化に関わる聴き取り調査として、２月 15 日に貝澤貢男さんにお話しを伺いました。当日の聴き取り調査のようすと記録したデータをもとに内容を整理しました。 

                                       貝澤貢男さんへの主な聴き取り内容              〈ＩＣ20170215-001 貝澤貢男さん聞き取り調査〉 

                    

    ●チェホﾛカケﾌﾟ（（さかさ削り）の御幣）について 

     ・イナウは、作り置きとかは、あまりしない。神聖なものなので基本、使う時に作る。普通はヤナギで作る。 

                        ・大きな熊祭などがある時にイナウを削るには、一週間乾かさなくれはならないので乾かすのを計算してちゃんと採る。 
                        ・チェホﾛカケﾌﾟは、どうしても急いでパラセ（補：キケパﾗセイナウ（削りかけを散らしてあるイナウ））とか、チノエ（補：キケチノェイナウ（削りかけを撚っ

たイナウ））とか出来ない時は、神様にお願いをして、これだけでちょっとカムイノミ（神への祈り）して、熊獲れたとかそういう時に後でちゃんとしたの作る

ので、今日はこれで勘弁してくださいと言って、チェホﾛカケﾌﾟ１本でお願いすることもある。 
                      ・チェホﾛカケﾌﾟの用途が一番幅広い。チェホﾛカケﾌﾟを作るのが割と簡単なようで一番難しい。これが出来るようになれば他のイナウも作れるようになる。 

                        ・イクパスイ（捧酒箸）のように刻印のような物は、ここら辺では入れない。他所では入れるところもあるらしいが昔も入れているのは見たことは無い。 
      ・作り置きはしないが、急いで作る時は伐ってすぐに焚火の火に炙りながら温めて一週間陰干しをしなくても作ることは出来る。 

      ・滅多に急いで作ることはないが、山とかで急に熊が獲れたとか、そういう時はカムイノミをしない訳にいかないので、急いで作って、カムイノミをする。 
       

    ●シロマイナウ（より房つきのイナウ）について 

                       ・熊祭の時に使うシロマイナウだけは、ミズキを使ったりする。無い時はヤナギで真似はするが熊祭の時に使うシロマイナウは、ミズキで作ったりする。 
 

    ●畑でのカムイノミ（神への祈りについて 

                      ・家の親父が初めて田んぼを作った時に田んぼの縁の方にシネヌサ（シネ=ひとつの、１、ヌサ=祭壇）を４本立てて、カムイノミをしていた。 
      ・ポンストゥイナウ（小さいヤナギで作ったイナウ）を４本一組にしているのをシネヌサという。 

・カムイノミは、水田を作って代掻きをして、植える直前にやっていたのを見た。 
      ・カムイノミは、沼の跡で沼があって川があって流れている水の近くでやっていた。 
       普通であれば東へ向いてする。川の場合は川に向かってする。 
      ・イナウは、家で作って用意して持って行っていた。 

・畑で収穫した時もカムイノミはしていたと思うが、見てはいない。 
おそらく感謝の気持ちでやっていたと思う。終わった後も確かやると思うが、 
その場でしない。アイヌは家でやっても届く。 

                        ・イナウは畑をやっている間置いておいた。終わったら川に流すとかはしない。 
                         朽ち果てるまで置いておく。 
                        ・今、カムイノミしたら持ち帰る人もいるが本当は駄目。 

 

●猟に関するカムイノミについて 

                       ・猟に行く前だとかは、絶対カムイノミはしない。火の神様は、いろいろな神様に 
通じてくれるが口が早くて、これから猟に行くからカムイノミしてから出かける 
と川に行っても一本の魚も獲れない。経験したことがある。 

      ・カムイノミは、獲物が獲れたらする。 

                        ・カムイチェﾌﾟ（サケ、あきあじ）って小さくて本当にギンギラした小さいが魚いる。 
それが獲れたら喜んで帰って来てすぐ火の前に置いてカムイノミをした。今、全部 
カムイチェﾌﾟって言うがあれは嘘。名前は分からない。９月になったら獲れた。 

【金田一京介・杉山寿栄男 1993 年『アイヌ芸術』Ｐ288-289（有）北海道企画出版センター】 

貝澤貢男さんより対策室に提供いただいた祭壇のミニチュア 

貝澤貢男さんが基本にした資料 
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＊○内の数字，記号はページ左の業務項目の番号に対応

 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

　工事に伴う事前協議・現地調査と保全措置

　選定／移植／草刈などの手入れ／種採取／根切りなど次年度準備

 経過観察／配置の再検討→　秋期以降の移植

 配置の再検討→　次年度以降の移植→ 計画の更新

　移植計画検討

③【調査結果とりまとめ】

検討会または勉強会  検討会などにおける報告
報告書作成

○ ○ ○ ○ ○

【想定する成果の重点】
★整備計画を発展的に更新しながらＳ-０５区域の整備を重点的に進め、「民族植物園」の内実を準備しつつ
生物保全ネットワークを漸次拡充し、工事後の全面的な展開を期す。

目的／課題
※１

<注>※１、※２の欄
には、委託契約文書
の記載事項を引用

◆工事箇所における有用植物の移植等を実施しモニタリングを行う。活着等の成育状況に応じ
て既存の植生保全整備計画の見直しを行う。

①【移植試験実施】

事業名 2016(平成28)年度 アイヌ文化環境保全対策事業

業務分野
２‐生活文化現地調査
　　１植物の保全対策に関する調査

◎黒川賢司 ○加藤拓夫 ／ 藤川涼子 ／ 久保拓史

業務項目と
内容・方法
※２

①【移植試験実施】
　工事箇所における有用植物の移植等を実施しモニタリングを行う。また、活着等の成育状況を確
認するとともに、必要に応じて配置の再検討を行い、整備計画案の見直しを行う。
②【移植試験基盤整備】
　植生保全区域35区域について、整備計画案に基づき基盤整備を実施する。
③【調査結果とりまとめ】
　調査結果をとりまとめる。

想定する成果
（状況/物品）

＊○内の数字，記号は上の欄に対応
①⇒　Ｈ22年度に作成、Ｈ23年度に着手、その後の状況をふまえて更新した計画をもとに、中心
となるＳ－０５をはじめ植物保全３５区域で移植等の整備作業
②⇒　Ａ：業務分野５との連携でモニタリングを実施し生育状況を管理、整備計画を更新
　　　Ｂ：各区域の保全計画と３５区域のネットワークのあり方についての企画提案書
　　　(フットパス整備や｢民族植物園」としての活用方策を含む)
③⇒　①・②の成果をまとめた報告書：整備計画の発展的更新を含む

年間作業工程
(行程）概要

業務項目

◆調査計画検討

補佐 ◇貝澤耕一 ／ 山本　雄　　　　　［吉原秀喜］

今年度
重点事項

★整備計画を発展的に更新しながら「民族植物園」の内実を準備、S-05区域をはじめとする
生物保全ネットワークを漸次拡充し、工事後の全面的な展開を期す。

②【移植試験基盤整備】

配置再検討・計画更新

作業・工程上の
留意事項

◆各分野の今年度重点事項（下欄）と、右に示す「計画基本フロー」に常に留意しながら作業を
進めるようにする。
各担当チームごとに、年間基本計画に基づきより詳細な作業計画・工程案を作成し、進捗状況に応じて
随時見直しを行いながら業務課題を遂行する。
また、各分野担当チーム間の、あるいは各グループ相互の連携・協力に努める。
アイヌ文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動及び町立博物館・
歴史館等関係機関との連携・協力の拡充を図る。

◎主・○副担当
◆移植計画の精査

整備計画の発展的更新

調査結果のとりまとめ

＊⑤

◇モデル区域Ｓ－０５の次年度以降の植栽計画に
ついて、精査を行い、発展的更新を図る。
◇業務の状況については、検討会などで報告

◇報告書作成

調査計画検討

◇前年度までの業務成果や検討会で確認された事
項、方向性をふまえ、業務計画を練る。
◇「植生保全整備計画」（H22年度作成）にしたがい、
H27年度に引き続きS-05区域を中心に整備を進め
ながら、整備計画自体の発展的更新を図る。

■２-１ 植物の保全対策に関する調査の計画基本フロー

移植状況検討 ＊②
◇移植試験後、活着等の生育状況を確認、必要に
応じて配置の再検討等を行う。

移植試験実施 ＊①
＜展示・増殖目的＞

◇モデル区域Ｓ－０５を中心に、保全整備計画案に
もとづき移植試験を実施する。

移植状況検討 ＊②

移植試験実施 ＊①
＜展示・増殖目的＞

◇モデル区域Ｓ－０５を中心に、保全整備計画案
にもとづき移植試験を実施する。

◇移植後、活着等の生育状況を確認、必要に応じ
て配置の再検討等を行う。

移植計画検討 ＊③ 魚類・動物の保全対策分野との連携

◆移植作業Ⅰ期 ＜春～初夏＞

◆移植作業Ⅱ期 ＜秋～初冬＞

選定／移植／草刈などの手入れ／種採取／根切りなど次年度準

選定／移植／草刈などの手入れ／種採取／根切りなど次年度準

◆３５区域のネットワーク形成 ◆工事に伴う事前協議・現地調査と保全措置

◆３５区域ネットワーク形成の計画 ◆工事に伴う事前協議と保全措置
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０１◆S-05に山菜移植 ０２◆草刈作業 ０３◆ツアー受け入れ ０４◆モニタリング

０５◆ネームプレート整備 ０６◆ペカンペ栽培試験 ０７◆工事箇所における木本の選定作業 ０８◆有用木の選定

０９◆材料整理・保管 １０◆保全区への移植 １１◆祈りの場フットパス現地協議 １２◆移植準備打ち合わせ

２-1 生物の生存環境現地調査：植物の保全対策に関する調査 ～この分野の作業概況～

Ａ◆＝工事箇所における有用植物の移植等を実施しモニタリングを行う。活着等の成育状況に応じて既存の植生保全
整備計画の見直しを行う。

Ｂ◆＝①【移植試験実施】 工事箇所における有用植物の移植等を実施しモニタリングを行う。また、活着等の成育状況
を確認するとともに、必要に応じて配置の再検討を行い、整備計画案の見直しを行う。
②【移植試験基盤整備】 植生保全区域35区域について、整備計画案に基づき基盤整備を実施する。
③【調査結果とりまとめ】 調査結果をとりまとめる。

Ｃ◆＝★整備計画を発展的に更新しながら「民族植物園」の内実を準備、S-05区域をはじめとする生物保全ネットワー
クを漸次拡充し、工事後の全面的な展開を期す。

H28年度
A◆＝目的・課題
B◆＝業務項目と

内容・方法
C◆＝今年度
重点事項
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２-生物の生存環境現地調査 

１ 植物の保全対策に関する調査 
 

   

      

      

      

      

      

                       

 ■目次 【ⅰ】    イ）展示に向けた試験地整備   

    ①ツアーの受け入れ（ＮＨＫ文化センター新さっぽろ教室） 【18】  

 ■概括      

 ◎目的／課題、調査方法、年間作業工程、経過、成果、課題 【ⅱ】  Ｃ.移植計画検討 【21】  

 ◎作業状況―写真による業務説明 【ⅲ】  ア）保全整備計画再検討 【21】  

    ①植生保全区域 35保全モデル区域図 【21】  

 ■調査の成果   ②貯水池流域保全参考資料 【22】  

  Ａ．移植試験実施 【１】  ③生物（植物）保全区域 35の分類ワークシート 【23】  

 ア）移植試験までの作業の流れ 【１】  ④Ｓ（宿主別川流域）保全区域の整備計画 【24】  

 イ）現地調査による有用植物の選定 【２】  ⑤Ｎ（額平川流域）保全区域の整備計画 【25】  

 ①Ｈ28年度に行った現地調査 【２】  イ）Ｈ29年度以降の作業計画 【26】  

  ②Ｎ-01､13保全区での調査 【３】  ①年間作業工程表 【26】  

 ③Ｎ-05、11、17保全区での調査 【４】  ②作業内容詳細一覧 【27】  

 ④S-06、12、15保全区での調査 【５】  ③H29年度作業予定概要 【28】  

 ⑤Ｈ28年度移植配置図 【６】  （a）「眺望・祈りの場」周辺の保全モデル区域 【28】  

 ⑥移植作業概要 【７】  （b）額平川上流の保全モデル区域  【29】  

 ⑦木材の利用と保管 【８】  （c）N-03保全区（水生植物の栽培試験）と S-11保全区（苗木の移植） 【30】  

 ウ）S-05保全区以外の保全区への移植試験 【９】     

    ①S-11保全区（マタギ小屋跡）への移植 【10】     

 ②N-03保全区、S-04保全区の整備 【10】     

    ■別添資料：生物保全区域モデルイメージ a～ｊ   

 Ｂ.移植状況検討   【11】     

 ア）モニタリング調査 【11】  ■関連資料   

 ①各ゾーンに移植した木本のモニタリング 【11】  ○貯水池内伝統工芸素材等植物分布図 【関連資料-①】  

 ②ガードフェンスに移植した木本のモニタリング 【12､13】  ○35保全区域植生状況データベース 【関連資料-②】  

 ③スポット植物園、草本エリアのモニタリング 【14】     

 ④Ｓ-05栽培試験地の移植当時から現在までの移り変わり 【15】     

 ⑤鹿柵設置とガードフェンスの撤去 【16､17】     
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  ③Ｎ-10、11、18 保全区の調査 

   豊糠橋周辺の骨材採取種予定地で豊糠橋を挟んで下流側の N-11保全区、上流側の N-17保全区と 2カ所を調査しました。N-11保全区ではカリンパニ（サクラ類）1本とプクサ（ギョウジャニンニク）、

ペペロ（ユキザサ）、クナウ（フクジュソウ）が所々に群生しており、移植用に選定しました。N-17保全区ではシケﾚペニ（キハダ）1本を材料用に選定しました。N-11保全区から草本類の移植に関連し

て隣の N-10保全区も調査を行い、ここではプクサの群生地を確認しています。 

 
N-11付近 

    

 

調査前の工事の概要や調査範囲の説明を受け、確認後に調査に入りました。 カリンパニ 1本を選定。 

    

樹種と採取寸法を記載 プクサ、ペペロ、クナウ等の山菜類が多く自生していました。その中から主にプクサを移植用に選定しました。 

 

 
N-18保全区 

    

 

こちらも調査範囲の確認後に調査を行いました。 

    

移植対象の木本類、草本類は特になく、シケﾚペニ 1本を民具製作の材料として選定しました。 樹種、採取寸法をピンクテープに記入しています。 

 

 
Ｎ-10保全区 

      

N-11保全区の工事に関わる現地調査時に、隣接する N-10保全区も山菜等の最盛期ということもあり植生調査も行いました。プクサの群落を確認しています。 

※移植先は７ページを参照して下さい。 
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⑥移植作業概要 

草本の移植ではブロック移植に近い方法でなるべく現地からその群落毎に掘り出し、そのまま S-05 の移植箇所に植え付けを行いました。プクサ（ギョウジャニンニク）は林内のプクサゾーンをさらに

広げるように植え付けをしました。ペペロ（ユキザサ）はスポット植物園２の中にあるペペロのエリアが雑草に押され減少してきていた所へ追加で植え付けました。また、S-05のフットパスの林内入り口

周辺には景観を意識してクナウ（フクジュソウ）を植え付けました。木本では亜別での「21世紀アイヌ文化伝承の森プロジェクト」での植樹の際に、森林管理局の許可を得て亜別の林道沿いからカンチカ

マニ（サンショウ）の苗木を掘り出し、S-05へ移植を行いました。カンチカマニはツアーで来場された方達には好評でした。そして、二風谷育苗畑からアッニ（オヒョウ）、トペニ（イタヤ類）、等の苗木

の移植も行っています。次年度以降には二風谷育苗畑２からの大がかりな移植作業も予定しています。今後の植物園としての拡充に向けて計画的に作業を進めて行きたいと思います。 

  

◆H28年度に移植した草本・木本類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
育苗畑１で育てた苗木 S-05へ運搬。 

   
      S-05の圃場エリアへ植え付け。

 

  
林内入り口のフットパス沿いにクナウを植え付け。 

  
S-05入り口のスポット植物園２にペペロを植え付け。 

移植後無事に活着し、実をつけていました。 

S-05の圃場エリアに移植したアッニ 

プクサの群落           プクサ           ペペロ           クナウ         カンチカマニ         アッニの苗木        トペニの苗木 

  
N-11保全区の工事箇所からプクサ掘り出し。 

  
S-05林内の草本エリアへ植え付け。 

亜別での「21世紀アイヌ文化伝承の森プロジェクト」植樹の様子。 

植樹後にアベツの林道沿いからカンチカマニを掘り出し、S-05に移植しました。 

工事箇所から S-05 へ草本の移植を行いました。 
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ウ）S-05保全区以外の保全区への移植試験 

①S-11保全区（マタギ小屋跡）への移植 

    S-11 保全区では１．精神文化保全対策に関する調査のチーム合わせてマタギ小屋跡地の整備を行いました。目印にしていたスス（ヤナギ類）が倒れていたので、その周囲に新たに木本の移植を行い 

ました。生活に関わる木本として食用として有用な実のなる樹種を選び植え付けました。モマニ（スモモ）2 本、シケﾚペニ（キハダ）、トゥンニ（カシワ）、ヤﾑニ（クリ）を各 1 本ずつ、倒れたススを

囲うように移植しました。また、マタギ小屋跡から旧道を挟んだ草地跡地への苗木の移植に向けた整備を行いました。移植する箇所に穴を掘る作業は協力をお願いして重機で掘ってもらいました。30個

ほどの穴を掘り、次年度春に二風谷育苗畑 2からアッニ（オヒョウ）、チキサニ（ハルニレ）等を移植する予定になっています。 

 

 

 
 

  

マタギ小屋跡地の倒れたスス。          倒れたススを囲うように苗木を移植し、獣害対策としてネットを巻き付けました。 

 
   

移植後監視カメラを設置したところ、周辺を歩き回る多数のユク（鹿）が写っていました。やはり獣害対策は必要な事が確認できました。 

 

  

  S-11保全区では、チキサキの群落が自生しており、それを活かした樹種としてチキサニ、アッニ、ネｼコ（クルミ）、プンカウ（ハシドイ）、チクペニ（イヌエンジュ）等を移植していく予定です。 

 
S-11保全区移植予定箇所 

 

 
 

 

 

すずらん線横の草地跡に移植を計画しました。 植え付ける位置に杭を打ち込みました。 

    

重機での穴掘りにむけ、打ち合わせを行いました。 30か所穴を掘り、次年度春に移植を予定しています。 
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Ｂ.移植状況検討 

ア）モニタリング調査 

①各ゾーンに移植した木本のモニタリング 

Ｈ26 年度までに移植した木本のモニタリングを行いました。表には対象種の写真と樹木名、樹高、前年度との比較を記載しています。前年度のモニタリング調査で枯れたことが確認された物は一覧か

ら除外しています。低くなった要因としては風や積雪、動物の食害等によって枝が折れたものと考えています。今年度秋には S-05全体を囲う鹿柵の完成後に各木本を保護しているネットはすべて撤去し

ました。鹿柵設置によって鹿の食害等の被害は軽減されていくのではないかと考えています。 

 

               

           
カリンパニ① 

470cm→430㎝▲ 

３㎝→４cm 

カリンパニ② 

480cm→480㎝ 

4.5㎝→６cm 

カリンパニ③ 

300cm→450㎝ 

3.6㎝→4.5cm 

カリンパニ④ 

410㎝→640 ㎝ 

４㎝→6.5cm 

カリンパニ⑤ 

380㎝→530 ㎝ 

５㎝→７cm 

カリンパニ⑥ 

190㎝→190 ㎝ 

1 ㎝→１cm 

カリンパニ⑦ 

340㎝→410 ㎝ 

3.8㎝→4.5 ㎝ 

カリンパニ⑧ 

330㎝→370 ㎝ 

３㎝→4.5㎝ 

カリンパニ⑨ 

180㎝→190 ㎝ 

１㎝→1.5㎝ 

カリンパニ⑩ 

320㎝→410 ㎝ 

2.6㎝→５cm 

カリンパニ⑪ 

120㎝→150 ㎝ 

－ 

 

 

  

 

 

 

 

   
アッニ① 

290㎝→410 ㎝ 

2.5㎝４㎝ 

アッニ② 

230㎝→270 ㎝ 

１㎝→２cm 

アッニ③ 

210㎝→280 ㎝ 

0.5㎝→２㎝ 

アッニ④ 

260㎝→140 ㎝▲ 

１㎝→0.5cm 

アッニ⑥ 

120㎝→160 ㎝ 

― →１cm 

アッニ⑦ 

160㎝→170 ㎝ 

― →1.5㎝ 

アッニ⑧ 

140㎝→170 ㎝ 

１㎝→1.5㎝ 

アッニ⑩ 

220㎝→160 ㎝▲ 

0.8㎝→0.5 ㎝ 

トペニ 

60 ㎝→120㎝ 

― 

カスﾌﾟニ① 

― →280㎝ 

2.5㎝ 

カスﾌﾟニ② 

― →210㎝ 

1 ㎝ 

 
  

 
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

H28年度移植 

5月 11日 

移植元：亜別 

↓ 

アユｼニ① 

120㎝→130 ㎝ 

― 

アユｼニ② 

150㎝→210cm 

― →1.5㎝ 

アユｼニ③ 

150㎝→280 ㎝ 

2 ㎝→3.5㎝ 

ホﾛカアユｼニ 

190㎝→250 ㎝ 

１㎝→1.5㎝ 

アユｼニ⑤ 

160㎝→180 ㎝ 

― 

オﾌﾟケニ① 

230㎝→260 ㎝ 

1.5㎝→1.5 ㎝ 

オﾌﾟケニ② 

210㎝→ 

― 2.5㎝ 

チクペニ 

380㎝→ 

4.5㎝ 

ウトゥカンニ② 

220㎝→300 ㎝ 

1.5㎝ 

ウトゥカンニ③ 

115㎝→115 ㎝ 

― 

           

イワニ③ 

470㎝→360 ㎝ 

2 ㎝ 

イワニ④ 

300㎝→280 ㎝ 

2.0㎝ 

イワニ⑤ 

360㎝→380 ㎝ 

2.5㎝ 

イワニ⑥ 

360㎝→350 ㎝ 

2.0㎝ 

イワニ⑦ 

550㎝→350 ㎝ 

2.5㎝ 

イワニ⑧ 

枯 

 

イワニ⑨ 

310㎝→130 ㎝ 

0.5㎝ 

イワニ⑩ 

340㎝→520 ㎝ 

3.5㎝ 

イワニ⑪ 

280㎝→250 ㎝ 

1.0㎝ 

カンチカマニ① 

280 ㎝ 

2.5 ㎝ 

カンチカマニ② 

280 ㎝ 

2.5 ㎝ 
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③H29 年度の作業計画概要 

H29年度の作業計画として、植物保全モデル区域の整備計画案の中から特に集中して調査を行いたい主な保全区域を抜出しました。各保全区域の状況も示し、今後の作業内容についてまとめました。 

（a）「眺望・祈りの場」周辺の保全モデル区域 

 

①《S-01・02・03・14保全区》 

  各保全区での詳細な草本類の生育域を調査し、オオアワダチソウ等の外来種やフッタプ

（ササ類）の草本類群落への浸食を防ぐために草刈り等の対策を検討したいと考えていま

す。また、S-14 保全区の旧道沿いの斜面にはプクサ（ギョウジャニンニク）、プィ（エゾノ

リュウキンカ）等、多種の草本類が群生しているので移植を含めた保全対策案の検討を進め

て行きたいと思います。（草本類は春の適期に詳細な調査を行う必要があります。） 

②《N-10保全区》 

林内に自生するプクサキナ（ニリンソウ）やエｼケリﾑリﾑ（カタクリ）等の草本類を保全す

る。特にプクサキナの群落周辺の下草刈りや択伐等の管理作業による整備を行い、プクサキ

ナ群落の拡充を計る。再度詳細な調査を行い S-04の「眺望・祈りの場」のフットパスとの連

携も含めた整備計画を協議したいと考えています。  

 

 
「眺望・祈りの場」フットパス 

整備案イメージ図 

 

 

宿主別橋から見た宿主別川。右側の林

が S-02・03保全区。左側の林が S-14

保全区。 

 

上と右の写真は平成 27年度に行った 

調査時のものです。数種類の山菜等の

草本類が群生していました。 

 

合流点付近にはアッニが自生している

のも確認しています。再度現地調査行

い保全対策を協議したいと思います。 

S-02・03・N-10 

モデルイメージb・ｈ 

 

S-04 モデルイメージ i 

 

S-01 モデルイメージｊ 

 

※詳細は別添資料参照  

 

S-04保全区の「眺望・祈りの場」フット

パスコースに隣接する保全区です。 

 

プクサキナ、エｼケリﾑリﾑ等、多くの 

草本が自生しています。 

フッタプが繁茂し、プクサキナ群落を

浸食してきています。  

                                                                        

② 

① 

② 

① 

② N-10保全区の状況 

① S-01・02・03・14保全区の状況 
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＊○内の数字，記号はページ左の業務項目の番号に対応

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

▼申請手続・調整 ▼

①【事前整備】

 ▼さけ採捕 ▼

伝統的漁具作製

漁法試行

水生生物生息環境整備（親自然工法）試行／モニタリング

④【調査結果とりまとめ】  検討会などにおける報告 報告書作成

○ ○ ○ ○ ○

【想定する成果の重点】
★日々の暮らしに根ざして育まれてきた生活文化の重要な要素であった伝統漁法を継承・活用し、自然と社
会両面で環境整備も促しつつ、今日的文化として定着する基礎をつくる。

目的／課題
※１

<注>※１、※２の欄
には、委託契約文書
の記載事項を引用

◆伝統的漁法に関するマニュアルに基づき、漁具の製作を行うとともに伝統漁法の再現を行
う。尚、再現にあたっては町内に広く参画を求め、採捕した魚類についてはアイヌ文化期の食
文化等の再現を行う。自然工法（木流し）により魚類の生息環境を創出し、そのモニタリング
を行う。

水生生物調査・情報収集

事業名 2016(平成28)年度 アイヌ文化環境保全対策事業

業務分野
２‐生活文化現地調査

　　２魚類の保全対策に関する調査

◎加藤拓夫 ○黒川賢司 ／ 及川直美 ／ 久保拓史

業務項目と
内容・方法
※２

①【事前準備】
　実証試験の場としての適地の選定および周辺整備を実施する。また、伝統的漁法に関するマ
ニュアルに基づき漁具の作成を行う。
②【実証試験】
　町内に広く参画を求め、実証試験を行う。また、自然工法（木流し）により魚類の生息環境を
創出しモニタリングを行う。
③【食文化再現調査】
　調査結果を基に、アイヌ文化期の道具・食事についての再現（調理）を行う。
④【調査結果取りまとめ】
　調査結果をとりまとめ、これまでの成果を基に、マニュアル（案）を更新する。

想定する成果
（状況/物品）

＊○内の数字、記号は上の欄に対応
①⇒　試験地絞り込みと周辺環境の整備、諸手続書類と手引き（マニュアル）
②⇒　漁具作製、その素材・作製技法・使用法・伴う儀礼等の調査
　　　モニタリングによる記録の保存・分析／マニュアル化
      「親自然工法」による水生生物生息環境整備の試行を促進、これに伴う調査・情報収集
③⇒　食文化の再現（レシピ集の作成と公開／試食会開催／評価）
④⇒　①・②・③の成果をまとめた報告書：マニュアルの更新を含む
　　　　マニュアルの構成　Ａ：「伝統的漁法」それ自体に関するもの
　　　　Ｂ：「伝統的漁法」の調査・研究・活用方法に関するもの（親自然環境整備を含む）

年間作業工程
(行程）概要

業務項目

◆調査計画検討

②【実証試験】

補佐 ◇貝澤耕一 ／ 山本　雄　　　　　［吉原秀喜］

今年度
重点事項

★地域に根ざし育まれてきた生活文化の重要要素である伝統漁法を継承・活用し、自
然・社会両面の環境整備も促しつつ、今日的文化として定着する基礎をつくる。

③【食文化再現調査】

検討会または勉強会

作業・工程上の
留意事項

◆各分野の今年度重点事項（下欄）と、右に示す「計画基本フロー」に常に留意しながら作業を
進めるようにする。
各担当チームごとに、年間基本計画に基づきより詳細な作業計画・工程案を作成し、進捗状況に応じて
随時見直しを行いながら業務課題を遂行する。
また、各分野担当チーム間の、あるいは各グループ相互の連携・協力に努める。
アイヌ文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動及び町立博物館・
歴史館等関係機関との連携・協力の拡充を図る。

◎主・○副担当

◆伝統的漁法・漁具による
川漁実施に向けた
法規関係諸手続

◆川・水辺の伝統的生活文化
や環境に関する把握を重視

◆川・水辺の
伝統的生活文化の探求と

今後のあり方の検討

◆法規関係諸手続の総括

◆川・水辺の伝統的生活文化

としての継承をめざし、

今後の円滑な実施に向けた

実証試験 ＊②

食文化再現調査 ＊③

調査結果とりまとめ ＊④

◇伝統的食文化における魚類の利用に関する情報整
理と試行
◇試食会開催、レシピ作成などによる公開・普及
◇往時の生活文化・環境に関する情報の収集・整理

◇文献調査（近世以前／明治・大正期／昭和期）

◇伝統的生活用具の製作と実際の作業での試行

◇イオルチセでの展示と普及事業での活用

◇生活用具再現マニュアルの作成

◇これらに伴う情報収集(聴き取り／文献等)

◇伝統漁法の試行
鹿角材の釣り針／マレﾌﾟ／ヤナ／ラウォマﾌﾟなど
◇川漁にともなう儀礼など精神文化・生活文化・水辺環
境などに関する情報の把握

２-２ 伝統的漁法についての調査の計画基本フロー

調査計画検討 ◇川漁の漁法・漁具に関する基礎資料を効果的に蓄積
するために、調査・試験方法を検討
◇川漁実施のための法規・手続に関する情報収集と整
理

→ 手続の実行／その円滑化に向けた検討

試験地事前整備 ＊① ◇水生生物の生息状況調査と観察区域設定
◇生息環境を保全・改善するための整備
◇伝統漁法実施のための水辺環境整備
◇伝統漁具の試作

← 昨年までの試験をふまえた工夫

◇図版及び報告書作成

◇諸手続き関係の整理をふくむマニュアル（案）更新
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０１◆特別採捕申請打ち合わせ（春） ０２◆宿主別川現況調査（春） ０３◆伝統漁具試行（クトゥ）(夏) ０４◆伝統漁具でとれたモクズガニ(夏)

０５◆石組み設置(夏) ０６◆石組み工法モニタリング(夏) ０７◆サケ特別採捕ふ化場から提供(秋） ０８◆サケ特別採捕（秋）

０９◆ザリガニ生息調査（秋） １０◆アタッ・開き干し(冬) １１◆親自然工法モニタリング(冬) １２◆親自然工法モニタリング(冬)

２‐2 生物の生存環境現地調査：魚類の保全対策に関する調査 ～この分野の作業概況～

Ａ◆＝伝統的漁法に関するマニュアルに基づき、漁具の製作を行うとともに伝統漁法の再現を行う。尚、再現にあたっては
町内に広く参画を求め、採捕した魚類についてはアイヌ文化期の食文化等の再現を行う。自然工法（木流し）により魚類の
生息環境を創出し、そのモニタリングを行う。
Ｂ◆＝①【事前準備】 実証試験の場としての適地の選定および周辺整備を実施する。また、伝統的漁法に関するマニュア
ルに基づき漁具の作成を行う。
②【実証試験】 町内に広く参画を求め、実証試験を行う。また、自然工法（木流し）により魚類の生息環境を創出しモニタリ
ングを行う。
③【食文化再現調査】 調査結果を基に、アイヌ文化期の道具・食事についての再現（調理）を行う。
④【調査結果取りまとめ】 調査結果をとりまとめ、これまでの成果を基に、マニュアル（案）を更新する。
Ｃ◆＝★地域に根ざし育まれてきた生活文化の重要要素である伝統漁法を継承・活用し、自然・社会両面の環境整備も促
しつつ、今日的文化として定着する基礎をつくる。

H28年度
A◆＝目的・課題
B◆＝業務項目と

内容・方法
C◆＝今年度
重点事項
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２生物の生存環境現地調査 

２魚類の保全対策に関する調査 

   

      

      

      

      

      

                       

 ■目次 【ⅰ】  ⑩食文化再現調査 【20】  

    ⑪生活文化再現調査 【20】  

 ■概括   エ）特別採捕の結果 【21】  

 ◎目的／課題、調査方法、年間作業工程、経過、成果、課題 【ⅱ】  ①Ｈ28年度シペ（シロザケ）・サキペ（マス類）の採捕結果と今後の課題・計画 【21】  

 ◎作業状況―写真による業務説明 【ⅲ】  ②Ｈ28年度シペ（シロザケ）・サキペ（マス類）以外の採捕結果と今後の課題・計画 【22】  

     オ)イオル一号チセの展示状況 【23】  

 ■調査の成果   カ）「親自然（多自然）工法」による水辺環境調査 【25】  

  Ａ．調査計画の検討 【１】     ①工法試行に向けた現地調査と作業の流れ 【25】  

 ア）伝統的漁法に係る作業の流れ 【１】   ②やな組工法・木流し・石組み工法モニタリング 【26】  

 イ）実証試験の実施概要 【２】    Ｃ.平成 28年度に向けた作業計画 【27】  

 ウ）川漁実施のための手続きに関する情報収集と整理 【４】    Ｄ.まとめと今後に向けた課題の整理 【28】  

 ①特別採捕申請・許可・実施の流れ 【４】     

 ②第一期（春期～夏期）特別採捕申請手続きの流れ 【５】      

 ③第ニ期（秋期）特別採捕申請手続きの流れ 【６】     

  Ｂ. 実証試験      

  ア）水生生物の生息区域観測設定 【７】     

 イ）水生生物の生息域の確認調査  【８】     

 ①魚類生息調査のまとめ 【９】          

 ②ホﾛカレイェﾌﾟ（ザリガニ）の生息調査のまとめ 【10】     

   ウ）第一期（春期）特別採捕試行 【11】  ■別添資料：伝統的漁法に関するマニュアル Ver．2016   

  ①伝統的漁法試行調査の概要 【11】     

 ②伝統的漁法試行調査 【12】  ■関連資料（電子データー版のみに所収）   

 ③漁具（鹿角製釣針） 【13】  ○自然遡上鮭動画 【関連資料-①】  

 ④フラルイチェﾌﾟ（キュウリウオ） 【14】     

 ⑤シペ（シロザケ）の特別採捕実施状況概要 【15】     

 ⑥シペ（シロザケ）の自然遡上調査・特別採捕実状況 【16】     

 ⑦二風谷ダムを遡上する魚種データー 【17】     

 ⑧シペ/シロザケ・サキペ/マス類（サクラマス）遡上調査 【18】     

 ⑨聴き取り調査と実証試験調査 【19】     
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1 
 

 

ウ）川漁実施のための手続きに関する情報収集と整理 

  ①特別採捕申請・許可・実施の流れ   ※表の中のアルファベットは、次ページ以降にまとめた「特別採捕申請手続きの流れ」に記されている書式例の記号（Ａ・Ｂ･･･）に対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
８月～９月 

「さけ・ます」を含む特別採捕許可 

申請書提出 

 日高振興局 

北海道庁 

書式例 

Ｈ 

9 月 25 日 
「さけ・ます」を含む特別採捕許可証 

発行 

 日高振興局 

北海道庁 

書式例 

Ｉ 

９月～10 月 

さけの特別採補実施に向けた準備作業① 

※漁具の準備、現地状況の確認、実施日時設

定など 

 

 

日高管内さけ・ます 

増殖事業協会 

さけ・ます孵化場 

- 

伝統的漁法調査のための特別採捕の取組は７年目となり、北海道開発局室蘭開発建設部沙流川ダム建設事業所

の協力で、北海道庁／日高振興局、北海道／日高管内さけ・ます増殖事業協会、ひだか漁協など関係機関・団体

との調整、手続きが円滑に行われるようになってきました。法規に則った手続は、前年度から第一期（春期～夏

期）「さけ・ます以外」と第二期（秋期）「さけ・ますを含む」の２度に分けて申請する方法をとっています。そ

れにより、年度当初の「さけ・ます以外」の試行作業もほぼ予定どおりに実施できました。今後も、関連機関・

団体の連携・協力のもと、手続等がさらに円滑に進む態勢が整えられるように努めます。一方で、伝統的漁法が

地域の「新たな生活文化」としてなじむようにするため、手続自体がより簡素になるあり方も引き続き検討して

いく必要があります。 

９月 河川敷地の一時使用について申請 
 胆振総合振興局室蘭建

設管理部 

書式例 

Ｊ 

10 月～11 月 
さけの特別採補実施に向けた準備作業② 

※現地環境整備、 

 

 

警察署 

 

胆振総合振興局室蘭建

設管理部（門別出張所） 

- 

４月～ 
日高管内さけ・ます増殖事業協会に 

同意書を依頼 

 日高管内さけ・ます 

増殖事業協会 

書式例 

Ｃ-1 

４月 18 日 同協会による同意書即日交付 
  日高管内さけ・ます 

増殖事業協会 

書式例 

Ｃ-2 
9 月上旬 

さけの供与・運搬に関する最終調整 

（さけ特別採捕に向けて） 
 

 

 

日高管内さけ・ます 

増殖事業協会／さけ 

・ます孵化場 

運搬・現地設営支援 

業者 

 

- 

４月 19 日 「さけ・ます以外」特別採捕許可申請書提出 
 日高振興局 

北海道庁 

書式例 

Ａ 
10 月４日 

 

さけ特別採捕実施（アベツ川昼） 

 
５月 13 日 

「さけ・ます以外」特別採捕許可証発行 

 

 日高振興局 

北海道庁 

書式例 

Ｂ 

 
 

10 月～11 月 

 

さけ特別採補実施後の保存・活用処理 
７月 27 日 ひだか漁業協同組合に同意書を依頼 

 ひだか漁業協同組合 

 

書式例 

Ｄ 

７月 27 日 ひだか漁業協同組合より同意書即日交付 
 ひだか漁業協同組合 

 

書式例 

省略 
12 月～３月 北海道知事に「特別採捕結果報告書」を提出 

 日高振興局 

北海道庁 

書式例 

Ｋ-1/2/3 

７月 27 日 
日高管内さけ・ます増殖事業協会に同意書を

依頼 

 日高管内さけ・ます 

増殖事業協会 

書式例 

Ｅ 12 月～３月 
北海道さけ・ます増殖事業協会に「供与の結

果報告」を提出 

 北海道さけ・ます増殖

事業協会 

書式例 

Ｌ 

８月～９月 同協会による同意書即日交付 
  日高管内さけ・ます 

増殖事業協会 

書式例 

省略 

12 月～３月 特別採捕をはじめ伝統漁法に関する取組のと

りまとめ（報告書作成）採捕結果報告書作成 

 対策室  

 
    

9 月 17 日 
北海道さけ・ます増殖事業協会に種卵等の供

与要請書を提出 

 

 

北海道さけ・ます増殖

事業協会 

書式例 

Ｆ 

  

  

  
   

9 月 19 日 
北海道さけ・ます増殖事業協会より種卵等供

与要請の承諾書交付 

 北海道さけ・ます増殖

事業協会 

書式例 

Ｇ 

○ダム建設事業所との協議 ○管内増殖事業協会へ依頼 ○許可事項の現場での掲示  

◆28 年度からは特別採捕申請手続き内容が一部変更となりました。ここの４ページ目の表記は

27 年度の手続きの内容になっています。４月 19 日の「さけ・ます以外」特別採捕許可申請書提

出。８月～９月の間に「さけ・ますを含む」特別採捕許可申請書提出と毎年二回申請手続きを行

っていた部分を今年度からは、４月第一期の申請手続きの段階で「さけ・ます以外」と「さけ・

ます含む」手続きを一括に申請することができました。手続きの流れとしてもスムーズになると

ともにマス類の魚種調査も可能になり調査業務が進めやすくなってきています。 

※赤丸で囲った部分が変更になった部分になります。 
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Ｂ．実証試験 

ア）水生生物の生息区域観測地設定 

水生生物の生息域観測地設定および特別採捕試行箇所位置図 ・沙流川本流（紫雲古津地区） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箇所名 ①沙流川本流 
（紫雲古津地区） 

⓶アベツ川 
（沙流川本流左岸） 

③看看川 
（沙流川本流左岸） 

④、⑤沙流川右岸

支流 
（ニセウ川） 

⑥額平川中流 
（平取ダム堤体建設予定

地周辺） 

⑦宿主別川下流 ⑧、⑨宿主別川中流 ⑩宿主別川上流 ⑪額平川上流 
（鉱山の沢付近） 

確認できた魚種名 ・スプン 

・エソッカ 

・チチラ 

・トチェﾌﾟ 

・ウキゴリ 

・（-）/ニジマス 

・サキペ 

・シペ 

・スプン 

 

・チチラ 

・キｸレッポ 

・エソッカ 

・スプン 

 

・キｸレッポ 

・ポントゥクシｼ 

・サキペ 

・シペ 

 

・スプン 

・チチラ 

・ポントゥクシｼ 

・キｸレッポ 

 

 

・スプン 

・（-）/ニジマス 

・チチラ 

・トゥクシｼ 

・キｸレッポ 

・サキペ・シペ 

・キｸレッポ 

・（-）/ニジマス 

・スプン 

・キｸレッポ 

・（-）/ニジマス 

・ポントゥクシｼ 

 

試行漁法名 ◎釣り試行調査 

○ペライニ/釣竿 

 

 

 

 

◎サケ特別採捕 

○マㇾﾌﾟ/自在もり 

◯アﾌﾟ/流し鈎 

◯（－）/ヤス 

◯ラウォマﾌﾟ/うけ 

◯（－）/たも網 

◎釣り試行調査 

◎ (－)/ はえ縄

試行 

◎クトゥ/(ど)試行 

○ペライニ/釣竿 

○はえ縄○クトゥ 

 

◎釣り試行調査 

◎雑魚すくい試行 

◎たも網試行 

○トゥカﾌﾟ/鹿角針 

○雑魚すくい網 

○たも網 

◎釣り試行調査 

◎クトゥ試行 

◎はえ縄試行 

○釣竿 

○クトゥ 

○はえ縄 

◎釣り試行調査 

◎クトゥ試行 

◎はえ縄試行 

○釣竿 

○クトゥ 

○はえ縄 

◎釣り試行調査 

◎クトゥ試行 

◎はえ縄試行 

○釣竿 

○クトゥ 

○はえ縄 

◎釣り試行調査 

○釣竿 

 

◎釣り試行調査 

○釣竿 

 

アイヌ語名 

キｸレッポ 

ポントゥクシｼ 

トゥクシｼ 

スプン 

（－） 

シペ 

サキペ 

エソッカ 

チチラ 

和名 

ヤマメ 

イワナ 

アメマス 

ウグイ 

ニジマス 

シロザケ 

マス類 

カジカ 

ドジョウ 

ホﾛカレイェﾌﾟ 

／ニホンザリガニの 

生息調査実施箇所 

宿主別川 

額平川 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ 

⑨ 

⑪ 

⑩ 

赤線＝さけ・ます以外特別採捕河川 

青線＝さけ・ます特別採捕河川 

№①～⑪さけ・ます含む特別採捕試行箇所 

 

※太字のシロザケ

は 27 年度確認・28

年度未確認です。 

 

※赤字の魚種名は

今年度確認された

魚種です。 

24



⑥シペ（シロザケ）の自然遡上特別採捕実施状況 

今年度はマレﾌﾟ/自在もり、アﾌﾟ/流し鈎、（－）/三本やす、を使用試行を実施しました。三本やす、アﾌﾟではシペ/シロザケを捕る事ができました。捕れたシペは食文化試行の材料として下準備をしました。 

日時 平成 2８年９月 30日   場所 貫気別堰堤 

１ 採捕作業の流れ 

⇒①看板、漁具準備 

⇒②ビデオ、カメラ、撮影準備 

 

 

① 

 

 

 

 

 

②  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎鮭自然遡上採捕実施箇所地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ の部分が自然遡上調査個所です。 

 

●シペの集まっている所確認 

⇒③アﾌﾟ/流し鈎漁開始 

⇒④アﾌﾟによって捕ったシペ。 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

④ 

●マレﾌﾟ/自在もり漁開始 

⇒⑤シペが掘りをほって。 

⇒⑥シペを確認したらマレﾌﾟで一気に突

く。 

 
 

⑤ 

 

 

 

 

 

⑥ 

●捕れたシペの対処 

⇒⑦サケも頭を狙い三本やすで突く。 

⇒⑧魚たたき棒で叩いた後に砂や血がつい

てるので川の水でさっと洗います。 

 

 

⑦ 

 

 

 

 

 

⑧ ◎自然遡上で捕れたシペ食文化試行の下準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タワシで洗う。 ・内臓を綺麗に取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・血合いを取り除く。 ・三枚おろしにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一口サイズに切る。 ・血を抜いて保存。 

 

※今年度一度目の特別採捕としまして伝統的漁法、漁具

の試行を行い成果を得ることができました。捕れたシロ

シペは食文化再現調査の材料に使用しました。 

 

●シペを送る 

⇒⑨捕れたシペはイサパキクニ/魚たたき

棒で送ります。 

⇒⑩何度もたたかず一発で送ります。 

 
 

⑨ 

 

 

 

 

 

⑩ 

●自然遡上で捕獲したシペでアイヌの伝統的 

 食文化に利用しました。 

⇒⑪アﾌﾟでは２匹、三本ヤスでは１匹合計  

３匹のシペを捕る事が出来ました。 

⇒⑫シペ解体の様子。 

 

⑪ 

 

 

 

 

 

⑫ 

●結果・課題 

⇒⑬アﾌﾟ試行の様子。 

⇒⑭マレﾌﾟ試行調査の様子。 

※アﾌﾟ・マレﾌﾟどちらも。 

成果を得られました。 

 

 

※自然遡上数回実施捕れたシペ合計７匹     

⑬ 

 

 

 

 

 

⑭ 

 

 

 

 

参考資料 

採捕実施箇所図 

◆試行漁具一覧◆ 

マレﾌﾟ 

アﾌﾟ 

三本ヤス 
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1 

⑨聴き取り調査と実証試験調査                                         

今年度の特別採捕の実施にあたり、町内在住の協力者から昔の伝統的漁法などの聴き取りを行なうとともに、漁具制作の指導を頂き、伝統的漁法の試行、漁具作成試行実施しています。 

◎聴き取り調査と実証試験 

  ● 昔の川漁 

・川に行って漁を始める前に、アミタンネ/モクズガニがいたらひもで縛ってヤナギの木にでも縛り付けと

くんだわ、 

 カニ多少水がないとこでも生きていられるんだわ、でその時に「魚が捕れなかったら川に帰さんからな」、 

 とモクズガニに言ってから漁を始めていた。 

・名前、種類わからんが小さめの銀色のギラギラしたやつがいるんだわ、そのいいやつがカムイチェﾌﾟっ 

 て言ってな、それ捕れた時は漁をやめて家に持ち帰って感謝の祈りを込めてカムイノミ（神への祈り）

をしたもんだ。 

 普通の色の変わった鮭が捕れた時はそのまま持ち帰りカムイノミはしなかったな。       情報センターでの聴き取り調査を実施 

●生活用具、漁具を作る時に必ず使う紐の縛り方について （例：かんじきについて） ●昔の魚の食べ方●昔の魚の保存方法 

・ブドウヅルよりコクワヅルの方が曲りやすいんだわ、八の字形に曲げて固定したらコクワヅルに切れ目

を入れて割って乾かすんだ、コクワヅルも太いやつでやるんだわ、そしてかたどって乾かして二等分に

割って１足になる、チセの屋根でもなんでもそうだけどアイヌはこの縛り方するんだピンクくくり（巻

き結び）してから男結びでやるんだわ、弓作る時でもなんでもアイヌはこうやるんだわ。 

・さかなはウグイ、イワナもそうだけどドジョウもだな、釣って持ってきては腹取ってから塩で、あの、 

 魚のぬめりを取るようにな、洗ってから、叩いて、チタタﾌﾟ（ぬた）に近いくらいな、で、汁に入れて

塩味で食べたもんだ。おいしかったよ。 

≪聴き取り調査の結果を踏まえ、今後の取り組み≫ 

聴き取り調査で得られた伝統的漁法や魚の食べ方、保存方法などポイントと注意点を基に次年度以降実施していく予定です。 

◎聴き取り文献調査の情報を基に試行結果（二風谷ダムより下流の水生生物生息確認調査） 

クトゥ/ど クトゥ/ど の試行 

    

・クトゥのエサにスプン／ウグイを使用 ・採取したウグイを小さく切り出す ・細かくなったら袋に入れる ・中にウグイと石を入れて川に沈める 

 試行結果 

    

・１日経ったら川からクトゥを引き上げる ・ホﾛカテレケペ/ヌマエビ、アミタンネ/モ

クズガニがクトゥの中に入っていた 

・アミタンネ写真 ・ホﾛカテレケペ/ヌマエビ写真 

 

 

 

※かつてアイヌが川漁を行う時

に網などにカニが掛かった時

は、カニに対して「サケやマス

が捕れたらお前を川に帰してや

る」、とカニに言って捕まえて置

いて、川漁を始めていたそうで

す。次年度もエサを変えてみた

りと、調査継続していきます。 

使用漁具写真 
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②やな組工法・木流し工法・石組み工法モニタリング 

前年度（平成 27年度）に設置した木流工法についてのモニタリング結果です（４/28、6/28）  

 石組み工法設置後(－)/ニジマスを確認し、その後大雨により流され木流しだけが残りました。川の形が大幅に変わってしまい簗組み設置後には徐々に溜まりができているので沢山の魚が住むと思われます。     

◎モニタリング期間：平成 28年４月～12月（８ヶ月）                

調 査 日 4/28 5/13 ６/28 ８/４ 10/26 11/28 

記 録 写 真 

      

天候／川の水量  晴／普通 晴／少ない 晴／普通 晴／多 晴／普通 曇り／多 

川との接し有無  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

モ イ の 有 無 ○ ○ ○ ○ × ○ 

 

 

 

（渦巻き・淀

み） 

 

・川の形が変わり木流しの設置

個所に砂利が集まり山にな

っていた３メートル下流に

段差ができて溜まりがあっ

た。スプン/ウグイ、(－)/ニ

ジマス確認。 

 

・水量は少なく水は綺麗だっ

た。（－）/ニジマスが流木の

下にもぐりこんでいた。 

 

・石組み設置後上流側の木流付

近は大きい溜まりが有る。キ

ｸレッポ/ヤマメ、ニジマス確

認。 

 

・木流工法、簗組み工法設置個

所より約 20 メートル下流に

石組み工法実施しまし台風

により大水がでて流された。 

 

 

・大雨後川の流れが２つに分か

れるほど大きく変化した。大

水が出たため石組みは全て

流されてしまった。 

 

・簗組み工法がしっかりと設置さ

れてるため付近に大きな溜まり

が有り魚が住みつきやすいと思

われる。 

木流し工法、簗組み工法、石組み工法完成図 

 

●今年度は木流し工法、簗組み工法地より約 20ｍ下流に石組み工法を設置しました。 

 ・事前に打ち合わせて開発事業所の方、工事関係者の方々の協力を得て環境整備の実施ができました。 

                                                                       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

・簗組み用杭打ち込み。 

・重機で石を組んでる様子。 ・工事現場から集めた石。 ・石組み後の全体写真。 ・組立て方の打ち合わせ。 

※今年度は簗組み工法、木

流工法、石組み工法を設

置しましたが大雨後の出

水のため石組みが流され

たので次年度も石組み工

法を実施し伝統的漁法、

試行調査継続していく。 ・簗組み設置。 ・簗組み完成図。 

約 15ｍ 

 

約 12ｍ 

 

親自然工法全体図 

木流し工法の様子 木流し工法の様子 石組み工法の様子 簗組み工法の様子 簗組み工法の様子 木流し工法の様子 

●８月４日の現況では、簗組み、木流し、石組み工法が設置されていたことに

なります。 

※調査結果としましては、木流し工法が一番効果的だと思われます。 
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＊○内の数字と記号はページ左の業務項目の番号に対応

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①【情報収集】

データベース構築

②【調査結果とりまとめ】  検討会などにおける報告 報告書作成

検討会または勉強会 ○ ○ ○ ○ ○

事業名 2016(平成28)年度 アイヌ文化環境保全対策事業

業務分野
２‐生活文化現地調査
　　３動物の保全対策に関する調査

【想定する成果の重点】
★アイヌ伝統文化における動物関連情報を集積・整理・分析し、イメージを豊かにしていく。保全地策の先行
例などの調査も進め、今後のあり方を探る検討・協議を進める。

目的／課題
※１

<注>※１、※２の欄
には、委託契約文書
の記載事項を引用

◆沙流川流域で継承されている口承文芸や踊りの中で、動物の保全に係る内容を抽出し取りま
とめを行う。

業務項目と
内容・方法
※２

①【内容抽出】
　沙流川流域で継承されている口承文芸や踊りの中で、動物の保全に係る内容を抽出する。

②【調査結果取りまとめ】
　調査結果をとりまとめる。

想定する成果
（状況/物品）

＊○内の数字、記号は上の欄に対応
①⇒　動物に関する伝承のデータベース
②⇒　成果をまとめた報告書：整備計画の発展的更新を含む

年間作業工程
(行程）概要

業務項目

◆調査計画検討

データベース構築

補佐 ◇貝澤耕一 ／ 山本　雄　　　　　［吉原秀喜］

今年度
重点事項

★アイヌ伝統文化における動物関連情報を集積・整理・分析し、イメージを豊かにしていく。保
全対策の先行例などの調査も進め、今後のあり方を探る検討・協議を進める。

作業・工程上の
留意事項

◆各分野の今年度重点事項（下欄）と、右に示す「計画基本フロー」に常に留意しながら作業を
進めるようにする。
各担当チームごとに、年間基本計画に基づきより詳細な作業計画・工程案を作成し、進捗状況に応じて
随時見直しを行いながら業務課題を遂行する。
また、各分野担当チーム間の、あるいは各グループ相互の連携・協力に努める。
アイヌ文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動及び町立博物館・
歴史館等関係機関との連携・協力の拡充を図る。

◎主・○副担当 ◎貝澤朱美 ○川奈野弘美 ／ 藤川涼子

■２-３ 動物の保全対策に関する調査の計画基本フロー

データベースの
構築

データベースの
整理、

植物の保全、魚類の保全
との連携

データベースの
整理・拡充・更新、

先行例の調査

データべースの
整理・拡充・更新、

今後のあり方の検討

調査結果の整理とりまとめ＊②

計画検討・事前準備

資料・情報収集 ＊①
聞き取り／既往研究／資料調査

調査結果の整理とりまとめ＊②

計画検討・事前準備

現地調査 ＊①
現地踏査／既往研究／観察

現地調査 ＊①
現地踏査／既往研究／観察

現地調査 ＊①
現地踏査／既往研究／観察

現地調査 ＊①
現地踏査／既往研究／観察

報告書の作成

今後のあり方を探る検討・協議

生息状況から
の検討

資料・情報収集 ＊①
聞き取り／既往研究／資料調査

資料・情報収集 ＊①
聞き取り／既往研究／資料調査

資料・情報収集 ＊①
聞き取り／既往研究／資料調査

◆沙流川流域の動物の
保全に関する検討

伝承や記録
からの検討

生息状況から
の検討

生息状況から
の検討

伝承や記録
からの検討

伝承や記録
からの検討
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０１◆現地調査の際に記録した動物 ０２◆定点カメラ設置 ０３◆定点カメラ設置 ０４◆定点カメラに写ったユｸ

０５◆定点カメラに写ったユｸ ０６◆動物に係る口承文芸について文献調査 ０７◆定点カメラ画像の整理 ０８◆データ整理及び報告書作成

０９◆チーム協議 １０◆現地調査 １１◆冬の動物痕跡の調査 １２◆雪上に残る動物の足跡

２‐3 生物の生存環境現地調査：動物の保全対策に関する調査 ～この分野の作業概況～

Ａ◆＝沙流川流域で継承されている口承文芸や踊りの中で、動物の保全に係る内容を抽出し取りまとめを行う。

Ｂ◆＝①【内容抽出】
沙流川流域で継承されている口承文芸や踊りの中で、動物の保全に係る内容を抽出する。
②【調査結果取りまとめ】
調査結果をとりまとめる。

Ｃ◆＝★アイヌ伝統文化における動物関連情報を集積・整理・分析し、イメージを豊かにしていく。保全対策の先行例など
の調査も進め、今後のあり方を探る検討・協議を進める。

H28年度
A◆＝目的・課題
B◆＝業務項目と

内容・方法
C◆＝今年度
重点事項
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２-生物の生存環境現地調査 

３ 動物の保全対策に関する調査 

   

      

      

      

      

      

                       

 ■目次 【ⅰ】     

       

 ■概括       

 ◎目的／課題、調査方法、年間作業工程、経過、成果、課題 【ⅱ】  ■関連資料   

 ◎作業状況―写真による業務説明 【ⅲ】  ○平取ダム地域文化保全対策検討会における平成 18～20年度の保全 【関連資料－①】  

    対策の検討状況とりまとめ資料 ３-３動物に係る保全対策の検討   

 ■調査の成果      

  Ａ．沙流川流域における動物に関する情報収集 【１】  ○動物の保全にかかる口承文芸等一覧 【関連資料－②】  

 ア）既存報告書からの抽出 【１】     

 イ）口承文芸等の文献からの抽出 【５】     

       

 Ｂ.現地調査 【14】     

 ア）今年度行った現地調査の際に見かけた動物の記録 【14】     

 イ）これまでの現地調査の際に見かけた動物の記録と口承文芸、 【15】     

 踊りとの関わり      

 ウ）定点カメラによる動物の記録 【17】     

       

 Ｃ.動物保全に関する調査 【29】     

 ア）事例、先行例など 【29】     

 イ）保全対策案 【29】     
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Ａ．沙流川流域における動物に関する情報収集 

 ア）既存報告書からの抽出 

  これまでに調査報告を行なってきたものから、動物に関わる部分を抽出し、一覧にしてまとめました。 

 

年度 報告書名 対象動物 主な調査形態 概要及び内容一部抜粋 

2003-2005 
『総括報告書』第５章 第２

節 第１項 信仰対象の動物 

キムンカムイ/ヒグマ 聴き取り、文献調査 

アイヌの人々にとってのヒグマはキムンカムイとよばれ、獣の中で１番強い山の神とし

て崇められてきました。そのため、キムンカムイを獲ると、魂を神の国へ送り返し再訪を

願うためのイヨマンテ（クマ送り）を行いました。沙流川筋の各コタンに於いては、パセ

オンカミ（位の高い神への祈り）の対象となるのは二神であり、一神は必ず“熊の大王神
1）”であると書かれた文献もあります。 

・食べ物 ・額平川流域のキムンカムイ  

シチカﾌﾟ/クマタカ 聴き取り、文献調査 

シケﾚベのある家系Ｚａ家では“人を襲ったくまをシチカﾌﾟ（クマタカ）が倒したことか

ら、以来イナウ（木で削った御幣のような物）と神酒を捧げてノミする様になった”そう

です 111）。 

コタンコﾛカムイ/シマフクロウ 聴き取り、文献調査 

ふくろうが神と崇められるわけは、国を造り終えたコタンカﾗカムイ（国造りの神）が、

フクロウ神に“木や草の種をまくように”言いつけ、ふくろう神は種をまきました。その

おかげでアイヌは食べ物に困らないということが由来となっています 117）。 

チピヤｸカムイ（シギ神） 文献調査 

チピヤｸカムイ（しぎ神）は耳を治してくださる神とされ 136）、荷負本村の女性Ｚｂさ

んが語ったカムイユカﾗ（神揺）にでてくるチピヤｸはオオジシギであると訳されています

137）。 

ユｸ/エゾシカ 聴き取り 

宿主別で猟をしていた貫気別の女性Ｉさんのおじいさんは、ユｸを獲った時には、キムン

カムイ（ヒグマ）を送るほど盛大なカムイノミ（神への祈り）はしませんでしたが、火の

神様に報告をして供える程度のことはしていました 139）。 

ウパｼチロンヌﾌﾟ/白いキツネ 聴き取り 
縁起のいいものと信じられていたウパｼチロンヌﾌﾟ（雪のように白いキツネ）は、滅多に

目にしたり、手にすることはできないといわれています 141）。 

チロンヌﾌﾟ/キタキツネ 聴き取り 

アイヌの人たちはチロンヌﾌﾟを飼うこともあり、キツネ送りをして神の国へかえしてや

りました 143）。1912（大正元）年にヌキベツコタンで、キツネ送りがあったそうです

144）。 

モユｸ/エゾタヌキ 聴き取り 
1961（昭和 36）年に、貫気別の男性Ｗｃさんが、モユｸを生きたまま捕り、しばらく養

ってから狢(むじな)送りをしました 146）。 

イセポ/エゾユキウサギ 聴き取り 

イセポは骨だけにして、美しいイナウ（木を削った御幣のような物）でつつみ、イナウを

まるめて目として入れ、舌をつけ、長い耳を立て、生きたイセポのようにしつらえ、しば

らくの間、母屋の上座の窓のところへぶら下げておき、のちに外の祭壇にもっていって、

神の国へ送り帰しました 148）。 

ホイヌ/エゾクロテン 聴き取り 

雨乞いの儀式には、雨乞いの神であるホイヌサパ（テンの頭）を使いました 150）。 

昔、ホイヌは毛皮が高く売れたために乱獲されましたが、振内のＱａさんによると現在は

増えているそうです 151）。貫気別の男性Ｈａさんは４・５（2000・2001）年前ぐら

いからホイヌと思われる小動物の姿を確認しており、ホイヌがいるらしいと他の人から

もよく聞くそうです 152）。 

キナスッカムイ（ヘビの神） 聴き取り 

二風谷の男性Ｍａさんは 1943（昭和 18）年頃、キナスッカムイに憑かれ、腹痛を起こ

しました。近所の女性Ｂｄさんに診てもらったところ“蔵を番兵していたキナスッカムイ

が、自分の蔵が壊され、行くところが無くなり憑いた”らしいことがわかり、近所の女性

Ｂｄさんが送ってくれたそうです。二風谷の男性Ｍａさんは“その蛇は、もう神様になっ

て天に上がったと思う”と語っています 154）。 

シペ/シロザケ 聴き取り 
二風谷の男性Ｎｂさんは、初漁のさけには丁寧にオンカミ（礼拝）した後、近所のおばあ

さんたちを起こして、皆で集まって食べたそうです 160）。 

アミタンネ・ペトルンアンパヤヤプ/モクズガニ 聴き取り、文献調査 
アミタンネは、直接水の神に話ができる神なので、水の神に直接話さないときには、アミ

タンネを通して水の神に話していた 161）そうです。 

ホﾛカレイェﾌﾟ/ニホンザリガニ 聴き取り ホﾛカレイェﾌﾟは川原につないで、雨を降らせる呪(まじな)いに使われました 164）。 
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※ここに挙げている表は一部で全データは関連資料-②を参照ください。 
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Ｂ．現地調査 

ア）今年度行った現地調査の際に見かけた動物の記録（定点カメラの記録以外） 

 

日付 場所 種類（アイヌ語名/和名） 記録した動物と痕跡 

４月６日 
S-05 池 /コガモ 

   

S-05 池周辺 チロンヌﾌﾟ/キタキツネ 

11 日 
S-05 池 －/コガモ 

二風谷ダム管理棟周辺 －/ベニマシコ 

18 日 豊糠橋付近 チロンヌﾌﾟ/キタキツネ 

21 日 かつら峠 ユｸ/エゾシカ 

５月２日 

沙流川河道掘削調査箇所

kp11.6 
シチカﾌﾟ/オジロワシ 

kp13.2 付近 モユｸ/タヌキ 

   

６日 S-05 
チロンヌﾌﾟ/キタキツネ 

/カナヘビ 

16 日 宿主別川流域 チロンヌﾌﾟ/キタキツネ 

23 日 二風谷育苗畑１ /カルガモ 

30 日 S-05 鳥の卵 

６月６日 二風谷育苗畑２ －/カナヘビ 

10 日 宿主別橋 チロンヌﾌﾟ/キタキツネ 

 
 

 

22 日 二風谷カンカン林道 
チピヤｸ/シギ 

トッコニ/マムシ 

24 日 育苗畑２ 
－/キジ 

－/ヒヨドリ 

30 日 鉱山の沢 フマルラﾌﾟ/エゾサンショウウオ 

７月 13日 ― ペッチャエワｸ/アオサギ 

27 日 

湧水水量調査箇所 

（ペロ枯れ木付近） 
鳥の卵 

   

― トッコニ/マムシ 

８月 12日 ヌタップ林道 －/キジ 

31 日 ― コメチﾘ/カワアイサ 

10 月 14日 ヌタップ林道 ルオカムイ/シマヘビ 

12 月 16日 S-05 ウサギの足跡 

22 日 
二風谷ダム下流 

シチカﾌﾟ/オオワシ 

   

平取大橋 

１月 20日 

カムイワッカ周辺 

足跡（キツネ？） 

25 日 イセポ/ウサギ（足跡） 

26 日 
足跡 

ペロ湧水周辺 イセポ/ウサギ（足跡） 

31 日 カムイワッカ下川原 ユｸ/シカ（足跡） 
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ウ）定点カメラによる動物の記録- 

  動物の行動や種類、個体数等を把握するために、動物の痕跡がみられる箇所を任意で選び定点設置しました。以下は設置した箇所ごとに確認できた動物をまとめたものです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ－05 栽培試験地 

ミズバショウ群生地 

カムイワッカ 

① 

② 
④ 

⑤ ⑥ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

定点カメラ設置位置図（芽生地区） 

定点カメラ設置位置図（二風谷地区） 

矢印は撮影方向 

矢印は撮影方向 

定点カメラ設置位置図（宿主別川流域） 

⑫ 

矢印は撮影方向 

⑬ 

⑭ 

マタギ小屋跡地 

簗組み試行箇所 

③ 

⑦⑧ 
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設置箇所・ 

撮影方向 
撮影方向写真 日付 動物名（アイヌ語名/和名） 時間 個体数 天候 行動 

動画・

静止画 

①Ｓ05池周辺 

 

８月２日 

ユｸ／エゾシカ 

４：01 １ 

晴れ 

道路を歩いている 動画 

 ４：03 １ 道路を小走りで移動  

 18：36 １ 道路を歩いている  

８月３日 

00：06 １ 〃  

３：13 １ 〃  

７：00 １ 〃  

９月 16 18：31 ４ 草を食べながら道路を歩いている  

 22：30 ３ 草を食べている  

９月 17日 

19：37 １ 道路を歩いている  

20：51 ２ 草を食べながら道路を歩いている  

22：10 ２ 親子と思われる。道路を歩いている  

９月 18日 

２：06 １ 草を食べながら道路を歩いている  

４：52 １ 池の横の草地にいる  

17：37 ４ ２組の親子が道路を歩いている  

９月 19日 

１：08 ２ 親子と思われる。草を食べながら道路を歩いている  

？ ５：09 ２ 映像は分かりづらく、一瞬で駆け抜けていった  

チロンヌプ／キタキツネ 
７：02 １ 道路を小走りで移動  

14：06 １ 道路で下を向いて何かをしている  

９月 20日 

ユｸ／エゾシカ 

５：24 ２ 親子と思われる。道路を歩いている  

９月 21日 ５：03 １ 池の方から走って来た  

９月 22日 ６：16 ５ 道路と草本移植箇所を歩いている  

９月 23日 ３：28 ３ 道路を歩いている  

９月 24日 22：39 ２ 道路の草を食べている  

９月 25日 ３：14 ２ 親子と思われる。道路を歩いている  

９月 26日 ５：08 ４ 草を食べている。離れた場所に雄が１頭いる  

②Ｓ05池周辺 

試験地入り口方向 

 

11 月 10日 

ユｸ／エゾシカ 18：02 １ 

晴れ 

雄。歩いている  

チロンヌプ／キタキツネ 
19：35 １ 小走りに走り去る  

20：14 １ 歩いている  

11 月 11日 
ユｸ／エゾシカ ４：11 ２ 歩いている  

チカﾌﾟ／ミヤマカケス 11：53 １ 枝に止まっている  

11 月 12日 ユｸ／エゾシカ 18：37 １ 雄。歩いている  

11 月 13日 
チロンヌプ／キタキツネ 18：57 １ 小走りに走り去る  

ユｸ／エゾシカ 21：36 １ 道路を歩いている  

 

１月 20日 チロンヌプ／キタキツネ 15：02 １ 晴れ シカ柵の下を通り抜けていった  

       

    
 

  

      

       

       

       

       

③Ｓ05圃場 

斜面方向 

 
７月 28日 

ユｸ／エゾシカ 

19：32 
２ 

雨 

視界が悪く、目の反射で個体数を判断。草を食べている様子  

19：35 前述の個体が移動して、木の葉っを食べている  

７月 29日 

１：55 １ 移動している  

チロンヌプ／キタキツネ 11：17 １ 晴れ 小走りで圃場斜面に移動している  

ユｸ／エゾシカ 

18：54 ２ 晴れ 草を食べている  

19：26 １ 晴れ 〃  

19：55 １ 靄 〃  
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＊○内の数字，記号はページ左の業務項目の番号に対応

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

協力者との協同調査

①【現地調査】 　川洲畑と水辺・湿地・湿原（sar）の環境に注目した調査

②【モニタリング調査】

情報収集

④【調査結果とりまとめ】 検討会などにおける報告
報告書作成

○ ○ ○ ○ ○

③【食文化再現調査】

事業名 2016(平成28)年度 アイヌ文化環境保全対策事業

業務分野 ３‐生活文化現地調査 【想定する成果の重点】
★伝統的生活文化とその環境について探求するための民族(民俗)学的実験として主に植物栽培に取り組
み、その成果を多角的に検証・分析しつつ、食文化もふくめて今日的な活用を促進する。

目的／課題
※１

<注>※１、※２の欄
には、委託契約文書
の記載事項を引用

◆川洲畑栽培マニュアル（案）に基づき、栽培に適した条件整理に向け、川洲畑実証試験を行
い、川洲畑を利用した体験学習の実施を行う。また、収穫物を利用したアイヌ文化期の食文化
等の再現を行う。

○及川直美 ／ 藤川涼子　／　久保拓史

業務項目と
内容・方法
※２

①【現地調査】
　川洲畑栽培マニュアル（案）に基づき、栽培条件に適した条件整理に向け、実証試験の適地選
定、事前準備及び栽培試験を行う。
②【モニタリング】
　川洲畑現地調査状況把握のためのモニタリングを行う。
③【食文化再現調査】
　調査結果を基に、アイヌ文化期の食事についての再現（調理）を行う。
④【調査結果とりまとめ】
　調査結果をとりまとめる。これまでの調査結果を基に川洲畑調査マニュアル(案)を更新する。

想定する成果
（状況/物品）

＊○内の数字、記号は上欄に対応
①⇒　これまでの調査を踏まえた実施計画／現地作業等とそのプロセスの記録
②⇒　モニタリング（種別・条件別）のデータと分析
③⇒　食文化の再現（レシピ集の作成と公開／試食会開催／評価／レシピ集更新）
　　　関連生活用具製作とその活用(製作マニュアルの作成を含む)
④⇒　①・②・③の成果をまとめた報告書
　　　　マニュアルの構成　Ａ：「川洲畑」という農法に関するマニュアル
　　　　　　　　　　　　　Ｂ：「川洲畑」の調査・研究・活用方法に関するマニュアル

年間作業工程
(行程）概要

業務項目

◆調査計画検討

事前準備／栽培試験作業

保存／加工

補佐 ◇木村真奈美 ／ 山本　雄　　　　　［吉原秀喜］

今年度
重点事項

★伝統的生活文化とその環境について探求するための民族(民俗)学的実験として主に食物
栽培に取り組み、その成果を多角的に検証・分析しつつ、食文化もふくめて今日的な活用を促
進する。

レシピ集作成／生活用具製作

検討会または勉強会

作業・工程上の
留意事項

◆各分野の今年度重点事項（下欄）と、右に示す「計画基本フロー」に常に留意しながら作業を
進めるようにする。
各担当チームごとに、年間基本計画に基づきより詳細な作業計画・工程案を作成し、進捗状況に応じて
随時見直しを行いながら業務課題を遂行する。
また、各分野担当チーム間の、あるいは各グループ相互の連携・協力に努める。
アイヌ文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動及び町立博物館・
歴史館等関係機関との連携・協力の拡充を図る。

◎主・○副担当 ◎川奈野弘美

◆これまでの経緯、成果を総括

◆水辺の伝統的生活文化や環境に関する検証・分析を重視

◆マニュアルの更新

◆全体として、プロジェクトSARの観点・スタイル・方法に留意

調査計画検討

現地調査事前準備 ＊①

モニタリング調査 ＊②

◇調査結果取りまとめ
◇報告書作成（報告文・図版）

◇生育状況の観察および記録
◇モニタリング経過のデータの分析

◇作付種子の選定および確保
◇作付計画作成
◇作業および記録用具準備

◇既存情報の収集・整理と内容確認
◇調査工程・方法などの概要検討
◇協力者との調整を経て実施計画策定

食文化再現調査 ＊③
◇試食会開催
◇レシピ作成
◇山菜および収穫物の保存、貯蔵
◇食文化に関する聴き取り調査
◇文献調査（近世以前/明治・大正期/昭和期）
◇伝統的生活用具の製作と実際の作業での

試行
◇イオルチセでの展示と普及事業での活用
◇生活用具再現マニュアルの作成

調査結果取りまとめ ＊⑤

現地調査 ＊① ◇整備作業･播種作業 （ともなう儀礼）
◇川洲畑や往時の環境などについて聴き取り

調査
◇管理作業、動物対策

収穫関連作業 ◇収穫時期の見極め
◇収穫準備および収穫
◇収穫後の処理・保管

試験適地選定 ＊① ◇適地選定のための事前現地調査
◇試験地の選定および確認現状

■３-生活文化現地調査の計画基本フロー

伝統的農法の情報収集 ＊④
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０１◆試験地選定の土壌調査 ０２◆体験者指導による耕耘作業の様子 ０３◆体験者指導による播種体験学習の実施 ０４◆豊糠川洲畑整備作業

０５◆山菜の採取作業 ０６◆山菜の乾燥作業 ０７◆モニタリング調査 ０８◆伝統農具での収穫体験学習の実施

０９◆食文化試行（調理作業） １０◆食文化試行（試食会の実施） １１◆雑穀畑整備（堆肥混入） １２◆伝統的生活用具製作

３‐生活文化現地調査　～この分野の作業概況～

Ａ◆＝川洲畑栽培マニュアル（案）に基づき、栽培に適した条件整理に向け、川洲畑実証試験を行い、川洲畑を利用した体
験学習の実施を行う。また、収穫物を利用したアイヌ文化期の食文化等の再現を行う。
Ｂ◆＝①【現地調査】 川洲畑栽培マニュアル（案）に基づき、栽培条件に適した条件整理に向け、実証試験の適地選定、事
前準備及び栽培試験を行う。
②【モニタリング】 川洲畑現地調査状況把握のためのモニタリングを行う。
③【食文化再現調査】 調査結果を基に、アイヌ文化期の食事についての再現（調理）を行う。
④【調査結果とりまとめ】 調査結果をとりまとめる。これまでの調査結果を基に川洲畑調査マニュアル(案)を更新する。

Ｃ◆＝★伝統的生活文化とその環境について探求するための民族(民俗)学的実験として主に食物栽培に取り組み、その成

果を多角的に検証・分析しつつ、食文化もふくめて今日的な活用を促進する。

H28年度
A◆＝目的・課題
B◆＝業務項目と

内容・方法
C◆＝今年度
重点事項
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生活文化現地調査 

   

      

      

      

      

      

                       

 ■目次 【ⅰ】     ①紫雲古津左岸での現地調査と結果の分析 【27】  

        ａ）試験適地選定と事前現地調査 【27】  

 ■概括       ｂ）作付け種子の選定と作付図の作成 【27】  

 ◎目的／課題、調査方法、年間作業工程、経過、成果、課題 【ⅱ】      ｃ）整備・播種作業に係る作業工程 【28】  

 ◎作業状況―写真による業務説明 【ⅲ】      ｄ）生育状況に係る管理作業の記録と結果 【28】  

        ｅ）紫雲古津左岸試験畑での管理作業のまとめ 【28】  

 ■調査の成果    ｆ）紫雲古津左岸試験畑での試験結果のとりまとめ 【29】  

  Ａ．基本概念 【１】     ②プロジェクト＜ＳＡＲ＞の観点から調査・研究と試行を深める取り組み 【30】  

 ア）川洲畑現地調査における基本となる考え 【１】  ③川洲畑栽培試験年度別一覧表 【31】  

 イ）川洲畑栽培試験計画基本フロー   【２】   ④データの整理と分析および次年度の課題 【32】  

 Ｂ. 現地調査 【３】   イ）生活用具作成に関するまとめ 【33】  

 ア）試験適地選定と事前現地調査 【４】  ①生活用具作成工程のまとめ 【33】  

 イ）現地調査事前準備 【７】  ②作成した生活用具一覧 【34】  

 ①作付種子の選定および確保 【７】     ③今年度の成果と次年度の課題 【35】  

 ②作付計画の作成 【７】  Ｆ. 今後の課題 【36】  

 ウ）整備・播種作業に係る作業工程 【９】  ア）次年度に向けた川洲畑試験候補地の選定 【36】  

 ①紫雲古津試験畑での整備作業と播種作業 【９】    イ）各試験畑および二風谷雑穀畑における次年度の課題のまとめ 【36】  

 ②豊糠試験畑での整備作業と播種作業 【10】     

 ③二風谷雑穀畑での整備作業と播種作業 【12】     

 Ｃ. モニタリング調査 【13】     

 ア）モニタリングの方法と手順 【13】     

 イ）モニタリングの作業記録 【14】        

 ウ）生育状況に係る管理作業の記録 【15】     

 ①紫雲古津試験畑、豊糠試験畑での管理作業のまとめ 【15】      

 ②二風谷雑穀畑での管理作業のまとめ 【16】  ■別添資料：川洲畑再現マニュアル Ver．2016   

 エ）収穫準備および収穫作業 【17】     

 オ）試験結果のまとめと分析 【18】     

 ①紫雲古津試験畑、豊糠試験畑における試験結果のとりまとめ 【18】  ■関連資料（電子データ版のみに所収）   

 ②二風谷雑穀畑における試験結果のとりまとめ 【20】   ○紫雲古津試験畑、豊糠試験畑、二風谷雑穀畑の生育状況と 【関連資料-①】  

 Ｄ. 食文化再現調査 【22】  管理作業の記録   

   ア）Ｈ27年度、実施した食文化試行のまとめ 【22】  ○Ｈ28年度、食文化試行レシピ 【関連資料-②】  

 ①食文化再現試行とレシピのまとめ 【23】  ○聞き取り、文献情報年代表 【関連資料- 】  

    イ）山菜および収穫物の保存・貯蔵作業 【25】  ○プロジェクト＜ＳＡＲ＞課題についての調査 【関連資料- 】  

  ①雑穀・穀物等の保存・貯蔵作業の手順のまとめ 【25】  ○Ｈ28年度山菜の保管・貯蔵の手順 【関連資料-⑤】  

     ②山菜等の採取と保存・貯蔵作業の手順のまとめ 【26】  ○Ｈ28年度雑穀、穀物の収穫の手順 【関連資料-⑥】  

  Ｅ.生活環境再現調査 【27】  ○Ｈ28年度雑穀、穀物の保管・貯蔵の手順 【関連資料-⑦】  

    ア）プロジェクト＜ＳＡＲ＞および調査のまとめ 【27】     
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体験者と共に行うことにより、的確なアド

バイスとその理由を知ることが出来ます。 

また、作業を通じて当時の川洲畑の様子や

生活文化、周辺の環境など、把握することに

も重点をおいています。 

ウ）整備・播種作業に係る作業工程  

作付計画に基づき、選定した各試験畑において今年度実施した播種作業に伴う一連の作業についてまとめました。 

  ①紫雲古津試験畑での整備作業と播種作業 

   かつて、紫雲古津で行われていた川洲畑の体験者とともに、紫雲古津試験畑において播種作業に伴う儀礼ならびに整地と 

播種作業の現地指導をしていただき、室蘭開発建設部沙流川ダム建設事業所と苫小牧河川事務所の方々との合同作業を実施しました。 

（防鳥ネット張りについては、時間の都合上当日には行えなかったため、後日設置しました。） 
 

 

 

 

      
協力者との現地での相談  畑までの経路の草刈り 事業所へ作業の説明  事業所職員による荒起こし 

 

事業所職員による昔のアイヌの 

農耕器具での筋付け 

 

畑の周囲に杭を立て倒伏防止に 

支えを付ける 

      
選定箇所の土壌の調査 樹木の伐採と除去   カムイノミ（神への祈り）準備・ 

アペワリ（火おこし） 

川洲畑体験者の指導による畝切り  付けた筋に均一に播く 作付範囲の１ｍ外側に杭を打つ 

           

  選定箇所に杭を打ち込み 

面積を測定 

刈った草や笹等の除去  協力者との豊作祈願のカムイノミ 事業所職員による伝統的な 
農耕用具での畝切り 

播種したところ 杭の間にロープを張る 

 

 

    

作付方法の相談  畑使用範囲のテーラー掛け  畝間を測り 

畝の先頭に杭を打ち込む 

種の上に軽く覆土して完成 防鳥ネットをロープに乗せ 

全体に広げる 

 

 

  
 

 

伐木が必要な木の選定 整備完了 チェホﾛカケﾌﾟイナウ（逆さ削りの御

幣）を川原に立てる 

水糸を張った状態 試験畑表示の看板を設置 完成 

  

試験畑選定 

 

事前整備 播種作業に伴う儀礼 荒起こし、畝切り 播種・覆土 

 

ネット張り 

 

※播種作業に伴う儀礼については、１-精神文化保全対策に関する調査を参照してください ＊当日の記録作業〔カメラ：藤川、ビデオ：山本ＩC：鍋澤さん〕 
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イ）モニタリングの作業記録  

ここでは、入力後のシートの整理状況を提示します。記録の詳細は、関連資料（電子データ版のみ所収）の各試験畑の生育状況と管理作業記録を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

モニタリング時に対応できない事項については、必要に応じて実施した環境整備の際に対応します。 

 

○紫雲古津試験畑○ モニタリング後

や管理作業後に 

記録を整理した

シートです 

次年度の作業の

目安や参考にも

なります 

作付面積 

モニタリング日

の畑の様子 

畑の土壌・土質 

畝の全長 

施肥条件 

畑の配置図 

播種日 

播種方法 

播種量 

種類ごとの 

生育状況 

管理作業の内容 

調査メモ 

○豊糠試験畑○ 

○紫雲古津左岸試験畑○ 

畑ごとにシートを作

成し、記録を整理し

ています。 

各畑ごとに、モニタリングシートに生育状況など

を詳細に記録しました。 

今年度は左岸側にも

試験畑を作成して記

録と整理をしまし

た。 
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オ）試験結果のまとめと分析  

  ①紫雲古津試験畑、豊糠試験畑における試験結果のとりまとめ 

紫雲古津試験畑ならびに豊糠試験畑で行った栽培試験の結果を次年度以降の調査に活かせるよう整理しました。今年度（Ｈ28 年度）は、紫雲古津・豊糠に両地区に同じ面積を使用し同じ量の種子を播種   

することにより比較試行を行ないました。 

 

◎紫雲古津試験畑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎豊糠試験畑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月 20日（播種） ５月 27日 ６月 21日 ７月 15日 ８月 18日 ８月 24日 10月 18日（収穫） 

紫雲古津 

試験畑 

       

特記 

事項 

鍋沢さんの指導のもと、播

種行った播種作業。 

生え切れはあるが全てに発芽

を確認。 

 

生え切れがあるがほぼ順調

に生育している様子。 

 

品種によって差があるが、

順調に生育している様子。 

 

順調に成長し、青い穂がな

り始めている様子。 

 

試験畑への入口に水が溜ま

っていて観察も不可能な状

態。 

 

わずかではあるが、実っていた作

物を収穫した。 

 ５月 20日（播種） ５月 27日 ６月 21日 ７月 21日 ８月 15日 ９月 14日 10月 14日（収穫） 

豊糠 

試験畑 

       

特記 

事項 

貝澤さんの指導のもと、播種

した様子。 

生え切れはあるが全てに発芽

を確認。紫雲古津より小さい。 

 

順調に生育している様子。 

 

紫雲古津試験畑に比べやや生

育が遅いが順調な様子。 

 

台風の予報をうけ、倒伏防

止のロープを巡らした状

態。 

生育は良好。ピヤパ（ヒエ）

とシプㇱケプ（イナキビ）は

実り良く、刈り取り時期。 

ムンチロ（アワ）は丸々と太り

実入りの多い穂の収穫が出来

た。 

豊糠試験畑にも降水量の増加による影響は現れました。近くの沢水が

一面に流れ込み、沢に近い防鳥ネットと杭が畑内部に向かって倒れ込

む状態が見られました。沢に近いソンパ（ソバ）一列がネットに押さ

れて斜めになっていましたが、支えを補強し立て直すことで、作物へ

のダメージはわずかなものとすることができました。 

 

今年度の紫雲古津試験畑は、例年にない降水量の増

加に伴う河川の氾濫により、試験畑一面に多くの泥

が乗り作物が倒れ伏す状態となりました。成長途中

の時期であったため、最終的にわずかに収穫はしま

したが、ほぼ実入りの不十分な状態でした。 

試験地より上の草地まで水位が上が

った跡がわかる。（８月 24 日） 
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①食文化再現試行とレシピのまとめ  

   今年度（Ｈ28 年度）までに実施した食文化再現調査と試みたメニューについて、レシピ（調理方法）として作成しました。 

試行する際は、これまでの聴き取り調査で把握した情報などをもとに、昔の方々の知恵や工夫などを参考に試行しています。今後も地域やたくさんの方々に活用してもらえるよう、表紙や目次を作成し、

関連資料「食文化試行レシピ」としてとりまとめました。 

◎食文化試行レシピの表紙と目次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎食文化試行レシピの見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録の詳細は関連資料の「食文化試

行レシピ」を参照してください。 

アイヌ語・日本語 

試行日 作り方手順の写真と説明 
聴き取り、文献情報

材料／分量 

出来上がりの写真 

アイヌ語の料理名 

収穫物などを利用した 

伝統的食文化を 

再現するとともに、 

今日風な料理への 

アレンジも多様に試行し、 

レシピ集を作成しました。 

 

実際に調理等を行う際に、

手元に置きやすいよう半ペ

ージのみ印刷し、使用でき

るように編集しました。 

過年度までの情報をその

ままに、今年度行った試

行を新たに記載し、より

見やすいよう整理しまし

た。今年度更新された部

分はページ最上部に赤文

字で記載しています。 
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③今年度の成果と次年度の課題  

完成した生活用具は、２－（２）魚類の保全対策に関する調査で再現製作した伝統漁具と一緒にイオル１号チセ内に展示し、地域の方々や子供たち、来客・訪問の方々にも公開しています。 

また、食文化試行では実際に使用したり、体験学習等にも活用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      サカエナﾑテﾌﾟ（酒粥さまし）             ニマ（刳り鉢）                       チェプケリ（鮭皮の靴）  

             

今年度は、課題として挙げられていた、これまで製作した伝統農具の川洲畑・雑穀畑での活用にも積極的に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
シッタﾌﾟ（踏み鋤）での耕耘体験           アレウェマタプリプ（熊手）での地ならし        キラウシッタㇷ゚（角鍬）での筋付け           ピパ（穗摘み用貝殻）での収穫体験 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  ヤﾗムイ（樹皮の箕）を脱穀時に活用                                          イオル１号チセ内での展示と解説の様子     シシリムカ文化祭での民具展示の様子 

 

 

次年度への課題として、引き続き伝統農耕具の製作と川洲畑・雑穀畑でのそれらの実際の活用、またこれまで製作した生活用具についても実際の活用を積極的に図っていく予定です。 

 

また次年度は、これまでの製作での蓄積データをまとめた生活用具製作マニュアルの作成にも取り組んでいく予定です。 

 

 

～製作した伝統生活用具の活用～ 

夏季に一般開放するイオル１号チセ内やシシ

リムカ文化祭等に展示公開することで、伝統

文化に対する関心を高め、理解を深める普及

活動にも繋がることから、今後も継続したい

取り組みです。 
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＊○内の数字，記号はページ左の業務項目の番号に対応

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

．

①【パンフレット・ブックレット

構成検討 編集 印刷製本

データベース拡充

②【調査結果とりまとめ】 検討会などにおける報告
報告書作成

検討会または勉強会 ○ ○ ○ ○ ○

事業名 2016(平成28)年度 アイヌ文化環境保全対策事業

業務分野 ４‐文化景観の保全対策に関する調査 【想定する成果の重点】
★アイヌ語地名に関するデータベースを拡充しながら、解説パンフレットなどによる普及を促進する。工事に
伴う景観保全を、関連施策・事業と連携しながら推進する。

目的／課題
※１

<注>※１、※２の欄
には、委託契約文書
の記載事項を引用

◆既往調査結果に基づき、額平川流域のアイヌ語地名などを紹介するパンフレット及びブック
レットを作成する。

業務項目と
内容・方法
※２

①【パンフレット・ブックレット作成】
　既往調査結果に基づき、額平川流域のアイヌ語地名などを紹介するパンフレット及びブック
レットを作成する。

②【調査結果とりまとめ】
　調査結果をとりまとめる。

想定する成果
（状況/物品）

＊○内の数字、記号は上欄に対応
①⇒　Ａ：パンフレット
　　　Ｂ：ブックレット

②⇒　成果をまとめた報告書

年間作業工程
(行程）概要

業務項目

◆調査計画検討

作成】

今年度
重点事項

★アイヌ語地名に関するデータベースを拡充しながら、解説パンフレットなどによる普及を促
進する。工事に伴う景観保全を、関連施策・事業と連携しながら推進する。

作業・工程上の
留意事項

◆各分野の今年度重点事項（下欄）と、右に示す「計画基本フロー」に常に留意しながら作業を
進めるようにする。
各担当チームごとに、年間基本計画に基づきより詳細な作業計画・工程案を作成し、進捗状況に応じて
随時見直しを行いながら業務課題を遂行する。
また、各分野担当チーム間の、あるいは各グループ相互の連携・協力に努める。
アイヌ文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動及び町立博物館・
歴史館等関係機関との連携・協力の拡充を図る。

◎主・○副担当 ◎木村真奈美 ○及川直美 ／ 藤川涼子

補佐 ◇長野　環 ／ 山本　雄　　　　　［吉原秀喜］

◆データベース
拡充

◆データべ―ス拡充

■４-文化景観の保全対策調査の計画基本フロー

調査計画検討 ●担当、グループで前年度までにとりまとめられた成
果や、平取町が進めている文化的景観事業などの方
向性を踏まえ、文化景観の保全対策の方向性を検討
●今年度の目的・課題に沿った作業計画・工程を作
成

構成検討 ＊①Ａ，Ｂ

編集作業 ＊①Ａ，Ｂ

調査成果とりまとめ ＊②

印刷製本 ＊①Ａ，Ｂ ◆資料の活用による普及

◆工事箇所における
景観保全の提案

●伝承、地名など文化景観についての聴き取り、既
往研究などの情報収集
●パンフレットとブックレット、他既存マニュアル、「文
化的景観解説シート」（二風谷アイヌ文化博物館）と
の差別化、役割分担、相乗効果のための構成

●効果的な表現（文章）の検討、効果的な写真・図
の検討
●各分野の調査結果・成果の反映
●普及、啓発活動等での資料の試験的活用、
フィードバックによる再編集

◇検討会・勉強会などにおける報告
◇パンフレット・ブックレット作成
◇『報告書』作成
◇工事箇所における景観保全の提案
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０１◆チーム協議 ０２◆ブックレット・パンフレット構成の検討 ０３◆ブックレット・パンフレットの構成検討 ０４◆これまで作成した冊子

０５◆パンフレット（小冊子）作成 ０６◆ブックレット・パンフレットの作成状況 ０７◆ブックレット（冊子）作成 ０８◆額平川流域のアイヌ語地名データベース更新作業

０９◆2016年度版ブックレット（冊子） １０◆パンフレット（小冊子）の作成 １１◆冬の景観（ムイノカ） １２◆冬の景観（ポロシﾘ）

４－文化景観の保全対策に関する調査　～この分野の作業概況～

Ａ◆＝既往調査結果に基づき、額平川流域のアイヌ語地名などを紹介するパンフレット及びブックレットを作成する。

Ｂ◆＝①【パンフレット・ブックレット作成】
既往調査結果に基づき、額平川流域のアイヌ語地名などを紹介するパンフレット及びブックレットを作成する。
②【調査結果とりまとめ】
調査結果をとりまとめる。

Ｃ◆＝★アイヌ語地名に関するデータベースを拡充しながら、解説パンフレットなどによる普及を促進する。工事に伴う
景観保全を、関連施策・事業と連携しながら推進する。

H28年度
A◆＝目的・課題
B◆＝業務項目と

内容・方法
C◆＝今年度
重点事項
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４ 

文化景観の保全対策に関する調査 

   
      
      
      
      
      

                       
      ■目次 【ⅰ】       
              
      ■概括        
      ◎目的／課題、調査方法、年間作業工程、経過、成果、課題 【ⅱ】   
      ◎作業状況―写真による業務説明 【ⅲ】       
              
      ■調査の成果 【１】       
       Ａ．調査計画検討 【１】       
      ア）文化景観に関する地形・事物・事象に関わる保全対策の検討状況 【１】       
        イ）パンフレット及びブックレットの構成内容の検討 【２】       
               
       Ｂ.パンフレットの構成 【３】       
               
      Ｃ.ブックレットの構成 【４】       
              
       Ｄ.アイヌ語地名のデータベースの更新 【９】       
              
      Ｅ.今後の課題 【10】       
              
              
              
      ■関連資料（電子データ版のみに所収）        
      ○アイヌ語地名にふれてみようパンフレット：2016 年度版 【関連資料－①】       
      ○額平川流域のアイヌ語地名ブックレット：2016 年度版 【関連資料－②】       
      ○今年度、更新した額平川流域アイヌ語地名データベース 【関連資料－③】       
 ○アイヌ語地名データベース額平川流域編：2016 年度版 【関連資料－④】       
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イ）パンフレット及びブックレットの構成内容の検討 

  今年度（Ｈ28 年度）は、額平川流域のアイヌ語地名を紹介するパンフレット及びブックレットを作成するにあたり、それぞれの構成の内容等について、これまでの調査結果を踏まえ、チームで検討作業を

行いました。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

 

2008（Ｈ20）年度版より一部抜粋                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010（Ｈ22）年度版より一部抜粋 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

検討内容 方針 構成の内容や作成時に留意する点 

パンフレット 

（小冊子） 
・アイヌ語地名の全般について紹介する。 

 

・Ａ４サイズのワードで作成する。 

・アイヌ語地名に関心をもってもらえるような内容にする。 

・身近な所にアイヌ語地名があることに気付いてもらう。 

・ブックレットに注目してもらえるような内容も記載する。 

ブックレット 

（冊子） 
・額平川流域のアイヌ語地名を紹介する。 

・2010（Ｈ22）年度版の額平川流域のアイヌ語地名の冊子を基本にブックレットとする。 

・内容を充実させ、見やすくする（場所ごとに仕切っている枠に捉われないで関連する情報などを追加する、

地図番号の数字を大きくする、データベースの聴き取りや文献の情報も確認する） 

・新たな情報の追加等がしやすいように今後の編集作業のことも考えてイラストレーター（グラフック制作ソ

フト）ではなくワード（文書作成ソフト）で作成する。 

・内容を充実させるためにデータベースの情報も再確認する（聴き取り情報や文献の追加など） 

構成 

表紙 

（白紙） 

目次・参考資料 

額平川流域図・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

アイヌ語地名 川・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

アイヌ語地名 山・崖・・・・・・・・・・・・・・７ 

額平川流域にあるチャシ・・・・・・・・・・・・・９ 

アイヌ語地名を調べた人たちの紹介・・・・・・・・11 

これだけは覚えたいアイヌ語単語・・・・・・・・・13 

裏表紙 

構成 

表紙 

はじめに、目次、地図情報の見方、主な参考資料・・１ 

額平川流域のアイヌ語地名ＭＡＰ・・・・・・・・・２ 

ペッ pet・ナイ nay 川・沢・小沢・・・・・・・・・３ 

ヌプリ nupuri 山／ピラ pira 崖・・・・・・・・・・５ 

チャシ casi 柵・囲い・垣根・城・砦・・・・・・・７ 

アイヌ語地名を調査・研究した人たちの紹介・・・・９ 

アイヌ イタｸ アエラマン ロー 

（地名に関するアイヌ語を覚えよう）・・・・・・・・10 

裏表紙 

【参考】これまで対策室で作成した額平川流域のアイヌ語地名を紹介する冊子 【参考】冊子等を作成する基となるデータベース 

2008 年度版をもとに 2009 年度に改訂 

2009 年度版を 2010 年度に一部修正 今年度はこの冊子をもとにブックレットとしてバージョンアップしました 

額平川流域のアイヌ語地名の情報を集積

したデータベースをもとにパンフレット及び

ブックレットの編集作業を行いました 

アイヌ語地名データベース額平川流域編については関連資料を参照

して下さい。また、今年度更新したデータベースの関しては、Ｐ９

を参照して下さい。 

プチシンポ（報告書作成に向けた検討協

議）でＡ４版裏表で作成したパンフレッ

トをＡ３の表にし、裏には写真を付ける

という案が出され編集作業を行いました 
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Ｂ．パンフレットの構成 

  今年度（Ｈ28年度）は、チームでの協議等を踏まえ、アイヌ語地名について興味や関心をもってもらうとともにブックレットの活用を意識したパンフレットを作成しました。作成したパンフレットは次年

度以降、活用できるよう関連資料に所収しています。ここでは、作成したパンフレットの内容と見方について解説します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ３サイズ表面（点線で山折りしてＡ４サイズで使用）左側：表、右側：裏になります 
パンフレットのタイトル 

■アイヌ語地名とは 

ここでは既存の

文献を参考にア

イヌ語地名につ

いて、地図を引

用しながら分か

りやすく紹介して

います。 

Ａ３サイズ裏面（山折りした中面） 

■額平川流域のアイヌ語地名について 

ここでは、額平川流域にはアイヌ語が由来となって 

いる地名が 200 か所以上あるということを紹介し、 

ブックレットに注目してもらえるように内容を記載しま

した。 

■額平川流域のアイヌ語地名にふれてみよう 

ここでは、額平川流域のアイヌ語地名に興味や関心を

もってもらえるよう、またブックレットに注目してもらうこ

とを意識して、これまでの調査で記録した写真を活用し

て、現地に行ってみたくなるような写真を記載しました。 

◇アイヌ語地名に関する関連情報◇ 

ここでは、アイヌ語地名に興味や関心をもってもらえ

るよう「北海道遺産」や「名勝：ピﾘカノカ（美しい・形）」

にアイヌ語地名やその場所が選定されていることを紹

介しています。 

【参考文献】 

 パンフレットを作る際に参考にした文献を記載しています。 

■身近にあるアイヌ語地名 

 ここでは、アイヌ語地名が由来となっている地名が身近に

あることを知ってもらうために「別」「内」「平」を例に地名

の紹介しています。 

タイトルのアイヌ語については、平取町教育員会平取町立アイヌ

文化博物館勤務の関根さんにアドバイスをいただきました 
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Ｃ．ブックレットの構成 

  今年度（Ｈ28 年度）は、チームでの協議等を踏まえ、2010（Ｈ22）年度版の額平川流域アイヌ語地名の冊子をもとに構成は、そのままで内容の充実を意識して編集作業を行いました。編集作業については、

対策室内で回覧後、修正作業を繰り返し行い、2016（Ｈ28）年度版のブックレットとしました。作成したブックレットは、次年度以降、活用できるよう関連資料に所収しています。 

ここでは主に今年度行った修正箇所や追加した内容について整理しました。 

  

 

●表紙（左上） 

・アイヌ語のタイトルを一部変更し、アイヌ語の読み方を追加しました。 

（NOKA-PIRA RU-ORKE AYNU ITAK SIR-RA→Nokapira nay ruorke ta oka aynu sirre） 

（アイヌ語については、平取町教育委員会二風谷アイヌ文化博物館勤務の関根さんにアドバイスをいただきました） 

・写真を一部入れ替えと変更しました。写真の下に地名を追加しました。 

（ポロシﾘの位置とニオイチャシをペンケチトゥカンピラに変更） 

●Ｐ１（右上） 

・ブックレットの説明文を追加しました。 

（このブックレットは、アイヌ文化環境保全対策事業でアイヌ文化保全対策室が行っている額平川流域のアイヌ語地

名に関する情報を集約したデータベースをもとに作成しています。（＊引用している図や写真の下に出典がないもの

は、対策室がこれまで調査で記録した写真を活用しています）） 

・地図情報の見かたに凡例を追加しました。（文中の「」は情報からの原文をそのまま引用） 

・主な参考文献に聴き取りの情報の凡例を追加しました。（〈〉による情報はアイヌ文化環境保全対策事業で行

った聴き取り調査による情報です）  参考文献を五十音順に修正しました。 

●Ｐ２（左下） 

・地図番号のフォントサイズを大きくし、平取ダムの位置が分かりやすいように修正しました。 

・アイヌ語地名を正しく修正しました。 

・一部文字を修正・追加しました。（平取ダム（建設予定→建設中に修正）、至平取本町・至日高を追加） 
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Ｄ.アイヌ語地名のデータベースの更新 

 今年度（Ｈ28 年度）は、ブックレット作成の際、内容を充実させるために主にブックレットに記載のアイヌ語地名について、既存の聴き取りや文献等から情報を収集し、データベースの更新を行いました。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度、更新の際に参考にした文献や聴き取り情報の一覧 

【沙流川歴史館 2011 年『2011 沙流川歴史館特別展沙流川流域のチャシ跡』（株）総北海】 〈黒川セツさん CT20030610-001、CT20030707-001、CT20030708-001、CT20031006-001、 

CT20041020-001、CT20041027-001〉 【宇田川洋 1981 年『アイヌ伝承とチャシ』北海道企画出版センター】 

【更科源蔵 1971 年『アイヌ伝説集』「道南☆日高地方」北書房】 
〈貝澤鉄雄さん CT20040209-004、CT20041221-001、CT20041227-001、CT20050624-001、 

 CT20050721-001〉 

【北海道教育庁生涯学習部文化課 1997 年『平成８年度アイヌ民俗文化財調査報告書アイヌ民族調査 XVI（補足資料３）』北海道教

育委員会】 

〈木村サエ子さん CT20040715-001〉 〈木幡サチ子さん CT20050618-001〉 

〈Ｃａさん CT20050607-001〉 〈日川常吉さん CT20050818-001、CT20060123-001〉 

【吉田巌 1983 年＜第二期＞アイヌ史資料集第二巻  吉田巌著作編（二）吉田巌著『人類学雑誌』篇（下）北海道出版企画センタ－】 〈川奈野福一さん CT20050819-001〉 〈石谷清さん CT20050607-002〉 

【山本融定 1998 年『コタンを訪ねて』～沙流川・様似川・鵡川・元浦河流域の人々～】 〈村田新三さん CT20050908-001〉 〈西島達夫さん CT20040205-005〉 

【貫気別郷土誌編集委員会 2007 年『郷土誌貫気別』貫気別自治会】 〈貝沢鉄雄さん CT20060123-001〉 〈Ｄさん CT20040510-001〉 

【荷負自治会 1988 年『郷土誌におい』-ダムに沈む沙流川のほとりにて-北海道出版企画センター】 〈村田新三さん CT20050908-001〉 〈萱野茂さん CT20040203-002、CT20060123-001〉 

【社団法人北海道ウタリ協会平取支部 1999 年『平取支部 50 年の歩み』平取支部設立 50 周年記念誌編集委員会（株）青羚社】 〈木村よしゑさん CT20040614-001〉 
〈貝澤留治さん・木村繁美さん・貝澤猛さん

CT20050617-001〉 

【沙流川流域史調査団 1961 年『北海道沙流川流域史調査概報（第一次）』】 〈木村あいこさん CT20040709-001〉 〈Ｐａさん・Ｑａさん・Ｒａさん CT20050819-002〉 

◇アイヌ語地名データベース額平川流域編：2016 年度更新版◇ 

今年度追加した聴き取りや文献情報 

（赤文字で入力＊地名箇所はわかりやすい

よう黒文字で入力） 

今年度追加した聴き取りや文献情報の 

出典（赤文字で入力） 

今年度追加した聴き取りや文献情報 

からの地名と出典（赤文字で入力） 

ブックレットで紹介しているアイヌ語地名

にはデータベースに ＊ブックレットに記

載と入力 

今年度は、３１枚のカードについて 

更新しました 
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Ｅ.今後の課題 

 今年度（Ｈ28年度）作成したパンフレットやブックレットの次年度（Ｈ29 年度）以降の活用方法をイメージ写真とともに（案）として整理しました。 
 

◎パンフレット、ブックレットの活用法 

パンフレット（小冊子） ブックレット（冊子） 

  

今後の活用法や課題など 

・関連施設（アイヌ文化情報センター、平取町立二風谷アイヌ文化博物館、イオル１号チセ等）や公共機関

（ふれあいセンター）等に設置（配布用）や展示（ラミネート版を貼る）する。 

・アイヌ文化の普及方策に関する調査で活用しながら配布する。 

・関連行事（シシリムカ文化祭等）や関連事業での展示や設置、配布をする。 

・地域の人たちに活用してもらい、アイヌ文化の普及に繋げてもらう（平取町のツアー等での活用）。 

・パンフレットの英語版の検討。 

・関連施設（アイヌ文化情報センター、平取町立二風谷アイヌ文化博物館、イオル１号チセ等）や公共機関

（ふれあいセンター）等に設置する（ページ数が多いので閲覧用として）。 

・アイヌ文化の普及方策に関する調査で活用しながら配布する。 

・関連事業や行事等（シシリムカ文化祭等）での展示を検討する（ページ数が多いので閲覧用として）。 

・地域の人たちに活用してもらい、アイヌ文化の普及に繋げてもらう（平取町のツアー等での活用）。 

・ブックレットの英語版の検討。 

 

 

 

                                                                      

       
 

関連施設や公共施設での設置イメージ   アイヌ文化の普及方策に関する調査での活用     平取町のツアーでの活用イメージ    関連行事や関連事業での展示・設置・配布                           

                    イメージ                                        イメージ 

                                                                                          リーフレット英語版 

活用法や取り組みイメージ 
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＊○内の数字，記号はページ左の業務項目の番号に対応

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①【アイヌ文化体験プログラム 企画・試行・総括・是正措置（Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａ）の循環

②【アイヌ文化体験プログラム

試行】

④a【コンテンツ作成】 調査業務の成果を活用した普及・啓発資料(教材)作成

④b【調査結果とりまとめ】 プログラム集作成

 検討会などにおける報告
報告書作成

○ ○ ○ ○ ○

事業名 2015(平成27)年度 アイヌ文化環境保全対策事業

業務分野 ５‐アイヌ文化の普及方策に関する調査 【想定する成果の重点】
★事業各分野における既往の成果を文化資源として活用する方策を学・社両分野で検討、プログラム化・コ
ンテンツ化を図り、その試行・具現・普及を促進し、深化させる。

目的／課題
※１

<注>※１、※２の欄
には、委託契約文書
の記載事項を引用

◆アイヌ文化体験プログラム（案）を作成し、町内小中学校等を対象に体験学習等を実施す
る。

①【アイヌ文化体験プログラム作成】
　体験学習を実施するために、関係機関から意見・感想等を収集し試行プログラムの作成を行
う。
②【アイヌ文化体験プログラム試行】
　伝統的漁法や川洲畑再現調査と連携し体験学習の実施や町内小中学校を対象としたプログラム
を実施する。
③【調査結果とりまとめ】
　調査結果をとりまとめ、アイヌ文化の普及方策のための基礎資料を整理する。

想定する成果
（状況/物品）

＊○内の数字、記号は上の欄に対応
①⇒　各分野既往調査の成果を活かした試行プログラム集
②⇒　各分野既往調査の成果を活かしたアイヌ文化体験プログラムの試行
　　　重点＝学校教育分野：貫気別小学校／社会教育分野：アイヌ協会青年部、イオルチセ
③ａ⇒　コンテンツ等作成と活用例提示
　ｂ⇒　①・②の成果をまとめた報告書：プログラム集（事例集）・資料集を含む
　ｃ⇒　用具類のイオルチセにおける展示・貸出

年間作業工程
(行程）概要

業務項目

◆調査計画検討

作成】

検討会または勉強会

今年度
重点事項

★事業各分野における既往の成果を文化資源として活用する方策を学・社両分野で検討、プ
ログラム化・コンテンツ化を図り、試行・具現・普及を促進し、深化させる。

作業・工程上の
留意事項

◆各分野の今年度重点事項（下欄）と、右に示す「計画基本フロー」に常に留意しながら作業を
進めるようにする。
各担当チームごとに、年間基本計画に基づきより詳細な作業計画・工程案を作成し、進捗状況に応じて
随時見直しを行いながら業務課題を遂行する。
また、各分野担当チーム間の、あるいは各グループ相互の連携・協力に努める。
アイヌ文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動及び町立博物館・
歴史館等関係機関との連携・協力の拡充を図る。

◎主・○副担当 ◎山本　雄 ○菊地みづき＊２／加藤拓夫＊２／川奈野弘美／藤川涼子

補佐 ◇長野　環 ／ 木村真奈美　　　　　［吉原秀喜］＊２は産休・育休に伴う担当代理

＜３つの方向での作業＞

★１＝学校教育分野
プログラムの深化

★２＝コミュニティ（地域・民族）の
中での広がり

★３＝各分野における成果を
活用した多様な協働

◆事業成果全般を見わたし、
各分野の成果を活かした
取組を促進・調整・協働

■５-地域文化保全対策調査の計画基本フロー

調査計画検討
●担当、グループで前年度までにとりまとめられた成果や検
討会で確認された事項や方向性をふまえ、保全対策の取り
組みイメージを把握
●今年度の目的・課題に沿った作業計画・工程を作成

●進捗状況に応じて随時見直しを行いながら作業課題を

遂行

保全対策試行調査 ＊①

意向調査 ＊②

プログラム化 ＊③

コンテンツ・活用例提示 ＊④

●試行調査準備作業

◇対象とするケースを想定

◇試行内容・方法を検討

◇各分野の成果の確認

◇各分野・関係機関との調整

◇プログラム原案作成

◇活用素材の確保、教材・補助資料の作成

◇実施場所の確認、整備等

⇒ 試行調査実施

●試行実施前
◇調査対象者（協働主体)から意向を把握
←ヒアリング・協議・アンケート

●試行実施後

◇調査対象者（協働主体)から感想・意見把握

←ヒアリング・協議・アンケート

●プログラム・資料作成

◇試行調査・意向調査の結果をもとにプログラムを作成

＋ プログラムに伴う資料(補助教材等)作成

●各分野における成果の活用

◇各分野における成果・既存資料（プログラム

等）活用事例の検討・選択等の調整

◇プログラム事例集の作成・配布⇒ 活用

●アイヌ文化保全対策事業と保全対策室の活動につい

ての広報（地位的な認知、理解の促進）

◇普及・啓発資料の作成

◇ＨＰ開設など発信ツールの開発・整備

◇「協働」を通じての理解の促進

◇検討会・勉強会などにおける報告

◇『報告書』作成

企画・試行・総括・是正措置（Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａ）の循環に留意

調査結果とりまとめ
＊④ｂ
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０１◆チーム協議 ０２◆調査業務紹介リーフレットの設置と配布 ０３◆貫気別小学校での試行に向けた意向調査 ０４◆貫気別小学校での試行（カリﾌﾟペカﾌﾟ体験）

０５◆貫気別小学校での試行（シト作り） ０６◆貫気別小学校での試行（アイヌ語かるた遊び） ０７◆地元の工芸家の協力による試行（アイヌ文様） ０８◆貫気別小での試行に向けた担任の先生と打合せ

０９◆ＮＨＫ文化センターのツアーの受け入れ １０◆平取アイヌ協会青年部との協働（ウレｸレク） １１◆チセでの試行（アイヌの子供の遊び体験） １２◆シシリムカアイヌ文化祭での展示

５－アイヌ文化の普及方策に関する調査　～この分野の作業概況～

Ａ◆＝アイヌ文化体験プログラム（案）を作成し、町内小中学校等を対象に体験学習等を実施する。
Ｂ◆＝①【アイヌ文化体験プログラム作成】
体験学習を実施するために、関係機関から意見・感想等を収集し試行プログラムの作成を行う。
②【アイヌ文化体験プログラム試行】
伝統的漁法や川洲畑再現調査と連携し体験学習の実施や町内小中学校を対象としたプログラムを実施する。
③【調査結果とりまとめ】
調査結果をとりまとめ、アイヌ文化の普及方策のための基礎資料を整理する。
Ｃ◆＝★事業各分野における既往の成果を文化資源として活用する方策を学・社両分野で検討、プログラム化・コンテ
ンツ化を図り、試行・具現・普及を促進し、深化させる。

H28年度
A◆＝目的・課題
B◆＝業務項目と

内容・方法
C◆＝今年度
重点事項

53



 

   

５ 

アイヌ文化の普及方策に関する調査 

   

      

      

      

      

      

                       

 ■目次 【ⅰ】   Ｄ．今後の試行に向けた事前準備 【27】  

      ア）アイヌ文化環境保全対策事業の紹介リーフレットの更新 【27】  

 ■概括     イ）対策室にある展示物の一覧 【28】  

 ◎目的／課題、調査方法、年間作業工程、経過、成果、課題 【ⅱ】     

 ◎作業状況―写真による業務説明 【ⅲ】   Ｅ．今後に向けた課題 【29】  

      ア）平取町の学校教育分野での取り組みにおける課題 【29】  

 ■調査の成果      ①貫気別小学校での５年間を通じて取り組んだ試行のまとめ 【29】  

  Ａ．試行調査 【１】    ②町内の小中学校での取り組みにおける課題 【31】  

 ア）貫気別小学校での試行 【１】    イ）調査成果を活用した取り組みでの課題 【31】  

 ①今年度の試行に関する経緯のまとめ 【１】    ウ）次年度以降に向けた調査業務の広報やアイヌ文化の普及の方策 【34】  

  ②３・４年生で試行したプログラムの概要 【２】     

 ③３・４年生で試行したプログラムの実施状況 【２】     

    ④今年度の振り返りと来年度の試行について 【13】     

  ⑤生徒からの意見・感想の収集と今後の課題 【13】     

   イ）平取アイヌ協会青年部主催の活動での試行 【19】     

 ウ）一般の方々を対象としたチセ（家）での試行 【20】     

 エ）NHK 文化センター新さっぽろ教室主催のツアーでの試行 【21】     

 オ）シシリムカアイヌ文化祭での試行 【22】  ■関連資料（電子データ版のみに所収）   

   カ）調査成果を活用したその他の試行 【24】  ○貫気別小学校での試行において使用した資料 【関連資料-①】  

   キ）アイヌ文化環境保全対策事業についての広報・普及の試行 【24】  ○調査業務の紹介リーフレット（日本語版・英語版） 【関連資料-②】  

    ○アイヌ文化体験プログラム（案）2015 年度版 【関連資料-③】  

  Ｂ．意向調査 【24】  ○アイヌの昔の子どもの遊びの遊び方と利用植物 【関連資料-④】  

   ア）平取アイヌ協会青年部長への意向調査 【24】  ○阿寒アイヌフードシンポジウムで使用した発表スライド資料 【関連資料-⑤】  

        

  Ｃ．事例調査 【25】     

   ア）地域で行われたアイヌ文化関連の講座についての事例調査 【25】     
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  ②３・４年生で試行したプログラムの概要 

   今年度（Ｈ28年度）作成した年間計画（案）をもとに学校と調整し、計画・内容を見直しながら実施しました。年間を通じて実施した３・４年生のプログラムの概要を提示します。 

                                      

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

打合せ日 13日 ６日 17日 11日 22日 13日 25日 18日 15日 20 日 13日 ― ７日 

実施（授業）日 ― 13日（金） 24日（金） 15日（金） 26日（金） 21日（木） 28日（金） 25日（金） 16日（金） 24日（火） 17日（金） 24日（金） ― 

内 
 

容 

担
任
の
先
生
と
の
打
合
せ
（
意
向
調
査
） 

ガ
イ
ダ
ン
ス
と 

カ
リ
プ

ペ
カ
プ

（
輪
差
し
）
体
験 

イ
コ
ク
ッ
タ
ラ

（
オ
オ
イ
タ
ド
リ
）
の
笛
遊
び
、 

ウ
ト
ゥ
カ
ン
ニ
（
ミ
ズ
キ
）
の
く
さ
り
遊
び
、 

コ
ロ

コ
ニ
（
ア
キ
タ
ブ
キ
）
の
ひ
し
ゃ
く
作
り 

伝
統
料
理
体
験
、 

イ
ユ
タ
（
搗
き
物
）
体
験 

（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
利
用
） 

的
作
り
と 

シ
ノ
ッ
ポ
ン
ク
（
遊
び
の
小
弓
）
遊
び 

セ
イ
ピ
ラ
ッ
カ
（
貝
下
駄
）
作
り
と
遊
び
① 

セ
イ
ピ
ラ
ッ
カ
（
貝
下
駄
）
作
り
と
遊
び
②
、 

ウ
コ
・
カ
リ
・
カ
チ
ュ
（
ケ
ン
玉
遊
び
） 

作
り
と
遊
び 

ア
イ
ヌ
語
、
ア
イ
ヌ
語
地
名
、
ア
イ
ヌ
の
お
話 

ア
イ
ヌ
語
カ
ー
ド
作
り
と
か
る
た
遊
び 

ア
イ
ヌ
文
様 

冬
の
遊
び
体
験 

ア
イ
ヌ
文
化
学
習
発
表
会 

今
年
度
の
学
習
に
つ
い
て
の
意
向
調
査 

時間 ― ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 １時間 ― 

実施場所 
アイヌ文化情

報センター 

貫気別小 

（音楽室） 

貫気別神社

（境内） 

貫気別小 

（調理室） 

貫気別小 

（体育館） 

貫気別小 

（図書館、 

玄関前） 

貫気別小 

（玄関前、 

校庭） 

貫気別小 

（図書館） 

貫気別小 

（音楽室） 

博物館 

北の工芸 

つとむ 

貫気別小 

（校庭） 

貫気別小 

（音楽室） 
貫気別小 

移動手段 ― ― 徒歩 ― ― ― ― ― ― バス ―  ― 

小学校でのまと

め作業 
                                                           まとめ作業（約 10時間） 

 

  ③３・４年生で試行したプログラムの実施状況 

   今年度（Ｈ28年度）試行した、アイヌ文化学習の状況を提示します。次ページから、１回の試行を１ページにまとめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日の試行（授業）の様子 

当日の試行（授業）の内容と時間配分 
試行（授業）までの主な準備作業 

試行（授業）のために準備した物品 

（上段：対策室が準備） 

（下段：小学校が準備） 
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◇ 第１回試行 ５月 13日（金） ５・６時間目（13:30～15:05）  実施場所：音楽室、校庭 

 

時間 内容：ガイダンスとカリﾌﾟペカﾌﾟ体験 備考 

 

５時間目 

13：30～ 

 

 

 

 

13：45～ 

 

 14:15～ 

 

６時間目 

14：20～ 

 

 

 

 

 

 

14：55～ 

 

 

15：05 

 

（音楽室集合） 

●ガイダンス 

・あいさつ 

・アイヌ文化保全対策室の紹介 

 

●DVD観賞 

・『ヘカッタﾗ シノッ【子どもたちの遊び】』 

 

＜休憩＞ （音楽室→玄関前に集合） 

 

●カリﾌﾟペカﾌﾟを使った遊び体験  【約 30分】 

・素材・作り方の紹介 

・遊びの実演 

・遊び体験 

・遊びに使った用具の片づけ 

 

（校庭→音楽室に移動） 

 

●感想シート記入 

 

 

●授業終了 

 

 

【約 20 分】 

 

 

 

【約 25 分】 

 

 

（５分） 

 

【約 30 分】 

 

 

 

 

 

 

 

【約 10 分】 

 

準備したスライド（パワーポイント） 

を使用 

 

 

 

DVDは 25分間で見れるところまで視聴 

 

 

 

 

カリﾌﾟ、カリﾌﾟペカﾌﾟ、ブドウヅルを準備 

 

校庭に散らばって遊びの体験 

対策室スタッフもそれぞれグループに 

つくような形で補助 

 

 

 

 

実施状況 

 
 
 

       
 

    今年度の授業の紹介     カリﾌﾟとカリﾌﾟペカﾌﾟの解説            校庭での遊びの体験 

 

 

 

 

・第１回試行の内容検討（４月 19日～） 

・担任の先生との事前打合せ（５月６日） 

・チーム協議（５月９日） 

・遊び材料の確認、カリﾌﾟ（つる輪）の補修 

（５月 10日） 

・視聴予定のＤＶＤの確認 

（５月 12日） 

 

 

◇対策室 （記録含め、７名で対応） 

ノート PC １台 

プロジェクター １台 

スライド資料データ （PC内） 

イランカラﾌﾟテシール（生徒へ配布用） ７枚 

スピーカー １セット 

『ヘカッタﾗ シノッ【子どもたちの遊び】』 １冊 

カリﾌﾟ（つる輪） ２０個 

カリﾌﾟペカﾌﾟ（輪差し） 4個 

ブドウヅルの枝 1つ 

感想シート（配布資料） 7枚 

  

 

◇小学校 

移動式スクリーン １つ 

延長コード １巻 

  

 

カリﾌﾟの補修 

○主な準備作業 

○当日準備したもの 
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イ）平取アイヌ協会青年部主催の活動での試行 

平取アイヌ協会青年部（以下、青年部）が主催したウレｸレク～風の谷の響～という活動において、昨年度（Ｈ27年度）に引き続き、今年度（Ｈ28年度）も青年部より「アイヌのこどもの遊び体験」と

当日の記録作業の依頼を受け、補佐として参加しました。この青年部の活動は、地域の方々や一般の方々を対象にアイヌ文化の普及として行われているもので、今年度で６年目となります。 

青年部から提示された当日の動き・各担当者・タイムテーブル 
 

アイヌのこどもの遊び体験：会場の様子 

 

  

アイヌのこどもの遊びに使用した用具一覧 

用具名 数量 用具の所在場所 
配置人数 

遊び指導 記録 

シノッポンク（遊びの小弓） 

ク（弓）  ５本 アイヌ文化保全対策室 

青年部：１名／対策室：１名 

カメラ１名 

カメラ１名 

アイ（矢） 30本 アイヌ文化保全対策室 

ヤリカヨﾌﾟ（矢筒）  １個 アイヌ文化保全対策室 

カリﾌﾟペカﾌﾟ（輪差し） 
カリﾌﾟ（つる輪） 15本 アイヌ文化保全対策室 

青年部：１名／対策室：１名 カリﾌﾟペカﾌﾟ（輪差し）  ３本 アイヌ文化保全対策室 

ウコ・カリ・カチュ（ケン玉遊び） ウコ・カリ・カチュ 10本 アイヌ文化保全対策室 

イコクッタﾗ（オオイタドリ）の笛 イコクッタﾗの茎 10本 現地採取（青年部採取） 青年部：１名／対策室：１名 

切り絵 

下絵した色付コピー用紙 ５種：各 100枚 

平取アイヌ協会青年部 青年部：１名／対策室：１名 カメラ１名 はさみ  10個 

クリアファイル 100枚 

当日までの 

主な準備作業 

                       

【ウコ・カリ・カチュ(ケン玉遊び)体験の様子】 

【切り絵体験の様子】 

【シノッポンク(遊び 

の小弓)体験の様子】 

【カリﾌﾟペカﾌﾟ(輪差し)・カリﾌﾟ(つる輪)の体験の様子】 【イコクッタﾗ(オオイタドリ)の笛体験の様子】 

青年部が作成した広報用ポスター ◎当日の会場の配置図◎ ◆対策室スタッフは、主に遊び方や作り方を実演

しながら指導を行い、参加者に体験してもらい

ました。 

当日は天候が安定していな

かったため、シノッポンク、

カリﾌﾟペカﾌﾟ・カリﾌﾟの体

験は、雨の様子を見ながら

行いました。 

（当日の準備作業） 
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ウ）一般の方々を対象としたチセ（家）での試行 

昨年度（Ｈ27年度）に引き続き、今年度（Ｈ28年度）も各分野で制作した生活用具や採取した素材等を展示している平取地域イオル再生事業１号チセ（家）を開放して、一般の方々を対象に試行調査を

行いました。試行の際には、アイヌの昔の子どもの遊びの体験やチセ内の展示物を見学してもらい、来訪者へ対応しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●試行を行う際の事前準備 

 

                  
     

                                             
 

チセ内の展示物について

は、P.28 にまとめています 

チセ内の掃除 

遊び用具の修理・作成 

情報センター内の看板に、チ

セを開放している旨を掲示し

ました。 

「アイヌの子どもの遊びを体

験できます」と表示した看板

を設置しました。 

アイヌの昔の子どもの遊び体験の様子            

イコクッタﾗ（オオイタドリ）の笛      シノッポンｸ（遊びの小弓）    カリﾌﾟ（つる輪）・カリﾌﾟペカﾌﾟ（輪差し） ウコ・カリ・カチュ（ケン玉遊び） 

 

 

 

 

 

展示物の見学の様子 

 調査員による展示物の解説 

 

◆主に遊び方や作り方の指導を実践し、体験してもら

いながら素材（植物）などを、学んでもらいました。 

◆主に展示物の利用法や使用法を説明しながら素材

（植物）などを、学んでもらいました。 

チセ開放日 

来場者数（人） 

午前 午後 
合計 

大人 子供 大人 子供 

８/10（水） １ ０ ４ ２ ７ 

８/12（月） 30 17 22 11 80 

８/13（土） 15 22 23 15 65 

８/14（日） 33 ３ 31 10 81 

８/15（月） 15 ７ 17 ４ 39 

計 ５日間 95 49 97 42 272 

チセの開放時間 

・８月 10日/12日/15日は、10時～15時 

・８月 13日/14日は、９時 30分～16時 30分 

 

試行の際に展示した調査員の私物、配布資料 

トンコリ（弦楽器の一種）１ （調査員の私物） 

エムシ（刀）１ （調査員の私物） 

アイヌ文化環境保全対策事業紹介パンフレット（日本語版、英語版） 

Ａ４プリント アイヌ語に触れてみよう 
Ａ４プリント 名刺・動詞        

二風谷アイヌ文化博物館提供 （配布用） 
『アイヌ民族：歴史と現在 －未来を共に生きるために－〈改訂版〉 
小学生用/中学生用』 

公益財団法人アイヌ文化振興推進機構提供 （配布用） 

 チセ内の展示物・配置については、P.28をご覧ください。一覧としてまとめています 
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エ）NHK 文化センター新さっぽろ教室主催のツアーでの試行 

今年度（Ｈ28年度）は、６月に NHK文化センター新さっぽろ教室が主催する「植物探訪 野の花と樹木めぐり」ツアーの中で試行を行いました。４回ある講座のうち、３回目で平取・ニセウ周辺を探訪

されました。講師は、三木昇氏（北ノ森自然伝習所主宰）です。三木氏には、７分野でもこの事業に携わっていただいています。ツアーの中では、芽生のフットパス予定ルート、植物保全区Ｓ－０５を見

てもらいました。見学の際には、今までに作成したパンフレットやマニュアル等を活用し、対策室スタッフも解説や対応を行いました。 

プログラム 実施状況 

 
 

 
◆ 二風谷ダム管理所での対岸の見学の様子 ◆           ◆ オキクﾙミのチャシの見学の様子 ◆ 

                 
 

 
◆ 幌毛志・舟のへさき（ロクンテウエトゥ）の見学の様子 ◆ 

     
 

◆ 芽生・フットパス予定ルートの見学の様子 ◆ 

          
◆ 植物保全区Ｓ-05：アイヌ民族植物園（仮称）見学の様子 ◆ 

          

当日、配布して活用した資料等 

  

                                                                          

「アイヌ民族・文化とクマ」 

（雑誌モーリーNo.28より） 
芽生地区のマップ 平取町文化的景観解説シート 

（No.8,44,55,58,59,60,61） 
アンケート用紙 「植物園」のネットワークを 

めざした取り組み パンフレット 
調査業務の紹介リーフレット 

◆ルート上、また林内で、チノミシﾘの解説

をしました。 

 帰り道には、牧野の景観について解説を

しました。 

◆移動の車中では、アイヌ文化環境保全対

策事業のことや、沙流川流域のアイヌ語

地名・伝承のことなど解説し、参加者に

学んでもらいました。 

◆「植物園」のネットワークをめざした取

り組みのパンフレットを活用しな、現在

取り組んでいる栽培試験の状況、ゾーン

設定のテーマ、植物利用法等を説明し、

参加者に学んでもらいました。 

 

講師の三木

氏より、参加

者へ配布。 

景観や伝承

などの解説

時に活用し

ました。 
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＊○内の数字、記号はページ左の業務項目の番号に対応

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

◆調査計画検討 　

①【移植試験事前準備】 育苗畑整備／施肥／草刈りなど

②【移植試験地整備作業】

③④【移植試験(木本／草本)】

⑤【播種試験事前準備】 育苗畑整備／施肥／草刈りなど

⑥【播種試験(木本／草本)】

⑦【播種試験モニタリング】 播種栽培マニュアル(案)の更新

⑧【調査結果とりまとめ】  検討会などにおける報告
報告書作成

○ ○ ○ ○ ○

事業名 2016(平成28)年度 アイヌ文化環境保全対策事業

業務分野 ６-栽培実験の継続に関する調査 【想定する成果の重点】
★植物の育成･保全に関するノウハウやスキルの集積･研鑽に努め、当事業発展の基盤拡充を図りつつ、関
連諸事業と技術協力や連携を進め、地域・文化の振興に寄与する。

目的／課題
※１

<注>※１、※２の
欄には、委託契約
文書の記載事項を

引用

◆植物栽培マニュアル（案）に基づき、二風谷地区で実施中の育苗について育成管理を行う。
また、適宜植物保全モデル地区への移植を行い、モニタリングを行う。

業務項目と
内容・方法
※２

①【移植試験事前準備】 有用植物移植試験実施に必要となる事前準備（現地確認）を実施する。
②【移植試験地整備作業】 移植試験の活着率を上げるため、移植箇所付近の除草、食害防止を実施す
る。
③④【有用植物移植試験（木本③／草本④）】 有用植物（木本／草本）を対象として、植物保全モデル
地区へ移植試験を行う。
⑤【播種栽培試験事前準備】 播種栽培試験に必要な事前準備を行う。
⑥【播種栽培試験】 有用植物についての播種栽培試験を行う。
⑦【播種栽培マニュアル（案）の更新】 播種栽培試験を実施した植物について、植物栽培マニュアル
（案）の更新を行う。
⑧【調査結果取りまとめ】 各種毎に、現地での活着状況の確認や除草、食害対策等モニタリングを実施
するとともにモニタリング項目や頻度等を示したモニタリング計画(案)をとりまとめる。

想定する成果
（状況/物品）

＊○内の数字、記号は上の欄に対応
①⇒　移植試験地絞り込み周辺環境の点検・整備
②⇒　移植試験地の点検・整備
③④⇒　移植試験（未実施種中心）過程記録
⑤⇒　播種試験地絞り込み周辺環境の点検・整備
⑥⇒　播種試験（未実施種中心）過程記録
⑦⇒　播種試験結果分析、マニュアルの更新(version up／2016年版)
⑧⇒　①～⑦の成果をまとめた報告書：マニュアル最新版(食害対策を含む)

年間作業工程
(行程）概要

業務項目

検討会または勉強会

今年度
重点事項

★植物の育成･保全に関するノウハウやスキルの集積･研鑽に努め、当事業発展の基盤拡充
を図りつつ、関連諸事業と技術協力や連携を進め、地域・文化の振興に寄与する。

作業・工程上の
留意事項

◆各分野の今年度重点事項（下欄）と、右に示す「計画基本フロー」に常に留意しながら作業を進める
ようにする。
各担当チームごとに、年間基本計画に基づきより詳細な作業計画・工程案を作成し、進捗状況に応じて随時見直しを行
いながら業務課題を遂行する。また、各分野担当チーム間の、あるいは各グループ相互の連携・協力に努める。アイヌ
文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動及び町立博物館・歴史館等関係機関との
連携・協力の拡充を図る。

◎主・○副担当 ◎及川直美 ○黒川賢司 ／ 川奈野弘美　／　久保拓史

補佐 ◇貝澤耕一 ／ 山本　雄　　　　　［吉原秀喜］

◆マニュアルの継続的バージョンアップ

◆植物保全のバックヤード兼
展示・学習の場として整備

◆マニュアルの継続的バージョンアップ

◆植物保全のバックヤード兼
展示・学習の場として整備

■６-有用植物移植試験及びモニタリング調査の計画基本フロー

調査計画検討

◇移植試験実施植物を対象に、前年度取りまとめたモ
ニタリング計画に基づき調査を行う
◇月１回程度の試験地の巡回も行う
◇次年度以降の計画を作成

◇播種種の絞り込み
◇種子の採取
◇播種試験に必要な資材の確認

◇主として、これまで未実施の種を中心に行う
◇播種後必要な保護（遮光ネット）や散水を行う

植物の育成・保全とモニタリングの長期的なあり方を検討

植物の育成・保全とモニタリングの長期的なあり方を検討

移植試験地整備作業 ＊②

移植試験事前準備 ＊①

有用植物移植試験 ＊③・④

移植マニュアル(案)の整備・更新

＊⑤

播種栽培試験事前準備 ＊⑥

調査結果とりまとめ

＊⑨

昨年度までに取りまとめられた成果や検討会で確認さ
れた事項、方向性をふまえ、今年度の調査項目を整理
し、作業工程を作成

◇移植試験箇所の現地確認
◇移植対象種の状況確認
◇移植に必要な資材、機材の確認

◇移植試験箇所と周辺の除草
◇動物等の食害対策（主としてシカ）
◇融雪期に落ちた枝や、ゴミ拾い

●計画・目的に基づき必要な移植試験を行う
◇主としてこれまで未実施の種及び未実施の方法を中
心に行う
◇既存の種については、前年度に取りまとめたマニュア
ル(案)に基づき行う
◇移植後必要な保護（食害ガード。苗木については遮

◇播種試験実施植物を対象に、前年度取りまとめたモ
ニタリング計画に基づき調査を行う
◇発芽状況の確認
◇次年度以降の中・長期計画を作成

◇進捗状況については、検討会等で報告
◇今年度の試験終了後に、マニュアル（案）を更新
◇報告書作成

播種栽培マニュアル(案)の整備・更新

＊⑧

播種栽培試験 ＊⑦
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０１◆S-05圃場作業 ０２◆育苗畑２整備作業 ０３◆育苗畑２防草シート貼り作業 ０４◆育苗畑２枝払い

０５◆育苗畑２草刈り作業 ０６◆S-05圃場モニタリング作業 ０７◆平取大橋下茅試験畑モニタリング作業 ０８◆S-05鹿柵設置予定箇所の打合せ

０９◆育苗畑１整備作業 １０◆種子採取作業 １１◆混播・混植法に向けた準備作業 １２◆事業所と育苗畑２の苗木確認作業

６－栽培実験の継続に関する調査　～この分野の作業概況～

H28年度
A◆＝目的・課題
B◆＝業務項目と

目的・内容
C◆＝今年度
重点事項

Ａ◆＝植物栽培マニュアル（案）に基づき、二風谷地区で実施中の育苗について育成管理を行う。また、適宜植物保全モ
デル地区への移植を行い、モニタリングを行う。
Ｂ◆＝①【移植試験事前準備】有用植物移植試験実施に必要となる事前準備（現地確認）を実施する。
②【移植試験地整備作業】移植試験の活着率を上げるため、移植箇所付近の除草、食害防止を実施する。
③④【有用植物移植試験（木本③／草本④）】有用植物（木本／草本）を対象として、植物保全モデル地区へ移植試験を行う。
⑤【播種栽培試験事前準備】播種栽培試験に必要な事前準備を行う。
⑥【播種栽培試験】有用植物についての播種栽培試験を行う。
⑦【播種栽培マニュアル（案）の更新】播種栽培試験を実施した植物について、植物栽培マニュアル（案）の更新を行う。
⑧【調査結果取りまとめ】 各種毎に、現地での活着状況の確認や除草、食害対策等モニタリングを実施するとともにモニタリング項目や頻度等を示した
モニタリング計画(案)をとりまとめる。

Ｃ◆＝★植物の育成･保全に関するノウハウやスキルの集積･研鑽に努め、当事業発展の基盤拡充を図りつつ、関連諸事
業と技術協力や連携を進め、地域・文化の振興に寄与する。
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６ 

栽培実験の継続に関する調査 

   

      

      

      

      

      

                       

 ■目次 【ⅰ】  ｂ〉有用植物保全に関する栽培試験地Ⅱでの各試験栽培に関して 【13】  

       ｃ〉有用植物保全に関する栽培試験地Ⅱでの苗木移植に関して 【14】  

 ■概括     ｄ〉精神文化に関わる保全対象地■10カムイノミ箇所への苗木移植に関して 【17】  

 ◎目的／課題、調査方法、年間作業工程、経過、成果、課題 【ⅱ】     

 ◎作業状況―写真による業務説明 【ⅲ】  Ｅ. 木本・草本播種栽培試験 【18】  

    ア）Ｈ28年度に行った播種栽培試験概要 【18】  

 ■調査の成果   イ）種子の事前確認、採種 【18】  

  Ａ．Ｈ28年度調査計画検討 【１】  ウ）播種栽培試験 【19】  

 ア）Ｈ28年度調査計画の検討 【１】     

 イ）栽培試験の育成概念 【３】  Ｆ. 植物栽培マニュアル（案） 【19】  

 ウ）栽培試験地と周辺環境の点検・整備 【４】  ア）植物栽培マニュアル（案）の更新 【19】  

        

 Ｂ. 移植試験事前準備 【５】  Ｇ．モニタリング調査 【20】  

 ア）Ｈ28年度栽培試験状況 【５】  ア）モニタリング調査概要 【20】  

 Ｃ. 栽培試験地整備作業 【６】  イ）モニタリング調査 【21】  

 ア）育成を促進させるために行った作業 【６】  ①苗木・稚樹の成長記録 【21】  

 イ）各栽培試験地で行った整備作業 【６】  ②調査結果のまとめ 【23】  

 ①育苗畑１で行った整備 【６】     

 ②育苗畑２で行った整備 【６】  Ｈ．Ｈ29年度以降の課題 【24】  

 ③Ｓ-05で行った整備 【７】     

    ■別添資料：植物栽培マニュアル Ver.2016（試作版)   

 Ｄ．有用植物移植試験 【７】          

   ア）Ｈ28年度に行った移植栽培試験概要 【７】  ■関連資料   

   ①各栽培試験地で行っている試験種 【７】  ○Ｓ-05モニタリング調査 【関連資料-①】  

 イ）各栽培試験地における栽培試験 【９】  ○Ｓ-05伐株モニタリング調査 【関連資料-②】  

 ①育苗畑１での草本移植栽培試験とモニタリング調査 【９】  ○「植物園」のネットッワークを目指した取り組み 【関連資料-③】  

 ②Ｓ-05での移植栽培試験 【10】  ○「有用植物」資源量の把握と保全計画策定に向けた作業の考え方と   

 ③その他の試験地での栽培試験 【12】  植物資源量の必要算出に関する考え方 【関連資料-④】  

  ａ〉沙流川流域での有用植物保全に関する栽培試験に関して 【12】     
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Ｃ．栽培試験地整備作業 

 ア）生育を促進させるために行った作業 

今年度は主に育苗畑２の整備に重点を置き育成管理に伴う整備を行いました。また、育苗畑１では、稚樹への散水や雑草取りなどの生育を促進するための作業を行いました。 

      

 獣害対策の為の防獣ネットの補強を行

いました。 

育苗畑２全体に堆肥を散布してロータ

リーでかき混ぜました。 

害虫駆除の為の薬を散布しました。 手で丁寧に草取り作業を行いました。 雑草対策のために、防草シートを張りまし

た。 

獣害防止の為、育苗畑２の周辺全てが囲え

るようにネットを張りました。 

 

イ）各栽培試験地で行った整備作業 

  ①育苗畑１で行った整備 

   ここでは、草本の展示を目的とした整備を行っています。展示箇所の草刈りを始め、ゾーンごとに区切っていた草本の中でも枯れてしまった物を保全対象地より採取して、移植しました。今後は、育苗

畑の土壌整備等を行って、アイヌ文化に必要な有用植物の展示を行っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②育苗畑２で行った整備 

    

成長して株間が詰まって

生育に支障をきたす状況の

苗木を掘り起こし、根切り

を行いながら別の場所に十

分な株間を取りながら移植

しました。 

冬の間落葉した葉を集

めて、発酵させ堆肥として

再利用する為の作業を行

いました。 

防草シートを敷く前に、苗木

の畝間を機械でかき混ぜ、根切

りと生育促進を図った作業を

行いました。 

雑草対策の為に、畝間に

防草シートを敷きました。 

    
仮埋けした苗木に散水し

て根が乾かないような対策

を行いました。 

雑草を刈り払い機で除

草する作業を行いました。 

劣化した看板を取り換えました。 

 

 

   

展示ゾーン周辺の枯

れ木やゴミの片づけ 

草刈作業 雑草対策のための防

草シートはり 

 

：赤線から左方向の整備に

ついては、下段に降りる階

段が朽ちて危険な為行えま

せんでした。 

現状の様子 

法面がずり

落ちてきて

いる様子。 

台風の影響で大

水が出て、流木

が溜まっている

様子。 

今後の整備計画案 

育苗畑２配置図 

側溝の入口部分を拡げ、溜

め池を作りガマの生息域を確

保する。 側溝を拡げ、ガマの生息域

を確保する。 

９月 20日 

沙流川ダム建設事業所と合同で育苗

畑２の木本確認と今後の整備について

現地協議を行いました。その結果、右図

の計画案が今後の課題として出されま

した。 
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イ）各栽培試験地における栽培試験 

  ①育苗畑１での木本移植試験栽培とモニタリング調査 

今年度は、上段に野外展示している草本の生育が、年々悪くなってきているように見えるので（個体や株が小さくなってきている等）、次年度以降は土壌改良も視野にいれ、整備を行っていきたいと考え

ています。この整備については、現在平取町まちづくり課が主体となり進められている「二風谷地区再整備基本計画」に基づき、関連する機関と協働で行っていきたいと考えています。以下は、播種後、

発芽した苗木の移植作業と管理を行いました。 

    育苗畑１の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月５日（水）に行われた「第３回シシﾘムカ文化大学講座」では、岡村俊邦先生を講師に招き、「豊かな森づくりを共に楽しく～新しい提案が実証された 40年～」と題した講演をして頂きました。この講

演の中で「生態学的混播・混植法－裸地の混交林化－」を提唱されており、この方法を次年度以降で実際に調査に活かす為の作業を行いました。下記の作業①②を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
トレーにポットを並べる ポット一杯に土を入れる 根を差し込む様に植える 

   
移植完了 散水 遮光ネット取り付け 

    

★ 今回の播種方法は、右の資料１に基づいて、岡村先生が提唱されている軽石主体の用土（火山灰）を利用する播種

方法を試みてみました。 

    

★ 播種作業手順は、今までと変わらない方法でおこないました。また、次年度以降の芽吹き方を記録し、土を変える

など異なる試行も随時行っていきたいと思います。 

    
★ S-05内の５か所を選定して、防草シートを約３ⅿ四方の範囲で敷きました。次年度は、経過観察と、移植準備作業

を行います。 

◎苗木ポット移植作業工程 

 

 

 

 

 

 

岡村俊邦 先生 

北海道科学大学空間創造学

部教授/環境再生医/NPO 法

人自然森づくり協会理事長 
★岡村先生は緑化工学、自然再生、

砂防学がご専門です。緑化について

は、生態学的混播・混植法（こん

ぱ・こんしょくほう）という効果的

な方法を提唱し実践してこられまし

た。 

風倒による根返り跡地では、裸地に散布された多種のタネがほぼ同時に発芽・発育し、遷移を経て次第に元の樹林に再生してゆく。この過程を参考とした自然に近い樹林の再

生法が生態学的混播・混植法である。                                     中西出版株式会社 発行 2015年 著者 吉井厚志 岡村俊邦  

生態学混播・混植法とは 

作業① 

資料１ 

作業② 
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●年間を通しての圃場内作業の流れ 

 下図は、年間の作業の流れを図に表したものになります。 

 

 

今年度は、以前からの課題として提起されていた鹿柵を S-05周辺に設置することができました。鹿柵の設置に伴い、次年度以降は、獣害予防ネットを外す作業と、二風谷育苗畑２からの苗木移植を進めて

いきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 ５月 ６月 ８月 

         
圃場内の確認調査 目的の苗木以外の木を除

伐する 

苗木育苗畑の除草 育苗畑１からの苗木移植 圃場内の除草（平取町高

齢者事業団へ依頼） 

モニタリング調査 圃場内の除草（平取町高齢者事業団へ依頼） 

 

４月 22日 

鹿柵設置に伴う範

囲等の現地打ち合わ

せを行いました。 

８月 18日 

鹿柵設置業者を含

めた範囲決め杭打ち

を行いました。 

S-05 

11月 17日 

鹿柵設置完了確認しました。 

鹿 柵 設 置 範 囲 

鹿 柵 設 置 の 流 れ 

設置後 

小動物の足跡は確認されましたが、鹿の進入の

痕跡は確認されていません。 

柵の全長約＝633ⅿ 

面積＝3.57 ㏊ 
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③その他の試験地での栽培試験 

③－ａ〉沙流川流域での有用植物保全に関する栽培試験地の区域をⅠ～Ⅴに設定しました。 

 

 

 

 

 

 

植物保全区域分け地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 

Ⅴ 長知内橋＊～上流域 

（*下流側の橋側＝国管理域の境界、上流は道管理域） 

Ⅲ 二風谷ダム管理所管轄エリア 

Ⅱ 苫小牧河川事務所管轄エリア 

河口域～近海域 

Ⅳ 二風谷ダム管理区域（にぶたに湖）上流端 

～額平川上流 

～貫気別川上流 

Ⅰ 平取ダム直下＊～上流域 

（*国管理域） 

 

 

区域名 区域設定の考え方（名称） 境界   ①下流側   ②上流側 
伝統的コタンやイオルとの 対応 

 ＊主に泉靖一1951より 

  Ⅰ    平取ダム上流エリア 
①平取ダム堤体 

②額平川本流の源流域 

NUPKIPET/NIOI 

  Ⅱ    
沙流川(二風谷ダム)下流エリア

 ＊１ 

①富川の河口・沿岸部 

②二風谷ダム管理域の境(下流側) 

PITARPA/PIRAKA/SHUM-KOT/ 

SARPA/NINA/PIRAUTUR 

  Ⅲ    にぶたに湖エリア 
①二風谷ダム堤体 

②二風谷ダム管理域の境(上流側) 

NIPUTANI/PIPAUSHI/KANKAN/PENAKORI 

  Ⅳ    額平川流域エリア 
①二風谷ダム管理域の境 

②平取ダム堤体／貫気別川水系の源流域 

SHIKEREPE/NIOI/ NUPKI-PET 

  Ⅴ    沙流川中流・上流エリア ＊２ 
①二風谷ダム管理域の境(上流側) 

②沙流川水系の源流域 

POROSAR/OSAT-NAI/ 

OUKOT-NAI 

備考 
＊１については、日高町との境界より下流を別エリアとすることも要検討 

＊２については、日高町との境界より上流を別エリアとすることも要検討 

 

沙流側流域における生物（主に植物）生存環境保全区域の設定の考え方 
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③-ｂ〉有用植物保全に関する栽培試験地の区域Ⅱでのスﾌﾟキ（オニガヤ）シキナ・（ガマ）栽培試験に関して 

スﾌﾟキの移植後経過観察調査と、新に範囲を決めて肥料を散布した箇所と散布しない箇所の成長を比較する調査を行いました。 

試験地１・・・平取大橋下の沙流川右岸（黄色い線で囲ってある場所）試験地２・・・平取大橋下の沙流川右岸（赤色の線で囲ってある場所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ガマの移植後経過観察調査を行いましたが、水害の為に生息域が崩壊してしまったので、次年度以降の対策案を検討していきたいと思います。 

  試験地・・・カンカン川ガマ栽培試験地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶏糞散布２ヵ月後の７月モニタリング調査 鶏糞散布５か月後 10月モニタリング調査 

鶏糞散布無し 鶏糞散布有り 山側の沢の様子 台風後のスﾌﾟキの様子 平取大橋から見た萱場の様子 

     
平均 100㎝程に成長している。 平均 160 ㎝程に成長してお

り、鶏糞の効果が出ていると思

われる。 

 今年度は、台風の影響でスﾌﾟキの試験栽培をしている箇所に水と土砂が乗り、その後の度重なる雨による沢の崩

壊に伴い、大水で試験地がほぼ壊滅状態になりました。ですが、貝澤相談役による次年度への影響は無いとの判断

を参考に、今年度は現状のまま地面が固まるのを待ち、次年度の春先に行う刈取作業の準備を行いました。 

Ｂ 
 

Ｃ 

Ａ 

平成 27年度播種時 

スﾌﾟキ栽培試験地の全体を一度刈り、栽培試験畑Ａ、Ｂを設定し、範囲

は共に縦幅 20ⅿ横幅 10ⅿに決めました。Ｂ畑には、鶏糞肥料を 140 ㎏散

布し、経過観察を行いました。 

Ａ・・・開墾した後播種を行い、機械で土

にすき込んだ範囲。 

Ｂ・・・開墾した後播種を行い、機械で圧

力をかけた範囲。 

Ｃ・・・開墾後、種をばら蒔きした範囲。 

５月 ４月 

４月 26日 

スﾌﾟキの生育状況が、設定

された箇所では確認でき

ませんでした。 

７月８日 

周辺の手付かずのスﾌﾟキ

に比べても、播種を行っ

た場所には、スﾌﾟキの成

長が確認できませんでし

た。 

大雨等の影響で萱場までの通路が崩れてし

まい、一時的に調査作業が出来なくなりまし

た。次年度からの整備課題として、各現地作

業道整備を取り入れたいと思います。 

今後の整備について 

● 経過観察概要 

移植後のガマ生育調査では、移植されたガマの順調な生育がほぼ確認できない状態の為今後の整備計画として、下記の整備計画案をあげます。 

貝澤耕一指導員の見解 

ガマの生育は、水深 80㎝以上だと困難で、深すぎると、根が浮いて定

着できなくなる。水深 50㎝くらいで、日当たりの良い、肥沃な場所と、

新芽の食害を防ぐために鹿柵を設置してほしい。 

 

９月 20日 現地の状況 

水深は約 50㎝に保ち、水が留ま

らないようにする。 

砂利と比較的大きめの石を底

に並べる。 

沢から流れ込んだ泥を底に入

れ埋め立てる 

ペカンペ/ヒシなどの水溶性

植物の生育環境を整える。 

鹿柵設置 
４月撮影 

倒れたガマ 
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＊○内の数字と記号はページ左の業務項目の番号に対応

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

．

(1)地域文化保全に関する調査

①事前準備 協力者のリストアップと調整（のべ10人程度）

②聞き取り調査等の資料・情報収集 　

③【調査結果とりまとめ】  検討会などにおける報告 報告書作成

○ ○ ○ ○ ○

(2)河道掘削予定箇所現地調査 現地調査の準備（効果的方法検討など）

①事前準備  春/夏/秋/冬の各期

②現地調査 　　
▼ ▼ ▼ ▼

③【調査結果とりまとめ】  検討会などにおける報告
報告書作成

○ ○ ○ ○ ○

◎長野　環

事業名 2016(平成28)年度 アイヌ文化環境保全対策事業

業務分野 ７‐沙流川河道掘削における事前調査 【想定する成果の重点】
★(1)聴き取りなどによる新規・独自資料と、既存資料との照合･統合等により、多面的な把握に努める。
(2)文化保全と河川環境のあり方について検討するための基礎資料を集積し、活かす。調査の成果をふまえ
「かわまちづくり」等の関連事業と連携して保全対策を提案し、推進する。

目的／課題
※１

<注>※１、※２の欄
には、委託契約文書
の記載事項を引用

◆(1)地域文化保全に関する調査
　地域文化の保全対策に必要な現地調査として、沙流川右岸kp12.8～13.6、kp14.4～15.2区間及び
左岸kp11.8～12.2区間に予定している河道掘削箇所周辺における川や沢などのアイヌ語地名及び
チノミシリ等の聞き取り調査を実施し、調査結果について整理とりまとめを行う。
◆(2)河道掘削予定箇所現地調査
　沙流川右岸kp12.8～13.6、kp14.4～15.2区間及び左岸11.8～12.2区間に予定している河道掘削
箇所周辺について、既存資料に基づく植生状況の現地確認を行い、アイヌ文化の伝承、振興に欠かせ
ない素材や資源（ガマ、ヨシ等）を供給する上で必要な河川環境の有無の確認を実施し、調査結果に
ついて整理とりまとめを行う。

業務項目と
内容・方法
※２

(1)地域文化保全に関する調査
 -①事前準備＝河道掘削箇所周辺における地域文化保全対策に関する調査の事前準備
 -②対象区域聞き取り調査＝地域文化保全対策に関する聞き取り調査
 -③調査結果とりまとめ＝調査結果をとりまとめ地域文化保全対策のための基礎資料を整理
(2)河道掘削予定箇所現地調査
 -①事前準備＝河道掘削箇所周辺の既存資料に基づく植生状況についての事前準備
 -②現地調査＝河道掘削箇所周辺の既存資料に基づく植生状況についての現地調査
 -③調査結果とりまとめ＝工事実施に向けた植生調査結果をとりまとめ整理

想定する成果
（状況/物品）

　＊○内の数字、記号は上の欄に対応

(1)-①事前準備＝協力者のリストアップと調整／マニュアル再検討（私権に対するポリシー等）
 -②対象区域聞き取り調査等の資料・情報収集＝のべ10人程度ほか
 -③調査結果とりまとめ＝アイヌ語地名とチノミシﾘ、伝説･伝承地、遺跡等の一覧とデータベース、文
化環境概念図
(2)-①事前準備＝調査手法・項目の検討/作業手順の確認
 -②現地調査＝春/夏/秋/冬の各期にのべ10回程度 ＋ 定点での観測(写真撮影)等
 -③調査結果とりまとめ＝植物リスト・分布図、生物相(鳥類等を含む)・生態系の概念図

年間作業工程
(行程）概要

業務項目

◆調査計画検討

検討会または勉強会

検討会または勉強会

今年度
重点事項

★(1)聴き取りなどによる新規・独自資料と、既存資料との統合等により、多面的な把握に努
める。 (2)文化保全と河川環境のあり方について検討するための基礎資料を集積し、活かす。
調査の成果をふまえ「かわまちづくり」等の関連事業と連携して保全対策を提案し、推進する。

作業・工程上の
留意事項

◆各分野の今年度重点事項（下欄）と、右に示す「計画基本フロー」に常に留意しながら作業を進める
ようにする。
各担当チームごとに、年間基本計画に基づきより詳細な作業計画・工程案を作成し、進捗状況に応じて随時見直しを行
いながら業務課題を遂行する。また、各分野担当チーム間の、あるいは各グループ相互の連携・協力に努める。アイヌ
文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動及び町立博物館・歴史館等関係機関との
連携・協力の拡充を図る。

◎主・○副担当 ○貝澤朱美　　　黒川賢司 ／ 川奈野弘美 ／ 久保拓史　　[貝澤耕一]　　

補佐 ◇木村真奈美 ／ 山本　雄　　　　　［吉原秀喜］

■７-沙流川河道掘削における事前調査の計画基本フロー

調査結果の整理とりまとめ＊(1)-③

事前準備 ＊(1)-①

資料・情報収集 ＊(1)-②Ａ
聞き取り／既往研究／現地踏査

調査結果の整理とりまとめ＊(2)-③

事前準備 ＊(2)-①

現地調査 ＊(2)-②Ａ
現地踏査／既往研究／聞き取り

現地調査 ＊(2)-②Ｂ
現地踏査／既往研究／聞き取り

現地調査 ＊(2)-②Ｃ
現地踏査／既往研究／聞き取り

現地調査 ＊(2)-②Ｄ
現地踏査／既往研究／聞き取り

報告書の作成

自然科学的観点
からの検討

資料・情報収集 ＊(1)-②Ｂ
聞き取り／既往研究／現地踏査

資料・情報収集 ＊(1)-②Ｃ
聞き取り／既往研究／現地踏査

資料・情報収集 ＊(1)-②Ｄ
聞き取り／既往研究／現地踏査

自然科学的観点
からの検討

◆プロジェクトＳＡＲ
の観点･スタイル･方法
に留意しながらの作業

◆事業関係者による
多角的検討のための

ワークショップ

人文・社会科学的
観点からの検討

人文・社会科学的
観点からの検討

人文・社会科学的
観点からの検討

自然科学的観点
からの検討
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０１◆聴き取り調査 ０２◆アイヌ語地名踏査 ０３◆データベース更新 ０４◆河道掘削箇所現地確認調査

０５◆調査ポイントの杭打ち・プレート付 ０６◆春期植生調査 ０７◆断面調査事前準備 ０８◆調査の前打ち合わせ

０９◆植生断面調査 １０◆調査後の振り返り １１◆秋期直性調査 １２◆冬期植生調査

７－沙流川河道掘削における事前調査　～この分野の作業概況～

Ａ◆＝(1)地域文化保全に関する調査
地域文化の保全対策に必要な現地調査として、沙流川右岸kp12.8～13.6、kp14.4～15.2区間及び左岸kp11.8～12.2
区間に予定している河道掘削箇所周辺における川や沢などのアイヌ語地名及びチノミシリ等の聞き取り調査を実施し、
調査結果について整理とりまとめを行う。
(2)河道掘削予定箇所現地調査
沙流川右岸kp12.8～13.6、kp14.4～15.2区間及び左岸11.8～12.2区間に予定している河道掘削箇所周辺について、
既存資料に基づく植生状況の現地確認を行い、アイヌ文化の伝承、振興に欠かせない素材や資源（ガマ、ヨシ等）を供給
する上で必要な河川環境の有無の確認を実施し、調査結果について整理とりまとめを行う。
Ｂ◆＝省略
Ｃ◆＝★(1)聴き取りなどによる新規・独自資料と、既存資料との統合等により、多面的な把握に努める。 (2)文化保全と
河川環境のあり方について検討するための基礎資料を集積し、活かす。調査の成果をふまえ「かわまちづくり」等の関連
事業と連携して保全対策を提案し、推進する。

H28年度
A◆＝目的・課題
B◆＝業務項目と

内容・方法
C◆＝今年度
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７ 

沙流川河道掘削における事前調査 

   

      

      

      

      

      

                       

 ■目次 【ⅰ】     

    オ）河道掘削予定箇所における夏期調査 【22】  

 ■概括   ①植生断面調査事前準備 【22】  

 ◎目的／課題、調査方法、年間作業工程、経過、成果、課題 【ⅱ】  カ）植生断面調査 【23】  

 ◎作業状況―写真による業務説明 【ⅲ】  ①左岸 kp12.0の植生断面調査状況 【23】  

    ②左岸 kp12.0植生断面図 【25】  

 ■調査の成果   ③右岸 kp13.2の植生断面調査状況 【26】  

  Ａ．沙流川河道掘削における事前調査について 【】  ④右岸 kp13.2の植生断面図 【28】  

 ア）３年目の事前調査に至る経緯と作業経過 【】   ⑤右岸 kp14.6の植生断面調査状況 【29】  

 イ）調査の範囲・対象・方法 【】   ⑥右岸 kp14.6の植生断面図 【31】  

 ①地域文化保全に関する調査に関して 【】  キ）台風９号、10号の記録 【32】  

  ②河道掘削箇所現地調査に関して 【】  ク）秋期調査 【33】  

 ウ）調査成果の概要・所見／特徴／意義・課題 【】   ①左岸 kp12.0周辺の様子 【33】  

     ②右岸 kp13.2周辺の様子 【34】  

 Ｂ.地域文化保全に関する調査 【８】     ③右岸 kp14.6周辺の様子 【35】  

 ア）調査による基本データ     【８】     ④各断面調査箇所の確認と台風による土砂堆積の範囲確認 【36】  

 イ）聴き取り調査の成果 【10】  ケ）冬期調査 【39】  

    コ）川とアイヌ文化の関わり 【42】  

 Ｃ.沙流川河道掘削予定箇所現地調査 【11】  サ）調査のまとめ 【43】  

 ア）調査事前検討 【11】  シ）生物名（植物・動物）の表記 【44】  

 イ）現地状況の概要 【12】     

 ウ）沙流川右岸 kp12.8～13.6、kp14.4～15.2、左岸 kp11.8～12.2区間の   ■別添資料：沙流川流域アイヌ語地名データベース Ver.2016   

   現地状況の概要 【15】     

 エ）河道掘削予定箇所における春期調査 【17】     

 ①植生調査 【17】     

 ②沙流川右岸 kp p12.8～13.6、kp14.4～15.2、左岸 kp11.8～12.2区間      

   の植生分布状況 【21】     
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◎Ｈ28 年度更新分 
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Ｃ．沙流川河道掘削予定箇所現地調査 

ア）調査事前検討 

 この調査において基本となる調査手順、方法等を図示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注-1）赤枠で囲んだ部分はチームでの作業 

注-2）橙色部分については専門家を交えての作業 

 

①調査箇所確認 

②調査箇所杭打ち、 

目印付け 

図面に記録、カメラで記録する

人に分け、記録に漏れがないよ

うに留意する。図面に記録する

人は、植生や地形をスケッチ

し、メモなどで記録する。カメ

ラで記録する人は、特徴的な部

分、データ整理時に参考となる

ような部分、作業状況などを記

録する。 

調査の振り返りとして、記録し

たものを基にチーム、専門家を

交え協議をする。その後、一覧

表にポイント毎の植生や現地状

況写真を整理し、まとめる。そ

の表を基に断面図を作成する。 

現地踏査 

 

苫小牧河川事務所の方々と今年度行う調査箇所を現地で

確認（４月中旬） 

調査箇所地図準備 

 

苫小牧河川事務所から提供された地図データを基に、今年

度の調査箇所に必要な部分を抜き出し、現地調査や報告書

作成時に利用する。 

杭打ち作業 

 

調査範囲内のキロポスト表示毎に測点杭を打つ。表示

プレートを付け、見通しが悪い場合は、目印用のテー

プを杭や付近の木の枝等に長めに付ける。（４月中旬～

下旬） 

杭打ち事前準備 

 

調査ポイントの目印となるキロポスト表示に準じ、その表

示のプレートを作成する。その際に夏期、冬期に目立つ色

にする。目印として、杭等に付けるテープの在庫を確認、

購入等の準備をする。 

③現地踏査 
 

＊聴き取り・地名踏査含む。 

 

春期現地踏査 
 

苫小牧河川事務所から提供された「河川環境情報図」を

基に、調査範囲内の植生調査を行う。「河川環境情報

図」と現状の比較を記録する。下草等の植生状況を把

握、記録する。（５月上～中旬） 

現地踏査事前準備・現地踏査とりまとめ 

 

河川環境情報図を基に、植生の変化について調査を行

う。 

④現地踏査 

夏期現地踏査 
 

調査範囲内からアイヌ文化にとって有用性のある特徴的

な部分の断面図作成のための調査を行う。（７月） 

現地踏査事前準備・現地踏査とりまとめ 

 

断面図作成ポイントの計測を行い、専門家を交えた植生

調査を実施する。 

⑤現地踏査 

秋期現地踏査 

 

主に、断面図の作成ポイント箇所の植生の変化や、周辺

の記録をとる。（10月） 

⑥現地踏査 

冬期現地踏査 
 

主に、断面図の作成ポイント箇所の冬の様子の記録をと

る。（２月） 

⑦報告書作成 

現地踏査事前準備・現地踏査とりまとめ 

 

主に植生断面調査箇所を行なった箇所の、秋の周辺様子

や植生の調査を行う。 

現地踏査事前準備・現地踏査とりまとめ 

 

主に植生断面調査箇所を行なった箇所の、冬の周辺様子

や植生の調査を行う。 

調査とりまとめ 

 

報告書の作成時には、記録したものを基にチーム、専門

家を交え協議をする。 

四季の様子を意識した記録撮影

を行う。 
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②左岸 kp12.0 の植生断面図 

 夏期調査として、沙流川左岸 kp12.0 において植生断面図を作成するための調査を実施しました。築堤から、川原までの距離は 124ｍにおよびました。調査の詳細につきましては、①左岸 kp12.0 の植生断

面調査状況を参照してください。また、アイヌ文化に関わる有用性については下段の表を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川原 ④-⑤   

スス/オオバヤナギ→種子が裂開、綿毛が付いてい

るものもあった。 

アハ/ツチマメ、ノヤ/オオヨモギ 

【帰化植物】ムシトリナデシコ、コゴメハギ、ヒメ

ムカシヨモギ、コオゾリナ、ツルマメ、ナガバギシ

ギシ、オオアワダチソウ 

【帰化植物】セイヨウノコギリソウ、オオアワダ

チソウ、湿生植物（セリ・ビロードスゲ）、クサヨ

シ、ヌマイチゴツナギ、ミント 

  

コチドリ（Ｓ）、カワラバッタ、アライグマ（足跡） 

モユｸ/タヌキ（足跡）、ユｸ/エゾシカ（足跡） 

シチカﾌﾟ/オジロワシ（つがい）   

・オオバヤナギは石っころの所に生える。 

・泥が溜まる所にはナガバヤナギ、エゾノキヌヤ

ナギ 

・イナウネニに利用できそうなススがある 

・オオアワダチソウは腰高 

・全体的にエゾヤナギ 

  

 

2016 年７月 11日撮影 

オジロワシのつがい 

オジロワシ確認 

６月３日 
2017 年３月１日撮影 

ドロノキに止まる 

オオワシとオジロワシ 
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キ）秋期調査 

  ①左岸 kp12.0 周辺の様子 

10 月 25、26 日、専門家の方と合同調査を行ないました。主には断面調査を行なったポイント周辺の状況確認を行ないましたが、台風の被害を受け、夏までに確認した草本類のほとんどが確認できませ

んでした。 

 

◎左岸 kp12.0 付近のまとめ 

断面ポイント⓪～ までの様子 

    

本流の流入により、なぎ倒されたシキ。 下流方向に倒されたシキとシチカﾌﾟの止まるヤイニ

(中央)。 

土砂が堆積し、砂州は大きく広がり、川岸から林までは緩やかな陸になっていた。 

    
対岸から見た様子。台風前よりも砂州が大きく張り

出している。 

川岸が削られ、崖状になっていた。 林床の植物は泥に埋まり、細かい流木等が立ち木に

絡まっている。 

土砂が堆積した林床からはコﾛコニ、ソﾛマ、シﾌﾟシ

ﾌﾟが再生していた。 

    
 ソﾛマの葉と胞子葉(真ん中)。葉は枯れ、胞子葉だけが残るのが通常のようだが、今年はこのような現象が各

調査箇所でも見られた。 

 

 

 

◎確認した動物や痕跡 

／オオサギ ウリリ・フリリ／ウミウ カピウ／オオセグロカモメ モユｸ／タヌキ（足跡） ワトッタカムイ／トビ 

―／アラグマ（足跡） チロンヌﾌﾟ／キツネ（糞） オチューチﾘ（オチウチﾘ）／ハクセキレイ ―／ホオジロ ユｸ／エゾシカ（足跡） 
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ク）冬期調査 

2017年２月 28日、３月１日、専門家の方と合同調査を行ないました。主には断面調査を行なったポイント周辺の冬の現地状況を確認しました。 

 
◎各ポイント調査のまとめ 

右岸 KP12.0 付近 

     

川原の様子。 川側の断面調査箇所の様子。 ソﾛマの様子。 折れた枝から再生した新たな枝は、節が

少なくイナウネニに適している。 

下段一番左の写真を林内から見た様子。 

     

山側から川方向を見た断面調査箇所の様

子。 

スス（オオバヤナギ） スス（キヌヤナギ） 

枝先にはネコヤナギが付いている。 

スス（エゾヤナギ） 

枝先にはネコヤナギが付いている。 

ケネ（ハンノキ）の雄花、果実の様子。 

 

◎確認した動物の一覧                                                    FL＝飛翔 Ｖ＝視認 Ｓ＝さえずり Ａ＝アダルト(成鳥) Ｊ＝ジュニア（幼鳥） 

シチカﾌﾟ/オジロワシ<FL> Ａ２羽 Ｊ１羽 カパッチリ/ハイタカ<FL> ※未同定 オチウチﾘ/ハクセキレイ<FL> ユｸ/エゾシカ(足跡) 

チロンヌﾌﾟ/キツネ(足跡） チロンヌﾌﾟ/キツネ<Ｖ> レタッチﾘ/オオハクチョウ<Ｖ> チカﾌﾟ/ツグミ<FL> 

コメチﾘ/カワアイサ<FL> チカﾌﾟ/コゲラ<Ｓ> カララｸ・カララｸトノ/ハシボソガラス<FL> チカﾌﾟ/ベニヒワ<FL> 

チカﾌﾟ/ホオジロガモ<FL> モユｸ/タヌキ（足跡） キキﾘ/セッケイカワゲラ  

 

 

  
 

 

ドロノキに止まるシチカﾌﾟ、カパ

ッチﾘ 
凍った川面を渡るチロンヌﾌﾟ レタッチﾘ モユｸかアライグマの足跡 キキﾘ（セッケイカワゲラ） 
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＊○内の数字，記号はページ左の業務項目の番号に対応

 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①

Ａ：ＷＧ関係 　

Ｂ：展示関係

◆【調査結果とりまとめ】  検討会などにおける報告 報告書作成

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎吉原秀喜

事業名 2016(平成28)年度 アイヌ文化環境保全対策事業

業務分野 ８‐アイヌ文化保全対策の実施に向けた調整・整理 【想定する成果の重点】
★３つの重点施策をはじめ、これまで検討されてきた地域文化保全対策の具現化を推進する。アイヌ協会を
はじめとする関係者の協働を深めながらカタチにしていく。

目的／課題
※１

<注>※１、※２の欄
には、委託契約文書
の記載事項を引用

◆地域文化保全対策検討会で示された保全対策の実施にあたり、関係機関との協議に向けた必
要な調整を行うとともに、１～７の項目に係る展示等に向けて必要な資料作成を行う。

業務項目と
内容・方法
※２

①　地域文化保全対策検討会で示された保全対策の実施にあたり、関係機関との協議に向けた必
要な調整を行うとともに、１～７の項目に係る展示等に向けて必要な資料作成を行う。

想定する成果
（状況/物品）

　＊○内の数字、記号は上の欄に対応

①⇒　Ａ:ワーキンググループの運営と資料作成

　　　  Ｂ:展示についての資料作成

　　　  Ｃ:Ａ／Ｂの作業その他、保全対策の具現化のための調整・整理作業

年間作業工程
(行程）概要

業務項目

◆調査計画検討

Ｃ：調整・整理

ワーキング／検討会／勉強会

今年度
重点事項

★３つの重点施策をはじめ、これまで検討されてきた地域文化保全対策の具現化を推進す
る。アイヌ協会をはじめとする関係者の協働を深めながらカタチにしていく。

作業・工程上の
留意事項

◆各分野の今年度重点事項（下欄）と、右に示す「計画基本フロー」に常に留意しながら作業を進める
ようにする。
各担当チームごとに、年間基本計画に基づきより詳細な作業計画・工程案を作成し、進捗状況に応じて随時見直しを行
いながら業務課題を遂行する。また、各分野担当チーム間の、あるいは各グループ相互の連携・協力に努める。アイヌ
文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動及び町立博物館・歴史館等関係機関との
連携・協力の拡充を図る。

◎主・○副担当 ○長野　環　　　山本　雄 ／ 木村真奈美／久保拓史／萱野公裕

補佐 ◇佐藤和三 ／ 貝澤耕一

協

議

・

調

整

・

連

携

・

協

働

◆保全対策の発展的更新

調査結果のとりまとめ
◇業務の状況については、検討会などで報告

◇報告書作成

調査計画検討
◇３つの重点施策、検討会、これまで検討
されてきた地域文化保全対策を踏まえ、業
務計画を練る。
◇眺望・祈りの場４の展示などを含めた周
辺整備の計画と、ダム完成後の長期的な視
野を取り入れた計画、各機関との調整を図

■８-アイヌ文化保全対策の実施に向けた計画基本フロー

調整・運営・資料作成

＊①ＡＢＣ

平取アイヌ協会
北海道アイヌ協会
平取アイヌ文化保存会
アイヌ語教室

◇保全対策ワーキンググループ
◇三者会議
◇検討会
◇各種会議での検討事項
◇各分野の進捗状況・成果
◇対策室全体協議

国土交通省北海道開発局
室蘭開発建設部

沙流川ダム建設事業所
苫小牧河川事務所

平取町役場
アイヌ文化保全対策室
アイヌ施策推進課
町教育委員会

調整・運営・資料作成

＊①ＡＢＣ

◇保全対策ワーキンググループ
◇三者会議
◇検討会
◇各種会議での検討事項
◇各分野の進捗状況・成果
◇対策室全体協議
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０２◆保全対策ＷＧ展示設計の検討作業 ０３◆展示施設の参考事例視察（道東10施設・北斗遺跡）０４◆展示施設の参考事例視察（つべつ木材工芸館）

０５◆21世紀アイヌ文化伝承の森事業協力（苗木提供） ０６◆対策室全体協議（ほぼ毎週の定例） ０７◆眺望祈りの場４の設計に向けたチセの見学 ０８◆現地ＷＧ（建設現場の状況確認）

０９◆保全対策ＷＧに向けた展示についての打ち合わせ １０◆重要文化的景観追加選定に向けた調査への協力 １１◆植物保全３５区域の整備方針を検討・協議 １２◆どさんこ馬を使ったトレイル（旅路）開発試行

８－アイヌ文化保全対策の実施に向けた整理・調整　～この分野の作業概況～

０１◆保全対策ワーキンググループの会議

H28年度
A◆＝目的・課題
B◆＝業務項目と

内容・方法
C◆＝今年度
重点課題

Ａ◆＝地域文化保全対策検討会で示された保全対策の実施にあたり、関係機関との協議に向けた必要な調整を行
うとともに、１～７の項目に係る展示等に向けて必要な資料作成を行う。

Ｂ◆＝①地域文化保全対策検討会で示された保全対策の実施にあたり、関係機関との協議に向けた必要な調整を
行うとともに、１～７の項目に係る展示等に向けて必要な資料作成を行う。

Ｃ◆＝★３つの重点施策をはじめ、これまで検討されてきた地域文化保全対策の具現化を推進する。アイヌ協会をは
じめとする関係者の協働を深めながらカタチにしていく。
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